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・本取扱説明書では、本製品を安全にお使いいただき、お客様への危害や財産への損

害を未然に防止するために重要な情報が記載されています。本製品をご使用される前

に本書を熟読し、内容を十分にご理解された上で本製品をご使用ください。 

・本書は本製品をご使用の際にいつでも参照できますように、本装置とともに大切に保管

してください。 

・本装置を譲渡される場合には、必ず本取扱説明書をあわせて譲渡してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  

ご使用になる前に 
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海外でのご使用について 
 

この装置は、日本国内での使用を前提としているため、海外各国での安全規格等の適用を受けており

ません。したがって、この装置を輸出した場合に当該国での輸入通関および使用に対し罰金、事故等に

よる補償等の問題が発生することがあっても、弊社は直接・間接を問わず一切の責任を免除させていた

だきます。 

 
 

 
 

 
 
 
 

その他 

 

EN ISO 7779に基づいて、ノイズの最大音圧レベルが 70デシベル以下となっています。 

 

RoHS適合 

 

本製品は、EUの電器電子機器における特定物質の使用制限指令（RoHS：Restriction of the  

Use of certain hazardous substances in electrical and electronic equipment）に適合 

しております。 
 
レーザー製品の取り扱い 
 

Fibre Channel ドライブを搭載時、本製品ではクラス 1レーザー製品が使用されています。 

When the Fibre Channel drive is installed, class 1 laser product is used in this product. 
1 Klassenlaserprodukt wird zu der Zeit des Einsatzes von einem Fibre Channel-Antrieb  
mit diesem Produkt benutzt. 

 
本装置は、サービス従事者と、本装置の使用上の注意事項と設置場所で必要な措置について十分な教

育と訓練を受けた使用者だけが立ち入ることができる場所に設置してください。 

 

工具または錠前など保安手段により、設置場所の責任者が入場を管理している場所に設置してくださ

い。 

JIS C 61000-3-2 適合品 

本装置は、高調波電流規格 JIS C 61000-3-2に適合しています。 
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安全上のご注意 
 

ご使用前、装置を安全に正しくお使いいただくために、本書を必ずお読みの上で、正しくお取り 

扱いください。 

本装置は、安全性に十分考慮して設計されています。しかし誤った取り扱いをすると人体や財産 

に被害が及ぶことがあります 。お読みになった後も、必要なときにすぐ見られるよう大切に保管 

してください。 

 

安全にかかわる表示について 

本書にはどこが危険か、どのような危険に遭うのか、どうすれば危険を避けられるかなどについ 

て説明されています。 

また、製品内で危険が想定される箇所またはその付近には警告ラベルが貼り付けられています。 

これは本装置を操作する際、考えられる危険性を常にお客様や保守サービス員に意識していただ 

くためのものです。（ラベルをはがしたり、汚したりしないでください） 

警告ラベルが貼り付けられていない、はがれかかっている、汚れているなどして判読できないと 

きは、保守サービス会社にご連絡ください。 

 

本書、および警告ラベルでは危険の程度を表す言葉として、「警告」と「注意」という用語を使用していま

す。それぞれの用語は次のような意味を持つものとして定義されます。 

記載内容を守っていただけない場合、どの程度の影響があるかを表しています。 

 
人が死亡または重傷を負う危険性がある内容を示します。 

 

人が障害を負う危険性がある内容、または物的損害のみ発生が想定される

内容を示します。 

 

危険に対する注意・表示は次の3種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次のような意味

を持つものとして定義されています。 

マーク 意味 内容 例 

 

注意の喚起 この記号は、危険が発生するおそれがあることを表し

ます。記号の中の絵表示は危険の内容を図案化した

ものです。 

（感電注意） 

 

 

行為の禁止 この記号は行為の禁止を表します。記号の中や近く

の絵表示は、してはならない行為の内容を図案化した

ものです。 

（接触禁止） 

 

 

行為の強制 

 

この記号は行為の強制を表します。記号の中の絵表

示は、しなければならない行為の内容を図案化したも

のです。危険を避けるためにはこの行為が必要です。 

(プラグを抜け) 
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（本書での表示例） 

注意を促す記号 危険に対する注意の内容 危険の程度を表す用語 

 

 

 

電源が ONのまま取り付け・取り外しをしない 

本体装置への取り付け・取り外しの際や、他機器との接続の際は必ず主電源に接続し

ている AC ケーブルを AC コンセントから抜いてください。AC ケーブルが AC コンセント

に接続されたまま取り付け・取り外しや接続をすると感電をするおそれがあります。 

 

注意の喚起 

 

感電のおそれのあることを示しま

す。 

 

指などがはさまれるおそれがある

ことを示します。 

 

高温による傷害を負うおそれがあ

ることを示します。 

 

指などをけがするおそれがあるこ

とを示します。 

 

爆発または破裂のおそれがあるこ

とを示します。 

 

手や指などが巻き込まれたり挟ま

れたりして怪我をするおそれがあ

ることを示します。 

 

発煙または発火のおそれがあるこ

とを示します。 

 

レーザー光による傷害のおそれが

あることを示します。 

 

行為の禁止 

 

本製品を分解・修理・改造しないで

ください。感電や火災のおそれが

あります。  

ぬれた手で触らないでください。 

感電するおそれがあります。 

 

指定された場所以外には触らない

でください。感電や火傷などの傷害

のおそれがあります。  

水や液体がかかる場所で使用しな

いでください。水にぬらすと感電や

発火のおそれがあります。 

 

火気に近づけないでください。発火

するおそれがあります。 

 

特定しない一般的な危険を示しま

す。 

 

行為の強制 

 

本製品の電源プラグをコンセントか

ら抜いてください。火災や感電のお

それがあります。  

特定しない一般的な使用者の行

為を指示します。説明に従った操

作をしてください。 

 

必ず接地してください。感電や火災

のおそれがあります。 
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注意事項 

 

 

人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とする業務には使用しない 

本製品は、医療機器・原子力設備や機器、航空宇宙機器・輸送設備や機器など、人命

に関わる設備や機器および高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの組み込み

やこれらの機器の制御を目的とした使用は意図されておりません。 これらの設備や機

器、制御システムなどに本製品を使用した結果、人身事故、財産被害などが生じても当

社はいかなる責任も負いかねます。 

 

 

煙や異臭、異音がしたまま使用しない 

万一、煙、異臭、異音などが生じた場合は、ただちに電源をOFFにして電源プラグをコン

セントから抜いてください。 そのまま使用すると火災の原因となります。 

 

針金や金属片を差し込まない 

吸気口や排気口などの隙間から金属片や針金などの異物を差し込まないでください。 

感電の危険があります。 

 

指定以外の場所で使用しない 

本製品は EIA 規格に適合したサーバー/ストレージ用の 19型ラックに取り付けて使用し

ます。 

本製品を取り付けるラックを設置環境に適していない場所には設置しないでください。 

本製品やラックに取り付けているその他のシステムに悪影響をおよぼすばかりでなく、火

災やラックの転倒によるけがなどをするおそれがあります。 設置場所に関する詳細な

説明や耐震工事についてはラックに添付のマニュアルを参照してください。 

 

規格以外のラックで使用しない 

本製品をラックへ搭載する場合は、EIA 規格に適合したサーバー/ストレージ用のラック

に取り付けて使用してください。 EIA 規格に適合していないラックに取り付けて使用した

り、ラックに取り付けずに使用したりしないでください。 本製品が正常に動作しなくなるば

かりか、けがや周囲の破損の原因となることがあります。 

 

 

 

 

日本国外で使用しない 

本装置は、日本国内用として製造・販売しています。 日本国外では使用できません。 

この装置を日本国外で使用すると火災や感電の原因となります。 

 

 

装置内に水や異物を入れない 

本装置内に水などの液体、ピンやクリップなどの異物を入れないでください。 火災や感

電、故障の原因となります。 もし入ってしまったときは、すぐに電源を OFF にして、電源

プラグをコンセントから抜いてください。 
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ラックの設置・取り扱いに関する注意事項 

 

 

 

定格電圧を超える配線をしない 

やけどや火災、装置の損傷を防止するためにラックに電源を供給する電源分岐回路の

定格負荷を超えないようにしてください。なお、電気設備の配線とインストール用件に関

しては、電気工事を行った業者または、管轄の電力会社にお問い合わせください。 

 

 

一人で搬送・設置をしない 

ラックの搬送・設置は 2 人以上で行ってください。ラックが倒れてけがや周囲の破損の

原因となります。特に高さのあるラック（44U ラックなど）はスタビライザなどによって固

定されていないときは不安定な状態にあります。必ず 2 人以上でラックを支えながら搬

送・設置をしてください。（この部品または装置の重量は 18.1 キログラムから 33.6 キ

ログラムの間です。この部品または装置を安全に持ち上げるには、 2 名の人員が必

要です。） 

 

 

荷重が集中してしまうような設置はしない 

ラックおよび取り付けた装置の重量が一点に集中しないようスタビライザを取り付ける

か、複数台のラックを連結して荷重を分散してください。ラックが倒れてけがをするおそ

れがあります。 

 

 

一人で部品の取り付けをしない ・ラック用ドアのヒンジのピンを確認する 

ラック用のドアやレールなどの部品は 2人以上で取り付けてください。 

また、ドアの取り付け時には上下のヒンジのピンが確実に差し込まれていることを確認

してください。 

部品を落として破損させるばかりでなく、けがをするおそれがあります。 

 

 

ラックが不安定な状態で装置をラックから引き出さない 

ラックから装置を引き出す際は、必ずラックを安定させた状態（スタビライザの設置や耐

震工事など）で引き出してください。ラックが倒れてけがをするおそれがあります。 

 

 

複数台の装置をラックから引き出した状態にしない 

複数台の装置をラックから引き出すとラックが倒れてけがをするおそれがあります。装

置は一度に 1台ずつ引き出してください。 
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動作周囲温度の上昇 

密閉したラックや複数ユニットを組み込んだラックに搭載する場合は、ラック環境の動作

時周囲温度は室温より高くなることがあります。ラックの内部環境温度が、取り付けた

装置の動作温度の推奨範囲を超えないようにしてください。 

 

エアフロー 

本製品が十分冷却できるよう、ラックのエアフローを確保してください。 

 

接地の信頼性 

ラックに実装された装置の接地は確実に維持してください。配電盤に直接接続しない場

合(テーブルタップを使用する場合)は特に注意してください。 
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電源・電源コードに関する注意事項 

 

 

 

ぬれた手で電源プラグを持たない 

ぬれた手で電源コードのプラグの抜き差しをしないでください。感電するおそれがありま

す。 

 

 

アース線をガス管につながない 

アース線は絶対にガス管につながないでください。ガス爆発の原因になります。 

 

 

電源を切り離す場合には、全ての電源を切り離す 

本製品は複数の電源からAC受電している場合があります。装置から電源を切り離した

い場合には、必ず全ての電源を切り離してください。感電するおそれがあります。 

 

 

 

 

 

指定以外のコンセントに差し込まない 

指定された電圧で、アース付きのコンセントをお使いください。指定以外で使うと火災や

漏電の原因となります。延長ケーブルが必要となるような場所には設置しないでくださ

い。本製品の電源仕様に合っていないコードに接続すると、コードが過熱して火災の原

因となります。 

また、クラス 0I のアース線付の AC コードセットを使用する場合は、接地接続は必ず電

源プラグを電源につなぐ前に行ってください。接地接続を外す場合は、必ず電源プラグ

を電源から切り離してから行ってください。 

 

たこ足配線にしない 

コンセントに定格以上の電流が流れることによって、過熱して火災の原因となるおそれ

があります。 

 

 

中途半端に差し込まない 

電源プラグは根元までしっかりと差し込んでください。中途半端に差し込むと接触不良

のため発熱し、火災の原因となることがあります。また差し込み部にほこりがたまり、水

滴などが付くと発熱し、火災の原因となるおそれがあります。 

 

 

添付の電源コードを他の装置や用途に使用しない 

添付の電源コードは本製品に接続し、使用することを目的として設計され、その安全性

が確認されているものです。決して他の装置や用途に使用しないでください。火災や感

電の原因となるおそれがあります。 
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指定以外の電源コードを使わない 

本製品に添付されている電源コード以外のコードを使わないでください。電源コードに定

格以上の電流が流れると、火災の原因となるおそれがあります。 

また電源コードの破損による感電や火災を防止するために次のような行為を行わない

でください。 

・コード部分を引っ張らない。 

・電源コードをはさまない。 

・電源コードを折り曲げない。 

・電源コードに薬品類をかけない。 

・電源コードをねじらない。 

・電源コードの上にものを載せない。 

・電源コードを踏まない。 

・電源コードを改造・加工・修復しない。 

・電源コードを束ねたまま使わない。 

・電源コードをステープラなどで固定しない。 

・損傷した電源コードを使わない 

（損傷した電源コードはすぐ同じ規格の電源コードと取り替えてください。）。 
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設置・装置の移動・保管・接続・廃棄に関する注意事項 

 

 

 

腐食性ガスの発生する環境で使用または保管しない 

腐食性ガス(二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンなど)の発

生する環境に設置し、使用しないでください。また、ほこりや空気中に腐食を促進する成

分（塩化ナトリウムや硫黄など）や導電性の金属などが含まれている環境へも設置しな

いでください。装置内部のプリント板が腐食し、故障および発煙・発火の原因となるおそ

れがあります。 

 

 

指定以外の場所に設置・保管しない 

本装置を次に示すような場所や本ガイドで指定している場所以外に置かないでくださ

い。火災の原因となるおそれがあります。 

・ほこりの多い場所。 

・給湯器のそばなど湿気の多い場所。 

・直射日光が当たる場所。 

・不安定な場所。 

 

 

指定以外の部品を搭載しない 

本製品に他社製部品やオプション製品を搭載しないでください。動作が正常に行われな

くなるばかりか、火災や故障の原因となります。 

 

 

吸気口や排気口をふさがない 

本製品の前面にある吸気口や背面にある排気口をふさがないでください。内部の温度

が上昇し、誤作動の原因となるばかりでなく、火災の原因となります。 

 

 

指定以外のケーブルを使用しない 

インターフェースケーブルや電源コードは、弊社が指定するものを使用し、接続する装

置やコネクターを確認した上で接続してください。指定以外のケーブルを使用したり、接

続先を誤ったりすると、ショートにより火災を起こすことがあります。 

また、インターフェースケーブルの取り扱い、および接続については、次の点をお守りく

ださい。 

・ケーブルを踏まない。 

・ケーブルの上にものを載せない。 

・ケーブルの接続がゆるんだまま使用しない。 

・破損したケーブルを使用しない。 

・破損したケーブルコネクターを使用しない。 

・ネジ止めなどのロックを確実に行う。 

 

SASケーブルの取り扱い 

SASケーブルの取り扱いは、慎重かつ丁寧におこなうように注意してください。取り扱い

によって特性の低下、および機械的破壊(断線)が生じるおそれがあります。 

・最低曲げ半径 150mmを確保する。 

・ケーブルフォーミングは、余裕を持たせる。 

・ケーブルを強く引っ張るなどのストレスを与えない。 
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光ファイバーケーブルの取り扱い 

光ファイバーケーブルの取り扱いは、慎重かつ丁寧におこなうように注意してください。

取り扱いによって特性の低下、および機械的破壊(断線)が生じるおそれがあります。 

・最低曲げ半径 50mm を確保する。 

・床面に落下させるなどの衝撃を与えない。 

・ケーブルを接続しないときは、キャップを装着する（装置側のコネクターも）。また接続

時には、キャップは廃棄せず、保存しておく。 

ゴミ、汚れ等で光パワーが減衰しデータエラーとなる場合があるので、光ファイバー 

ケーブルを本装置に挿入する際には、その都度必ず下記手順で光―の清掃をしてくだ

さい。 

1. 部品洗浄用ガス（エアスプレー等）を光コネクター部へ数秒間吹き付ける。 

2. イソプロピルアルコールで湿らせた不織布で数回軽く拭く。 

3. 再度、部品洗浄用ガスを数秒間吹き付ける。 

 

レーザー製品の取り扱い 

本装置には、JIS C6802、EN60825、 IEC60825、および、FDA 21CFR chapter1  

subchapter Jに基づくクラス 1レーザー製品が使用されています。 

光ファイバーケーブル、光ファイバーコネクター、レーザートランシーバーモジュールを

直視しないでください。レーザーパワーレベルによっては眼に損傷を与える可能性があ

ります。 

なお、クラス 1レーザーは、JIS C6802、EN60825、IEC60825および FDA 21CFRで

は、被曝したとしても人体に影響のないレベルのレーザーと定義されています。 

 

静電気放電による損傷防止 

装置内のコンポーネントは静電気に対して敏感です。わずかの静電気放電であっても、

装置内の電気コンポーネントにダメージを与える可能性があります。コンポーネントがダ

メージを受けても直ちにエラーが発生するとは限りませんが、徐々に状態が悪化して

「間欠的な」問題を引き起こすことがあります。 

装置に触れる前に塗装されていない金属表面に一度触れてください。市販されているク

リップ端子つき静電気防止用リストストラップが効果的です。 

・装置のフレームの金属表面がある場合はそこに触れてください。 

・フレームの金属表面がない場合は装置の壁やフレームのネジ等に触れてください。 

・装置のコンポーネントに触れる際、静電気を発生させないようできるだけ体を動かさな

いようにしてください。 

 

指を挟まない 

ラックへの取り付け/取り外しの際にレールなどで指を挟んだり、切ったりしないよう十分

注意してください。 

 

ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない 

ラックから引き出された状態にある装置の上から荷重をかけないでください。フレームが

曲がり、ラックへ搭載できなくなります。また装置が落下して、けがをするおそれがあり

ます。 

 

装置の移動および移設時の取り扱い 

本装置の移動および移設の際は、事前に保守サービス会社に問い合わせの上、行うよ

う指示しております。 
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装置廃棄時の取り扱い 

本装置には取り扱いに注意が必要な液晶ディスプレイを使用しております。本装置を廃

棄するときは事前に保守サービス会社に問い合わせの上、行うよう指示しております。 

お客様自身で本装置を廃棄するときは、地方自治体の条例にしたがって処理してくださ

い。 

詳しくは、各地方自治体にお問い合わせください。 
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お手入れに関する注意事項 

 

 

 

 

自分で分解・修理・改造はしない 

本製品の分解や、修理・改造は絶対にしないでください。装置が正常に動作しなくなる

ばかりでなく、感電や火災の危険があります。 

 

電源コードを差し込んだまま取り扱わない 

お手入れは、本製品の電源を OFF にして、電源プラグをコンセントから抜いて行ってく

ださい。たとえ電源を OFF にしても、電源コードを接続したまま装置内の部品に触ると

感電するおそれがあります。 

また、電源プラグはときどき抜いて、乾いた布でほこりやゴミをよくふき取ってください。

ほこりがたまったままで、水滴などが付くと発熱し、火災の原因となるおそれがありま

す。 

 

 

装置前面や内部にほこりが積もった状態で運用しない 

定期的に清掃してください。装置前面や内部にほこりが積もった状態で運用を続ける

と、火災の原因となるおそれがあります。装置内部の清掃が必要な場合は、お買い求

めの販売店、または保守サービス会社にご相談ください。 

 

 

消毒薬が手指に付着した状態で取り扱わない 

オプション製品の取り付け、取り外しは、消毒薬が手指に付着した状態で行わないでく

ださい。消毒薬が本機に付着することにより、腐食し、故障および発煙・発火の原因とな

るおそれがあります。 

 

 

 

高温注意 

本装置の電源をOFFにした直後は、装置部品が高温になっています。十分に冷めたこ

とを確認してから作業をおこなってください。 

 

中途半端に取り付けない 

電源コードやインターフェースケーブルは確実に取り付けてください。 

中途半端に取り付けると接触不良を起こし、発煙や発火の原因となるおそれがありま

す。 

 

壊れた液晶ディスプレイには触れない 

液晶ディスプレイ内には人体に有害な液体があります。壊れた液晶ディスプレイから流

れ出た液体が、万一、口に入った場合は、すぐにうがいをして医師に相談してください。

また皮膚に付着したり目に入った場合には、すぐに流水で 15分以上洗浄して医師に相

談してください。 

分別廃棄のために液晶ディスプレイを取り外す場合は、販売店または保守サービス会

社に問い合わせの上、行うよう指示しています。 
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運用中の注意事項 

 

 

 

発煙、過熱、異臭、異音などが発生時の処置 

万一、煙、異臭、異音などが生じた場合は、ただちに電源スイッチにより電源を切断し

て、電源プラグをコンセントから抜いてください。 

そのまま使用すると、火災のおそれがあります。 

なお、動作中に電源を切断した場合、データが壊れる可能性があります。 

点検は、当社営業員または保守サービス会社にお問い合わせください。 

 

 

 

 

装置内部に手を入れない 

装置内部に手を入れないでください。手を挟まれたり、巻き込まれたりして、けがをする

おそれがあります。 

 

 

 

巻き込み注意 

本装置の動作中は背面にある冷却ファンの部分に手や髪の毛を近づけないでくださ

い。手をはさまれたり、髪の毛が巻き込まれたりしてけがをするおそれがあります。 

 

 

雷がなったら触らない 

雷が鳴りだしたら、ケーブル類も含めて本装置には触れないでください。また、機器の

接続や取り外しも行わないでください。 

落雷による感電のおそれがあります。 

 

 

ペットを近づけない 

本製品にはペットなどの生き物を近づけないでください。排泄物や毛が装置内部に入っ

て火災や感電の原因となります。 
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◼ 警告ラベル 
本装置には以下に示す警告ラベルが貼り付けられています。これは本装置を操作する際、考えら

れる危険性を常にお客様や保守員に意識していただくためのものです。（ラベルをはがしたり、汚した

りしないでください） 
 

警告ラベル 意味/貼付位置 

 

 
 

 
 

[分解禁止] 

保守員以外の方は、装置を 

分解しないこと。 

 

[重量物注意] 

ぎっくり腰や落下事故防止

のため移動の際は 2人以上

で行うこと。 

 

[上載せ禁止] 

装置上面に物を置かないこ

と。 

 

[縦置き禁止] 

装置を縦置きしないこと。 

 
 

貼付位置：装置の天板 

 

 

 
 

[冗長電源使用] 

貼付位置：装置背面 
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◼ 本書の表記について 
 

本書は、以下の記号を使用しています。 

 

表示の種類 

種類 内容 

 
操作において特に注意が必要な内容を説明しています。 

 
操作における制限事項等の情報を説明しています。 

 
 

本文の補足説明です。 
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はじめに 
本書は、T280テープライブラリ（以下「ライブラリ」の操作方法（主にハードウェアについて）を説明

します。 

バックアップソフトウェアのコマンドやコンソールメッセージについては、お使いのバックアップソフ

トウェアの説明書をご参照ください。 

本書は、主にライブラリを操作する保守員の方を対象としております。 

本書が皆様の日常の業務に役立ち、広くご活用いただければ幸いです。 

 

２０２５年 １１月 第９版 

◼ 備考 
(1) 商標 

・Linear Tape-Open、LTO Ultrium Tape Driveは International Business Machines 

Corporation、Hewlett-Packard Enterprise および Quantumの米国における商標です。 

・Microsoft、Windows、Windows NT、およびWindowsロゴは、Microsoft Corporationの 

米国およびその他の国における登録商標です。 

・その他の登録商標、商標、ブランド名および製品名は、それぞれの所有者に帰属する 

知的財産権です。 

(2) 本説明書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 

(3) 本説明書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 

(4) 弊社の許可なく複製・改変などを行うことはできません。 

(5) 本説明書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれ

などお気づきのことがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

 

◼ 免責事項 
(1) 運用した結果の影響については本書の不備にかかわらず、責任を負いかねますのでご了承く

ださい。 

(2) 記憶装置（データカートリッジ）に記憶されたデータは、故障や障害の有無にかかわらず、保証

いたしかねます。 

(3) 地震および当社の責任以外の火災、第三者による行為、その他の事故、お客様の故意または

過失、誤用、その他の異常な条件下での使用により生じた損害に関して、当社は一切責任を負

いません。 

(4) 本製品の使用または使用不能から生じる付随的な損害（事業利益の損失、事業の中断など）に

関して、当社は一切責任を負いません。 

(5) 本書の記載内容を守らないことにより生じた損害に関して、当社は一切責任を負いません。 

(6) 当社が関与しない接続機器、ソフトウェアとの組み合わせによる誤動作などから生じた損害に

関して、当社は一切責任を負いません。 

 

◼ 用途制限 
(1) 本製品は、人の生命に直接かかわる装置等を含むシステムに使用できるよう開発・製造された

ものではありません。これらの用途に使用しないでください。 

(2) 本製品を人の安全に関与し、公共の機能維持に重大な影響を及ぼす装置等を含むシステムに

使用する場合は、システムの運用、維持、管理に関して、特別な配慮が必要となりますので、当

社営業員にご連絡ください。 
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◼ 制限事項 
(1) 本製品は電気通信事業者(移動通信会社、固定通信会社、インターネットプロバイダ等) の通信

回線(公衆無線 LANを含む) に直接接続することができません。本製品をインターネットに接続

する場合は、必ずルーター等を経由し接続してください。 

 

◼ ご質問・ご相談窓口 
(1) 本装置に関するご質問・ご相談は、弊社担当営業、お買い求めいただいた販売店または保守

サービス会社にご連絡ください。 
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第1章 T280ライブラリについて 
この章では、主要なハードウェアコンポーネントとライブラリの仕様を示します。 

 

T280テープライブラリは、1筐体あたりハーフハイトの LTO Ultrium ドライブを 1～3台搭載、巻数

容量 40巻までの LTOカートリッジを搭載する自動テープ管理システムです。 

最小構成の基本モジュール 1台（巻数容量 40巻、ドライブ 3台）から最大構成の基本モジュール 

1台＋拡張モジュール 6台（巻数容量 280巻、ドライブ 21台）までのスケーラブルな運用が可能で

す。 

本製品は LTO-4以降のドライブには、データを AES（256bit）で暗号化するためのハードウェアが 

搭載されています。このハードウェアは、暗号鍵を設定することにより、LTO ドライブ内のテープ 

カートリッジに対して暗号化した状態で記録が可能です。 

 

1.1 取り扱い上の注意 

本製品を正しく動作させるために次の注意事項を守ってください。 

 

1.1.1 本体について 

⚫ 本製品背面には冷却ファンが取り付けられています。排気口をふさいだり、風通しの悪い場所

では使用したりしないでください。また、本製品を極端に高温な場所、温度変化の激しい場所な

どで保管および使用しないでください。 
 

⚫ 本製品は精密な電子部品でできています。衝撃を加えたり、振動の加わる場所で保管および

使用したりしないでください。 
 

⚫ 薬品の蒸気が発散している空気中や薬品に触れる場所で保管および使用しないでください。 
 

⚫ 本製品に電源を入れたまま移動および輸送をしないでください。 
 

⚫ 本製品の上に重いものを置いた状態で保管および使用しないでください。 
 

⚫ 本製品が動作している間は電源を OFFにしないでください。 
 

⚫ 本製品仕様カートリッジ以外のものをマガジンに入れないでください。 

 

1.1.2 カートリッジについて 

⚫ データカートリッジは弊社製 LTO DATA CARTRIDGEをご使用ください。使用可能カートリッジ

は項6.1「カートリッジについて」を参照してください。 
 

⚫ クリーニングカートリッジは弊社製 LTO CLEANING CARTRIDGE (NF6980-CU3 / 

EF-3237Q)をご使用ください。なおバーコードラベルは添付されておりません。バーコードラベ

ルを必要とされる場合には、専用バーコードラベル(NF6980-L02 / EF-3245Q)をご購入くださ

い。 
 

⚫ その他の注意事項については第6章「テープカートリッジ」を参照してください。 

 

1.2 第三者への譲渡について 

本製品または本製品に貼付されているものを第三者に譲渡(または売却)するときは、次の注意事

項を守ってください。 

 

本製品本体について 

本製品を第三者へ譲渡（または売却）する場合は、本書を一緒にお渡しください。 

 

その他の付属品について 

その他の付属品もセットアップするときなどに必要となりますので、一緒にお渡しください。 
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1.3 装置の概要と構成 

1.3.1 概説 

基本モジュールと拡張モジュールの 2 モジュールで構成したテープライブラリのイメージを図 1-1

に示します。 

ライブラリ(最大構成)は 1台の基本モジュールと最大 6台の拡張モジュールで構成されます。 

サポートされている構成については1.3.2「構造およびサポートされているライブラリ構成」を参照

してください。 

 

 

図 1-1 モジュール 2 台のテープライブラリ 

 

表 1-1 最小および最大のストレージ構成 

構成 容量 

最小 

モジュール 1台のライブラリ 

基本モジュールのみ 

カートリッジ 
40巻 

(I/Oステーション有効時は 35巻) 

HH テープドライブ 3台 

最大 

モジュール 7台のライブラリ 

基本モジュール 

拡張モジュール 6台 

カートリッジ 

280巻 

(1 モジュールで I/Oステーション有効時は

275巻) 

HH テープドライブ 21台 

注: 

・ HH = ハーフハイト。 

・ すべてのモジュールで、5スロットの I/Oステーションが使用可能です。モジュールが 7台のライブラリ内

でモジュール全て I/Oステーションを有効にした場合、I/Oステーションのスロット数は 35スロットです。 
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1.3.2 構造およびサポートされているライブラリ構成 

ライブラリは、基本モジュールを最小構成とし、最大 6 台の拡張モジュールを増設することができ

ます。また、モジュールごとにハーフハイト LTO ドライブを 3台まで搭載可能です。 

原則として、モジュールの筐体増設順序とドライブの増設順序は1.3.3「増設の順序」に従いま

す。 

 

 

図 1-2 基本モジュール 

 

図 1-3 拡張モジュール 
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1.3.3 増設の順序 

○モジュール増設順序 

 

【基本構成】(基本モジュール 1台) 

 
 
 
 
 
 

【増設時】(筐体) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

拡張モジュール 1台時 拡張モジュール 2台時 拡張モジュール 3台時 

拡張モジュール 4台時 拡張モジュール 5台時 拡張モジュール 6台時 
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○ドライブ増設順番 

基本モジュールから順番にドライブを搭載。 

 
 基本 拡張 1台 拡張 2台 拡張 3台 拡張 4台 拡張 5台 拡張 6台 

拡張 3 

   12 12 12 12 

11 11 11 11 

10 10 10 10 

拡張 2 

9 9 9 9 9 

8 8 8 8 8 

7 7 7 7 7 

拡張 1 

6 6 6 6 6 6 

5 5 5 5 5 5 

4 4 4 4 4 4 

基本 

3 3 3 3 3 3 3 

2 2 2 2 2 2 2 

1 1 1 1 1 1 1 

拡張 4 

    15 15 15 

14 14 14 

13 13 13 

拡張 5 

 18 18 

17 17 

16 16 

拡張 6 

 21 

20 

19 
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1.4 梱包箱の中身 

次のものがすべて揃っていることを確認してください。万一、足りないものや、破損しているものがあ

る場合には、お買い求めの販売店までご連絡ください。 

 

 

図 1-4 T280基本モジュール 梱包箱の中身と添付品 

 

表 1-2 T280基本モジュール ラックマウントキット構成表 

項番 名称 個数 

① LH ラックマウントレール 1 

② RH ラックマウントレール 1 

③ ユニバーサルラックコネクター 4 

④ プラスねじ 4 

 
 
 
 
 

（添付品） 
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図 1-5 T280拡張モジュール 梱包箱の中身と添付品 

 

表 1-3 T280拡張モジュール ラックマウントキット構成表 

項番 名称 個数 

① LH ラックマウントレール 1 

② RH ラックマウントレール 1 

③ ユニバーサルラックコネクター 4 

④ プラスねじ 4 

 

（添付品） 
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1.5 各部の名称と機能 

本章では、ライブラリ装置の各コンポーネントの操作、位置と概要を説明します。 

（※ラック搭載については、1.9ラックへのモジュールの取り付けをご覧ください） 
 

1.5.1 装置前面 

 

図 1-6 装置前面 

 

表 1-4 フロントパネルの説明 

番号 品目 コメント 

１ ラックへの取り付け用ねじ穴  

２ 左マガジン引き出しハンドル  

３ 電源ボタン 基本モジュールのみ 

４ ステータス LED部 基本モジュールのみ 

５ USB ポート 基本モジュールのみ 

６ オペレーターパネルディスプレイ 基本モジュールのみ 

７ 戻る（Back/Return） ボタン 基本モジュールのみ 

８ ナビゲーションボタン – 左 基本モジュールのみ 

９ ナビゲーションボタン – 上 基本モジュールのみ 

１０ ナビゲーションボタン – 下 基本モジュールのみ 

１１ ナビゲーションボタン – 右 基本モジュールのみ 

１２ Enter ボタン 基本モジュールのみ 

１３ 右マガジン／ 

I/Oステーション引き出しハンドル 

 

１４ 左マガジンオープンボタン  

１５ 右マガジン／ 

I/Oステーションオープンボタン 

 

１６ マガジンの手動リリース穴  

 



 

-9-  

 

1.5.2 オペレーターパネル 

オペレーターパネルには電源ボタン、LCD ディスプレイ、6 個のナビゲーションボタン(上/下、左/

右、Enter、戻る (Back))、および 5 個の LED があります。オペレーターパネルを使用すると、ラ

イブラリのフロントパネルから大部分のライブラリ機能をモニタ、構成、および操作できます。 

オペレーターパネルを使用するには、6 個のナビゲーションボタンを使用します。オペレーターパ

ネルはタッチスクリーンではありません。 

 

 

図 1-7 オペレーターパネル 

1.5.2.1 ステータス LED部 

ステータス LED部には、次の 5つのマークの LEDがあります。 

 

表 1-5 オペレーターパネルのステータス LED 

 

装置の Ready状態を示す LED。(LED色は緑) 

電源が ONのときは定常的に点灯し、テープが作動可能状態にあるドライブまたはライブラリ 

のロボット装置アクティビティによって点滅します。 

 

Unit ID(注)を示す LED。(LED色は青) 

ユニット ID（UID）の LED は、ユーザーが管理 GUIの[Library > Dashboard > Actions >  

Turn Identifier Light On or Off] 画面で制御します。 

UID LED は対象のライブラリがどれであるかを特定するときに役立ちます。 

 

Driveのクリーニング要求を示す LED。(LED色は橙) 

テープドライブのクリーニング操作が推奨されるときに点灯します。 

 

装置の Attention状態を示す LED。(LED色は橙) 

ライブラリが、引き続き大部分の操作を実行可能である警告状態を検出したときに点滅します。 

 

装置のエラー状態を示す LED。(LED色は橙) 

テープドライブまたはライブラリでリカバリ不能なエラーが発生したときに点灯します。対応する

エラーメッセージが LCD画面に表示されます。ライブラリがいくつかの操作を実行できないた

め、ユーザー介入が必要です。 

注．ユニット ID（UID）はステータス LED部のほか、各コンポーネントでも表示されます。保守などの時に

対象のコンポーネントがどれであるかを特定する時に役立ちます。 

 

 
 

Attention状態を示す LED とエラー状態を示す LEDについて： 

エラー内容の確認方法は8.2「イベント情報の検索」を参照してください。 

LEDの消し方は8.4「障害により点灯したLEDの消灯」を参照してください。 
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1.5.2.1 LCD ディスプレイ部 

LCDディスプレイに表示される Statusを確認することでライブラリのステータスを確認できます。

Statusに Idleが表示されている場合、装置の Ready状態を示します。 

 

 

図 1-8 LCD ディスプレイ 
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1.5.3 マガジン 

各モジュールに 2個のマガジンが収容されており、最大 40巻のカートリッジを保持できます。 

 

図 1-9 左のマガジン 

 

図 1-10 右のマガジン 

 

1.5.3.1 スロット番号 

ライブラリはマガジン内の各スロットに、物理的な位置を示すための固有の番号を割り当てます。

この番号付けはリモート管理インターフェースの「カートリッジ」ページに表示されます。 

表 1-6 スロットの物理的番号付け - 最下部モジュール 

左マガジン 

の前面 

5 10 15 20 

ドライブ 

25 30 35 40 

右マガジン 

の前面 

4 9 14 19 24 29 34 39 

3 8 13 18 23 28 33 38 

2 7 12 17 22 27 32 37 

1 6 11 16 21 26 31 36 

 

スロットの物理的番号付けは、最下部モジュールの左マガジンから開始します。 

左マガジンの前面の下部から始めます。モジュールを 1 台追加すると、ストレージスロットが 40 

個増加します。それぞれのモジュールが I/O ステーションを収容するように構成することも、また

は複数のモジュールが 1 つの I/O ステーションにアクセスすることもできます。I/O ステーション

は、各モジュールの右マガジンの前側の列にある 5つのスロット（物理番号 36から 40）で構成さ

れています。 

I/Oステーションの使用可否は、管理GUI の5.5.2.2「Modules and Magazines」で設定できます。

I/Oステーションを使用不可にした場合、I/Oスロットはストレージスロットとして扱われます。 
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1.5.3.2 I/Oステーション 

I/Oステーションは、ユーザーが装置稼働中にカートリッジを投入／排出するための機構です。 

オペレーターパネルまたは管理 GUIからロックを解除すると、I/Oステーション部分を手前に引き

出すことができます。詳細は「2.6 テープカートリッジの投入」または「5.5.2.2 Modules and 

Magazines」を参照してください。 

I/Oステーションは、基本モジュールと拡張モジュールの両方の右マガジンに搭載されています。 

 

1.5.4 装置背面 
 

 

図 1-11 背面パネル 

 

番号 品目 コメント 

１ 電源モジュール 1 基本モジュールでは標準 

拡張モジュールではオプション 

(ドライブが存在する場合は必須) 

２ 電源モジュール 2 基本モジュールおよび拡張モジュールでオプシ

ョン 

３ テープドライブベイ  

４ 上部拡張モジュールの接続ポート  

５ USBポート 基本モジュールのみ 

６ イーサネットポート B 基本モジュールのみ 

(保守用に使用するポート) 

７ イーサネットポート A 基本モジュールのみ 

８ モジュール位置合わせ機構  

９ 下部拡張モジュールの接続ポート  

１０ 装置 ID LED（青色） ユニット ID（UID）の LED は、ユーザーがオペ 

レーターパネルやリモートパネルの

[Maintenance > UID LED Control] 画面で制

御します。 

UID LED はデータセンタのライブラリの場所を

特定するときに役立ちます。 

１１ コントローラーエラーLED（黄色） 点灯時、コントローラーが機能していないことを

示しています。 

１２ コントローラーヘルスステータス LED（緑色） ライブラリコントローラーが良好な状態にある場

合は、緑色で点滅します。 

１３ 製品シリアル番号、タグの位置  

１４ ドライブスレッド LED 1.5.5参照 



 

-13-  

 

1.5.5 ドライブスレッド LED 

すべてのドライブスレッドに 6個のインジケーターLEDが搭載されています。 

 

図 1-12 ドライブスレッドインジケーター 

表 1-7 ドライブスレッドインジケーター 

番号 説明 

１ ポート 0 のアクティビティ 

２ ポート 1 のアクティビティ 

３ ライブラリ通信 

４ カートリッジの存在 

５ 電源 

６ ビーコン /UID 

 

 

1.5.6 電源 LED 
 

 

図 1-13 電源 LED 

 

番号 状態 説明 

１ 白色 AC 電源が接続されている状態です。 

２ 緑色 モジュールが電源 ON の状態です。 

 



 

-14-  

 

1.5.7 ユーザーインターフェース 

このライブラリには、次の 2 つのユーザーインターフェースがあります。 

それは管理 GUI とオペレーターパネルです。 

・管理 GUIを使用すると、ライブラリを Web ブラウザからモニタ、構成、およびコントロールでき

ます。ネットワーク接続については、4.2.2「Configuration（構成）」を参照してください。 

・オペレーターパネルを使用すると、ライブラリをフロントパネルからモニタ、構成、およびコントロ

ールできます。管理 GUIに対して機能は一部制限されています。 

 

1.5.8 サポートされるテープドライブ 

ライブラリは LTO テープドライブをサポートします。 

最小および最大のストレージ構成については、表 1-1を参照してください。 

このライブラリで実装され、使用に適しているテープドライブが表 1-8リストされています。 

 

表 1-8 サポートされるテープドライブ 

タイプ 
フォームファクター 

（ハイト） 
インターフェース 

ポー

トの

数 

接続速度 

ネイティブ

データ 

転送速度 

LTO-7 1U（ハーフハイト） シリアル接続 SCSI（SAS） 2 6Gbps SAS 300MB/s 

LTO-7 1U（ハーフハイト） ファイバーチャネル（FC） 1 8Gbps FC 300MB/s 

LTO-8 1U（ハーフハイト） シリアル接続 SCSI（SAS） 2 6Gbps SAS 300MB/s 

LTO-8 1U（ハーフハイト） ファイバーチャネル（FC） 1 8Gbps FC 300MB/s 

LTO-9 1U（ハーフハイト） シリアル接続 SCSI（SAS） 2 12Gbps SAS 300MB/s 

LTO-9 1U（ハーフハイト） ファイバーチャネル（FC） 1 8Gbps FC 300MB/s 

 
 

1.5.8.1 コントロールパスドライブ 

コントロールパスは、ライブラリへの論理パスです。コントロールパスは、特定の論理ライブラリ 

を制御するためにサーバーによって送信される SCSI メディアチェンジャーコマンドのパスです。 

ライブラリにはホストサーバーとの直接 SCSI 接続はありません。ソフトウェア、ホストサーバー

がライブラリと通信するとき、通信はテープドライブを経由して送信されます。テープドライブはコ

ントロールパスドライブとして指定されます。 
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1.5.8.2 混合ドライブ 

サポートされている全世代の LTO テープドライブおよびカートリッジは、同じ物理ライブラリおよ

び単一モジュール内に置くことができます。ただし、異なるインターフェースのドライブの混合は認

められません。 

 

図 1-14 論理ライブラリ内のドライブの混合例 

 

1.5.8.3 ドライブの物理アドレスと論理アドレス 
ライブラリは各テープドライブに、物理的な位置を示すための固有のアドレスを割り当てます 

 (1.3.2「構造およびサポートされているライブラリ構成」参照)。物理的番号付けは、すべてのドラ

イブでボトムアップ方式です。 

この情報は管理 GUI の5.5.3「Drives(ドライブ)」ページに表示されます。 

 
 
 
 



 

-16-  

 

図 1-15 ドライブの物理的番号付け 

 

ライブラリは各テープドライブに SCSI エレメントアドレスを割り当てます。このアドレスは、SCSI 

インターフェースに対してライブラリ内の論理的な位置を定義する値で構成されます。 

アドレスは、ホストサーバーが SCSI コマンドを処理するときに、アプリケーションによって割り当

てられ使用されます。ドライブに対する SCSI エレメントアドレスは、ボトムアップ方式で物理的

に番号付けされます。 

例えば、図 1-15でハーフハイトドライブを取り替えた場合、ドライブに付けられている番号は 

 1 から 4 のままです。1 番から 4 番のドライブの間のいずれかのスロットにドライブを追加す

ると、物理的な番号付けはボトムアップ方式で再番号付けされます。 

 
 

1.6 消耗品・装置の廃棄について 

本製品、梱包材、およびカートリッジの廃棄については各自治体の廃棄ルールに従ってください。

なお、装置添付の電源コードにつきましても他装置への転用を防ぐ為、本体と一緒に廃棄してく

ださい。詳しくは、各自治体へお問い合わせください。 

 

 

 

この装置に貼付されている WEEE 指令シンボルは日本国内で

は適用されません。 

WEEE指令：廃電気電子機器指令 
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テープカートリッジ内のデータについて： 

使用していたテープカートリッジに保存されている大切なデータ（例えば経営情報や

企業の経理情報など）が第三者へ漏洩することのないように、お客様の責任におい

て確実に処分してください。 

このようなトラブルを回避する為に使用しているバックアップソフトでデータを完全に

消去し、確実にデータを処分することを強く推奨します。データの消去についての詳

細はバックアップソフトの取扱説明書を参照してください。 

なお、データの処分をしないまま廃棄し、大切なデータが漏洩された場合、その責任

は負いかねます。 

 

1.7 保証について 

本製品には「保証書」が添付されています。「保証書」は販売店で所定事項を記入してお渡ししま

すので、記載内容を確認のうえ、大切に保管してください。保証期間中に故障が発生した場合は、

「保証書」の記載内容にもとづき無料修理致します。詳しくは「保証書」をご覧ください。 
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1.8 モジュールの開梱 
 

 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。 

火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。 

● 一人で持ち上げない 

● 指定以外の場所に設置しない 

● 指を挟まない 

● バリや尖端部分によるけが防止のために手袋などの着用 

 
 

1.8.1 開梱方法 
 

 

ライブラリが動作する室温とモジュールが保管されていた室温の差が 15℃以上あ

る場合、モジュールを少なくとも 12 時間、周囲の環境に慣らした後で、開梱してくだ

さい。 

 

・基本モジュールまたは拡張モジュールの開梱 

1. モジュールを開けたり箱から取り出したりする前に、輸送箱が輸送によって損傷していないか

確認します。 

2. 損傷に気付いたら、直ちに運送会社に報告してください。 

3. モジュールを箱から取り出します。 

4. モジュールの組み立てに必要なコンポーネントがすべて揃っていることを確認します。 

 

 

ディスプレイ側ではなく、装置側面を持ってモジュールをボックスから持ち上げてくだ

さい。 

 

 

図 1-16 モジュールを箱から取り出す 
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図 1-17 箱から取り出した後のモジュール 

 

5. マイナスドライバ等を使用してモジュール上部の止め金 (ふたの各サイドに 1 つずつある) 

を外し、内側に押します。ふたが開いたら、前方に引き出して取り外します。 

 

 

図 1-18 モジュール上部の止め金を外す 
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図 1-19 モジュール上部を取り外す 

6. モジュール内部から発泡梱包材を取り出します。 

（再移動の予定がある場合、梱包材は保存しておいてください。） 
 

 

図 1-20 開いたモジュールに発泡梱包材が見える 
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7. 梱包材梱包材を取り出します。 

 
 

 

図 1-21 発泡梱包材が取り出され、内部コンポーネントが見える (基本モジュール) 

 

8. このモジュールの上にモジュールを追加する予定がない場合は、上部カバーを取り付けます。 

 

 

上部カバーが適切に取り付けられていないときには、Missing Top Cover (上部カバー

が欠落している) エラーメッセージが表示されます。 

上部カバーを、モジュール上へスライドするように低い角度で挿入してエラーメッセージ

が表示されないようにしてください。 

 

9. 別のモジュールを追加する場合、1.8.2以降を参照してください。 
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1.8.2 上部モジュールおよび下部モジュールの準備 

拡張モジュールを持たない基本モジュールのみを取り付ける場合は、このステップをスキップしま

す。基本モジュールには取り外し可能な上部および下部のカバーがあります。 

 

1.8.2.1 基本モジュールの上に拡張モジュールを取り付ける場合の準備 

（基本モジュールの上部カバーの移設） 
基本モジュールの上に 1 つ以上の拡張モジュールを取り付ける場合は、基本モジュールの上

部カバーを、ライブラリの最上部に取り付けられる拡張モジュールに移します。 

ライブラリの上部カバーを基本モジュールから拡張モジュールに移すには、以下を実行します。 

 

1. ライブラリの上部カバーを基本モジュールから取り外します。図 1-18を参照してください。 

2. ライブラリの最上部に取り付けられる拡張モジュールに上部カバーを取り付けます。 

A) 拡張モジュールを机などの安定した場所に置きます。 

B) 上部カバーの前部を約 12 cm 持ち上げたままで、カバー後部を、開口部の後方にある

拡張モジュールの回転ポイント(図 1-22の拡大されている箇所)にかみ合わせます。 

C) 上部カバーの前部を、両側のラッチがかかるまで下げます。 

 
 

図 1-22 上部カバーの前部を下げる 

 
 

回転ポイント 
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1.8.2.2 基本モジュールの下に拡張モジュールを取り付ける場合の準備 

（基本モジュールの下部カバーの移設） 
基本モジュールの下に 1 つ以上の拡張モジュールを取り付ける場合は、下部カバーを、基本モ

ジュールからライブラリの最下部に取り付けられる拡張モジュールに移します。 

ライブラリの下部カバーを基本モジュールから拡張モジュールに移すには、以下を実行します。 

 

1. ライブラリの下部カバーを基本モジュールから取り外します。 

A) 基本モジュールをラックに仮置きします（1.9「ラックへのモジュールの取り付け」を参照）。 

このとき、基本モジュールの下には拡張モジュールを搭載せず、1 モジュール（3U）以上

の隙間を空けておきます。 

B) 装置の前端部を図 1-23のアンロック用の穴の位置を確認します。 

 

 

図 1-23 スプリング式ロックのアンロック 

 

C) 下部カバーを片手で支えます。小型のマイナスドライバまたはトルクスドライバを穴に差

し込み、左方向に約 4 mm スライドさせて、スプリング式のロックをアンロックします。 

図 1-24を参照してください。 

 

  

図 1-24 下部カバーを外す
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カバーは奥側の回転ポイントで 1mm程度ひっかかっているだけですので、カバーを

落とさないようにご注意ください。 

 
 

D) カバーの前端部を約 10 cm 下げ (1)、前方にゆっくり引き出し (2)、装置中央の回転ポ

イントから離します。 

 

図 1-25 カバーの取り外し 

2. ライブラリの下部カバーを拡張モジュールに取り付けます。 

A) 拡張モジュールをラックに仮置きします（1.9「ラックへのモジュールの取り付け」を参照）。

このとき、拡張モジュールの下には 1モジュール（3U）以上の隙間を空けておきます。 

（もし拡張モジュールの下に隙間がない場合は、一段上のモジュールをいったんラックか

ら外していただき、そのスペースに拡張モジュールを搭載させてモジュールの下に隙間

を確保してください） 

B) 下部カバーを中央部に差し込みます 

C) カバーの前端部を、装置の前部でロックされるまで上げます。 

D) 一段上のモジュールをいったん取り外して作業を行った場合は、追加する拡張モジュー

ルを所定の場所に移動した後、取り外していたモジュールを再度元の位置に取り付けま

す。 

 

下部カバーの向きにご注意ください。 

回転ポイント 
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図 1-26 カバーを上げ、ロックする 
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1.9 ラックへのモジュールの取り付け 
 

1.9.1 取り付け 
 

 

モジュールは下部から上部へ取り付けます。基本モジュールおよび拡張モジュールの

正しい構成については、1.3.2「構造およびサポートされているライブラリ構成」 を参照

してください。 

 

複数のモジュールを取り付けるときは、以下の手順でレールの位置を決めます。 

1. 最下部のモジュールの位置を決めます。 

2. 続けて、全ての追加モジュールの位置を特定します。 

レールをラックに取り付ける際は、最下部のラック位置から始めます。 

a. 4つのユニバーサルラックコネクター、4つのプラスねじ、および2つのラックマウントレール 

(LH および RH) の位置を決めます。 

 

 
 

ユニバーサルラックコネクターについて： 

ユニバーサルラックコネクターには丸穴ラック用と角穴ラック用の 2 つの側面がありま

す。角穴側にはペイントが施されている場合があります。 

 

 

図 1-27 ユニバーサルラックコネクター 

 

b. ラックの内側から外側向きに、コネクターを適切な高さで右と左のラック支柱にマウント 

します。 

前面と背面で、コネクターを 1 高さ単位の中央の穴にマウントします (2 つの太い隣接

分割バーの間の穴は、1 高さ単位の中央となります)。4 つのねじ穴の位置は、ご使用の

ラックの穴の位置と合っている必要があります。穴の位置がずれている場合、ブロックの

位置が正しくありません。図 1-28およびを参照してください。 
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コネクターの取り付けが適切でないと、コネクター上のねじの位置がフレーム上の穴

の位置に合わなくなります。下図の丸で囲まれた箇所が、ずれている状態です。 

 

 

図 1-28 不適切なコネクター位置 

 

図 1-29 適切なコネクター位置 

c. ラック背面で、右と左のラック支柱に対してステップ b を繰り返します。 

d. ラックマウントレールをコネクターにマウントします。図 1-30 を参照。 

e. RH ラックマウントレールでステップ d を繰り返します。 
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図 1-30 レールのコネクターへのマウント 

 

図 1-31 取り付けられたサイドレール 
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ラックマウントレールの取り付けが適切でないと、モジュール搭載時にレールが外れ

てしまう可能性があります。レールを奥行き方向に押して、動かないことを確認してく

ださい。 

 

 

図 1-32 レールを奥行き方向に押す 

  
 

  

図 1-33 レール取り付けの悪い例と良い例 

良い例 
良い例 

悪い例 

悪い例 
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3. ラック前面でライブラリをレールのサポートアングルに乗せ、ライブラリが後部で止まるまで 

ラック内に押し込みます。 

 

図 1-34 ライブラリをラックにスライドさせる 

4. 複数のモジュールを取り付けている場合、このモジュールが隣接モジュールの直上または 

直下に取り付けられていることと、3U ボリューム以内に適切に収まっていることを確認 

します。 

 

図 1-35 ラック内のライブラリ 

 
各モジュールは個別のレールの上に取り付けられている必要があります。 

 

5. プラスドライバを使用して、モジュールをラック前面に緩やかにねじ留めします。ねじは各サイ

ドに 1 つずつです。図 1-35の丸で囲まれた領域を参照してください。 

6. 必要に応じてモジュールの位置を調整します。次に、モジュールの各サイドにあるねじを締め

ます。1.9.2「モジュールの位置合わせおよび接続」を参照してください。 

7. ステップ 2 から 6 を繰り返して、残りのモジュールをラックに取り付けます。 



 

-31-  

 

1.9.2 モジュールの位置合わせおよび接続 

ライブラリに拡張モジュールがない場合は、このステップをスキップしてください。 

 

モジュールを位置合わせすることで、アクセッサー（ロボット機構）がモジュール間を自由に移動で

きるようになります。ライブラリが動作するためには最下部モジュールを除く全てのモジュールの

位置合わせ機構がロック位置にある必要があります。また最下部モジュールの位置合わせ機構

はアンロックされている必要があります。 

 

1. ライブラリの前面から、それぞれのモジュールがレールに取り付けられている箇所のねじ 

(図 1-35参照)を 2 回転分緩めます。 

 

2. ライブラリの背面側に立ち、最下部のモジュールからすぐ上のモジュールをペアにして順に位

置合わせを行います。位置合わせは図 1-36の位置合わせレバーロックを左にスライドさせ

てから位置合わせレバーを操作して位置合わせ機構のピン(注参照)を上下に動かします (レ

バーロックはスプリングを内蔵しているため、レバーを動かしている間はレバーロックをスライ

ドさせたままにしておきます。レバーの上下位置は図 1-37、図 1-38を参照してください) 。レ

バーの操作に抵抗がある場合は上部モジュールの位置を、位置合わせ機構のピンが下部モ

ジュールの合わせ穴に入るように調整します。下から順にモジュールの各ペアに対して位置

合わせを繰り返します。 

 

 
 

位置合わせ機構のピンについて： 

「位置合わせ機構のピン」は、位置合わせレバーを上げた時にモジュールの底面から

飛び出し、下のモジュールの位置決め穴に入るピンです。レバーが下位置にある時は

モジュール内に格納されています。 

 

 

図 1-36 位置合わせレバーロック 
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図 1-37 下部モジュールに対してロック状態または使用状態にある位置合わせレバー 

 

図 1-38 アンロック状態または解放状態にある位置合わせレバー 
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3. ライブラリの最下部のモジュールで、位置合わせレバーがアンロック状態の位置にあることを

確認します。 

 

 

図 1-39 ラックの 2 つのモジュールを背面から見たところ 

 

[1] ロック状態 

[2] アンロック状態 

 

4. ライブラリの前面から、各モジュールのプラスねじを締めて、モジュールをラックに取り付けま

す。 

5. ライブラリの背面から、各ペアのモジュールを、図 1-40 に示されているように、拡張相互接

続ケーブル ([1]) を使用して隣接モジュールに接続します。 

 

 

最上部モジュールの上側のコネクターと最下部モジュールの下側のコネクターは、

接続しません。 

 

 

図 1-40 接続されたモジュール 
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第2章 セットアップ 
本章では、装置セットアップに必要なケーブル接続、装置診断、動作確認について説明しています。 

 

2.1 インターフェースケーブルの接続 

本製品とサーバーやスイッチとのインターフェースケーブルでの接続について説明します。 

本製品には、基本モジュールにはドライブが最大で3台、拡張モジュールを含めると最大21台搭載

することが出来ます。 

本製品とサーバー（または FC スイッチなど）をインターフェースケーブルで接続します。 

本製品のインターフェースコネクターは装置背面のドライブモジュールにあります。 

‘Port 0’のコネクターにインターフェースケーブルを接続します。 

(SAS ドライブモジュールには Port が 2つあります。Port 0 に接続してください。) 

 

2.1.1 SASケーブルの接続 

本製品の各 SASドライブとサーバーをSASケーブルで接続します。本製品のSASコネクターは

装置背面にあります。SAS ケーブルは各ドライブ装置のポートに最後まで差し込むようにしてくだ

さい。 

 

LTO-7/LTO-8 

 
LTO-9 

 

図 2-1 ハーフハイト SAS のデュアルポート 

番号 説明 

１ SASポート 0 

２ SASポート 1 

３ ドライブスレッドインジケーター 

 

 

ケーブルの接続を終えたら、接続にゆがみがないことをご確認ください。 

またインターフェースケーブルのコネクターにはロック機構が付いています。 

確実にロックされていることをご確認ください。 

4股 SASケーブルを接続する場合は若番のコネクターから接続してください。 
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2.1.2 FCケーブルの接続 

本製品の FC ドライブとサーバーやスイッチを FCケーブルで接続します。本製品の FC コネク 

ターは装置背面にあります。 

 

図 2-2 ハーフハイト FC の単一ポート 

番号 説明 

１ FCポート 0 

２ ドライブスレッドインジケーター 
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2.2 AC電源コードの接続 

信号ケーブルの接続を完了したら、本体付属の AC電源コードを本製品の AC 電源コネクターに差

し込みます。プラグが完全に差し込まれていることを確認してください。 

ライブラリには冗長電源モジュールオプションがあります。冗長性を高めるため、各電源コードを

別々の AC 電源回路に差し込みます。拡張モジュールにドライブが取り付けられている場合は、そ

のモジュールにも電源モジュールが必要です。 

 

2.3 電源 ON 

基本モジュールのオペレーターパネルのすぐ下にある「電源ボタン」を 5 秒間押して、ライブラリの

電源をONにします。ライブラリの電源がONになったら、以下が実行されます。(「電源ボタン」の位

置については、1.5.1「装置前面」を参照してください。) 

a. インベントリを実行し、マガジンのテープカートリッジを確認 

b. すべてのモジュールのファームウェアバージョンをチェック 

c. テープドライブの構成 

d. 既存モジュールの存在を確認 

e. 追加モジュールの検索 

 

2.4 初期セットアッププロセス 

オペレーターパネルの「Configuration」 > 「Initial System Setup」から初期セットアッププロセスを

開始してライブラリネットワーク構成の設定、日時の設定、および管理者 PIN の設定を行います。 

 

IP 範囲の選択 

テープライブラリは、内部 IP アドレス範囲を持つイーサネット接続を使用して、モジュール間で

内部通信を行います。 

内部 IPアドレスの初期値は 203.0.113.0/24に設定されています。外部 IPアドレスの間で競合す

る場合は、変更してください。 

 

オペレーターパネルでのナビゲーションおよびデータ入力に関する注意 

・ フロントパネルの矢印キーを使用して、数字、英数字、およびシンボルを選択します。大文字と

小文字、数字、および句読点を使用できます。 

・ 矢印の下にある右のボタンは「Enter」で、テキストを入力する前に押します。 

・ 矢印の下にある左のボタンは「戻る/削除 (Back/Return)」で、項目を削除するために使用さ

れます。図 1-6を参照してください。 
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2.5 初期構成およびカスタマイズ 

物理的な取り付け作業およびオペレーターパネルを使用しての初期セットアップが完了したら、管

理者は管理 GUIにログオンして、ライブラリ構成および追加フィーチャーの構成を実行できます。 

 

ユーザー名 administrator およびパスワード adm001 を使用して初めてログインしたときは、「初

期構成ウィザード (Initial Configuration Wizard)」で基本構成設定を行います。 

ライブラリには、必要に応じてカスタマイズするためのフィーチャーが数多く用意されています。5.5

「管理機能のメニュー」に進んで、これらのフィーチャーを使用してライブラリをカスタマイズします。 

 

・ I/O スロットを使用可または使用不可にします。(5.5.2.2「Modules and Magazines」  

「3) Enable or Disable I/O Station」を参照。) 

・ 「論理ライブラリの管理 (Manage Logical Library)」機能を使用してライブラリに名前を付けます。

(5.5.2.3「Logical Libraries」を参照。) 

・ 論理ライブラリを作成または管理します。(5.5.2.3「Logical Libraries」を参照。) 

・ SNMP ネットワーク管理を使用可能化および構成します。(5.5.6.2「Network」を参照。) 

・ E メールによるイベント通知をセットアップします。(5.5.6.3「Notifications」を参照。) 

・ 日時を構成します。(5.5.6.1「Library」を参照。) 

・ クリーニングの設定(7.1「ドライブクリーニング」 を参照。) 

 

2.6 テープカートリッジの投入 

ライブラリにカートリッジがなくても電源を ON にできますが、データの読み取り操作および書き込み

操作、またはカートリッジの転送を伴うすべてのテストや操作を完了するためには、カートリッジが必

要です。また、バーコードラベルを使用すると、インベントリにかかる時間が短縮され、ライブラリ以

外でもカートリッジの取り扱いプロセスが容易になるため、実稼働環境ではバーコードラベルを強く

お勧めします。6.2.1「カートリッジにバーコードラベルを貼り付ける」 を参照。 

 

I/Oステーションの操作 

I/O ステーションの I/O スロットが使用可能である場合、I/O スロットを使用してカートリッジをライ

ブラリにロードできます。マガジンオープンボタンを 3 秒より短く押し、ボタンの LED が素早く点

滅したら、I/Oステーションを引き出します。 

 

 

LTO-9では新しく「メディア最適化」機能が実装されました。この機能は高密度化され

た LTO-9 カートリッジの特性に合わせ、データ配置の最適化をするために初期化

（キャリブレーション）を行うことでLTOメディアの安定的なデータ記録と耐性を向上さ

せます。 

初めて LTO-9カートリッジを利用する場合（LTO ドライブに装填されたとき）、もしくは

LTO-9カートリッジをフォーマット（再フォーマット含む）する場合に最適化が自動的に

実施され、通常 1時間以内で処理が行われます。（最大 2時間程度かかる場合があ

ります。） 

なお最適化処理の省略および処理の中断は出来ません。 

  

悪

い

例 



 

-38-  

 

図 2-3 オープンした I/Oステーションを左から見たところ 

 
 

マガジンの操作 

1. マガジンの取り出し 

右マガジンオープンボタン／左マガジンオープンボタンを 3 秒より長く押してマガジンをアン

ロックし、ボタンが素早く点滅するのを待ってからマガジンを引き出します。 

 

a. オペレーターパネルまたは管理 GUIからモジュールを選択し、次に「マガジンのオープン

(Open Magazine)」を選択します。またはモジュールのフロントパネルにあるリリースボタン

を押して、マガジンをリリースすることもできます。 

b. マガジンがアンロックされるまで待ち、次にマガジンを引き出します。 

 

 

オペレーターパネルまたは管理 GUIにマガジンがアンロックされたことを通知するメ

ッセージが表示されてから、マガジンを引き出してください。 
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図 2-4 引き出されたマガジン 

 

2. テープカートリッジをマガジンに装填します。 

 

   
 

 
カートリッジをマガジンに装填する際には、カートリッジの上面（ULTRIUM LTOのロゴ

がある面）を上、バーコードラベルを貼るエリアを手前にして、マガジンの奥まで挿入し

ます。 

挿入する際にはカートリッジの振動による飛び出しを防止するための押さえを乗り越え

るため、軽い抵抗がありますが、押さえを乗り越えしっかり奥まで挿入します。挿入後、

カートリッジの手前端がマガジンの間口から飛び出していないことをご確認ください。 

カートリッジの挿入が不完全なまま運用すると、機器およびカートリッジの破損、故障に

なる場合があります。 

 

3. マガジンを装置に挿入します。 

4. マガジンのリリースラッチがきちんとはまるまで、マガジンのハンドルをゆっくり押し込みます。 

マガジンのロックがかかります。 

 

 

I/O ステーションまたはマガジンを挿入する際は、ロックがかかるまで、勢いをつけず

ゆっくりと装置に最後まで押し込んでください。 

 

5. その他のマガジンのそれぞれに対して、ステップ 1 から 3 を繰り返します。 

下記の「カートリッジへのアクセス」 を参照。 

悪い例 良い例 
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カートリッジへのアクセス 

各マガジンには、マガジンを簡単にオープンできるボタンがあります。1.5.1「装置前面」を参照。 

それぞれのモジュールは、右のマガジンの一部を I/Oスロットとして指定して構成することで、指

定された I/O スロットで構成される I/Oステーションが使用可能になります。この I/Oステーション

は使用不可にすることもできます。I/Oステーションをオープンするには、マガジンオープンボタン

を 3 秒より短く押します。マガジン全体をオープンするには、マガジンオープンボタンを 3 秒より

長く押します。 

 

 

・マガジンのオープン中は、他のマガジンや I/Oステーションをオープンできません。 

・マガジンのオープン処理中に対象のマガジンが 30 秒以内にオープンしない場

合、そのマガジンはロックされています。 

・マガジンが排出されない場合、ユーザーはマガジンを引き出す必要があります。さ

らに LED もマガジンの現在の状態を示します。 

 

表 2-1 マガジンの状態 

マガジンの状態 LEDの状態 説明 

クローズ 定常的に点灯 I/Oステーション使用可能 

クローズ 遅い点滅 マガジンオープン処理中 

クローズ 早い点滅 マガジンオープン可能 

クローズ OFF I/Oステーション使用不可 

オープン OFF マガジンオープン 

 

2.7 取り付けの確認 

管理 GUI(「設定(Settings)」> 「ライブラリ」> 「拡張(Advanced)」> 「構成ファイルの保存 (Save 

Configuration File)」) で、ご使用のコンピュータ上のファイルに構成設定を保存します。 

ライブラリ構成のバックアップを用意しておくと、ライブラリを構成エラーまたは保守が必要な状態か

らリカバリする際に有用です。構成ファイルの保存の詳細は5.5.6.1「Library」を参照ください。 

 

2.8 高度なライブラリ構成 

複数の論理ライブラリを作成して管理するには、高度な論理ライブラリ機能を使用します。 

論理ライブラリ機能の詳細は5.5.2.3「Logical Libraries」を参照ください。 

 

複数のコントロールパス 

テープライブラリはこのマルチパスアーキテクチャにより、複数の論理ライブラリを作成するだけ

でなく、任意の論理ライブラリを複数のコントロールパスを持つように構成できます。コントロール

パスはライブラリへの論理パスです。ライブラリはこのパスを通じて、ライブラリ操作をコントロー

ルするためのコマンドを受信します。 

 

ライブラリのパーティション化 

ライブラリに少なくとも 2 個のドライブがあれば、2 個の論理ライブラリを構成できます。最大 21

個の論理ライブラリをライブラリに構成できます (上限は取り付けられているドライブの数です)。

パーティション化されたライブラリでは、オペレーターパネルはスペース上の制約から、論理ライ

ブラリ 1 の状況のみをメインメニューで報告します。その他の論理ライブラリに関する情報を入

手するためには、ユーザーはオペレーターパネルで論理ライブラリ状況にアクセスする必要があ

ります。管理 GUI には「論理ライブラリのグラフィカルビュー (Logical Library Graphical View)」

が用意されています。 
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複数の論理ライブラリの構成 

複数の論理ライブラリを持つライブラリには、各論理ライブラリに 1 つのドライブと、少なくとも 1 

つのスロットがなければなりません。ドライブはライブラリ内のどの位置でも配置可能です。アクセ

ッサーの移動を最小限にしてパフォーマンスを最大化するため、同じ論理ライブラリに割り当てら

れているスロットの近くにドライブを配置することをお勧めします。 

 

SCSI エレメントアドレッシング 

論理ライブラリはドライブ、ストレージスロット、I/O スロット、およびアクセッサーに SCSI エレメン

トアドレスを割り当てます。エレメントタイプ (ドライブ、ストレージ、I/O) ごとに、 SCSI エレメント

アドレスを管理 GUIで確認できます。 

 

SCSI アドレッシングはロケーションの物理的な番号付けと同じ方式に従いますが、このアクショ

ンは「高度な論理ライブラリ」構成に依存します。ドライブの番号付けはボトムアップ方式です。ス

トレージスロットの番号付けは左のマガジン(前から後ろ、下部から上部) の次に、右のマガジン 

(後ろから前、下部から上部) です。I/O スロットの番号付けは下部から上部です。アクセッサーは

単数です。 

 

 

ライブラリ内のドライブ数を減らす場合は、論理ライブラリの構成を更新してくださ

い。更新後、ドライブの有無を示すイベント通知が解除されます。 

 

 

論理ライブラリの構成を更新すると、SCSI エレメントアドレッシングが変化する場 

合があります。 
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第3章 電源 ON と電源 OFF 
 

3.1 電源 ON 

基本モジュールのオペレーターパネルのすぐ下にある「電源ボタン」を 5 秒間押して、ライブラリの

電源を ONにします。「電源ボタン」の位置については、1.5.1「装置前面」 を参照してください。 

 

 
 

ドライブにテープカートリッジがある状態で電源を切った場合について： 

万が一ドライブにテープカートリッジがある状態で電源を切った場合には、電源の再

投入時、テープカートリッジ保護のためドライブがテープカートリッジの巻き上げ動作

をスローモードで行う為、排出するまでに非常に時間がかかる場合があります。 

 

3.2 システムの起動 

システムを起動するときは、本製品（ならびにサーバー/ワークステーションに接続している周辺機

器）が立ち上がってから、サーバー/ワークステーションの電源を ON にして、システムを起動しま

す。 

 

 

システムの起動前にテープをドライブにロードすると、テープに記録されたデータの

読み込み/書き込みが正常に行われないときがあります。 

 

3.3 システムの終了 

システムを終了するときは、サーバー/ワークステーション、本装置（ならびにサーバー/ワークステー

ションに接続している周辺機器）の順に電源を OFFにして、システムを終了してください。 

 

 

システムを終了する前に、ご使用のバックアップアプリケーション上や、LCDのメッセ

ージ等によりデータカートリッジがドライブにロードされていないことを確認してくださ

い。データカートリッジがドライブにロードされたままシステムを終了すると、この次に

システムを起動したとき、データカートリッジに記録されたデータの読み込み/書き込

みに失敗したり、データカートリッジや本装置の故障の原因となることがあります。 

 

本装置が動作している間はシステムの終了、および再起動をしないでください。シス

テムの終了、または再起動をするときは、本装置が停止していることを確認した後に

行ってください。 

 

3.4 電源 OFF 

1) 電源 ONの状態から、基本モジュールのオペレーターパネルのすぐ下にある「電源ボタン」を 

4 秒間押して、ライブラリの電源を OFFにします。 

2) 電源 OFF 時のロボットの位置を「通常の待機位置」と「輸送位置」の指定をすることができます。

オペレーターパネルに下記のメッセージが表示されている間に、ナビゲーションボタン（上/下）で 

メニューを選んで Enter ボタンを押してください。メニューを選ばずに、10 秒経過するとシャットダ

ウン処理が開始され、自動的に電源が OFF されます。 

 

図 3-1 電源切断の選択画面 
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第4章 オペレーターパネル操作方法 
 

4.1 画面構成 
 

 

図 4-1 オペレーターパネルのメイン画面のレイアウト 

図 4-1は、オペレーターパネルのメイン画面のレイアウトです。 

以下にメイン画面の概要を説明します。 

 

・ 左ウィンドウ - ライブラリの状況 (ファームウェアリビジョン、モジュールの数、スロットの数、ドラ

イブの数、エラーの数、警告の数) を表示します。 

 

・ 中央ウィンドウ - ライブラリの操作と構成、およびライブラリからのログアウトを行い、また詳細な

状況情報を表示するためのアクセスを提供します (Operation (操作)、Configuration (構成)、

Maintenance(保守)、Status (状況))。 

 

・ 下部ウィンドウ - 詳細な状況情報 (ライブラリ状況、時刻/日付、IPv4 または IPv6 のアドレス) 

を表示します。状況ウィンドウには 10 秒間で 1 つの状況情報が表示され、次の状況項目に切

り替わります。オペレーターパネルでは、管理 GUI の全機能に比較して、一部のメニュー項目を

使用できます。オペレーターパネルで使用可能な操作については、4.2 「メニューの詳細」を参照

してください。 

 

オペレーターパネルを使用した T280ライブラリへのアクセス 

オペレーターパネルへのアクセスには、PIN を使用する場合と使用しない場合の二通りの方法

があります。 

1. オペレーターパネルでスクリーンセーバーが動作している場合は、「Enter」を押します。 

2. PIN が構成されていない場合は「Enter」を押します。 

3. PIN が構成されている場合は PIN を入力し、次に「ログイン(Login)」を選択して Enter を押し

ます。 

 

 
オペレーターパネルの自動ログアウトは 5分固定で変更できません。  



 

-44-  

 

4.2 メニューの詳細 

4.2.1 Operation（操作） 
｢操作｣メニューを選択すると下記の動作メニューが開きます。 

 
 

• Move Cartridge from Drive to Home Slot 

ドライブからホームスロットへのカートリッジの移動を行います。 

実行には、ドライブにカートリッジが必要です。 

 
 

• Move Cartridge 

移動元（Source）と移動先（Destination）を指定してカートリッジの移動を行います。 

 
移動元（Source）は、プルダウンメニューから「カートリッジのバーコード」およびカートリッジの

位置から Type を指定できます。移動先（Destination）も同様にプルダウンメニューから選択し、

画面下部の Submitで実行します。 

   
カートリッジをドライブから元の Slot に戻す場合は、移動元と移動先を入れ替えて同様に実行

するか、「Move Cartridge from Drive to Home Slot」の機能を使用して実行することが出来ま

す。 
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4.2.2 Configuration（構成） 
｢構成｣メニューを選択すると下記の設定メニューが開きます。 

 
 

• Initial System Setup 

システムの初期セットアップを行います。 

 
ネットワーク→日付／時間→PIN番号の順で設定します。 

 
 

• Date & Time 

時刻と日付の設定を行います。左右ボタンで項目を選び、上下ボタンで数値を選びます。 

  
 

• Network Setting 

ライブラリのネットワークの設定を行います。 

 
ホスト名から順次設定し、最下段で Submitを選択し確定させます。 

Undoを選択すると設定を 1つ前に戻します。 
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• User Accounts 

PIN の変更および、パスワード入力ミスによりアクセスロックをされた場合のリカバリ用

Temporary Passwordの発行を行います。 

｢Change PIN｣では、PINの変更を行います。Enter PIN / Repeat PINに設定したい 4桁の数

字を入力し、Submitを選択します。 

ログアウト後、新しい PINが有効になります。 

PINを解除する場合は、Enter PIN / Repeat PINに”0000”を入力し、Submitを選択すること

で解除可能です。 

  
｢Access Recovery｣では、リカバリ用 Temporary Password の発行を行います。Reset 

Passwordを選択すると、10桁の Temporary Passwordが表示されます。 

（アカウント名は”administrator” Temporary Passwordは、2時間有効） 

Temporary Passwordで管理 GUIにログイン後、5.5.5.1「Local Users」を参照し、ログインパ

スワードを変更してください。 

   
「Disable local User accounts」は本製品では使用しません。 

 

• Reset 

設定のリセットを行います。 

 
リセットは「工場出荷設定への戻し」と「IPレンジのリセット」があります。 

 
｢工場出荷設定への戻し｣は工場でのみ使用します。 
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• ｢IPレンジのリセット｣は、ネットワーク環境で同じ IPレンジを使用している場合、初期 IPレンジ

のみをリセットします。 

 
 

4.2.3 Maintenance（保守） 
｢保守」メニューから、各種のテスト、ログの採取、ファームウェアの更新、LCDの設定等を 

行います。ログの採取とファームウェアの更新には、USB メモリが必要です。 

 
 

• Library Test 

 
ライブラリ装置の試験を行います。 

試験は、カートリッジをスロットとドライブ間で移動させる「Demo Mode(デモモード)」と 

ドライブの診断を行う「Drive Diagnostics(ドライブ診断)」があります。 

 
｢Demo Mode(デモモード)｣では、ドライブにカートリッジを置く動作を繰り返す「Seating(ドライ

ブにカートリッジを置く動作のみ)」とドライブでカートリッジからのテープローディングまでを行う

「Threading(テープを引き出し動作あり)」を選択します。また繰り返し回数は、1 回からエンドレ

スまでを選択できます。 

  
動作中に「Stop Test」を選択すると、試験を終了します。 
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｢Drive Diagnostics(ドライブ診断)｣では、選択したドライブに対して、各種の試験を行います。 

  
｢Power On Self Test｣はドライブの自己診断試験です。実行に約 15分かかります。 

｢Normal Read／Write Test｣｢Head Test｣｢Media Test｣にはカートリッジが必要です。 

カートリッジを投入する I/Oステーションのモジュールを指定します。 

｢Wrap Test｣は本製品では使用しません。（実行するには、専用のツール（Wrap Connector）

が必要です。） 
 

• View Events 

エラーとワーニング（注意事象）を表示します。 

  
 

• Drive Service Logs Download 

ドライブログのダウンロードを行います。 

ドライブを選択して実行します。実行には USB メモリが必要です。 

ログのダウンロード時にはライブラリがオフラインになることはなく、進行中のジョブに影響を与

えることもなくダウンロード可能です。 

   
 

• Library Logs Download 

ライブラリログのダウンロードを行います。 

実行には USB メモリが必要です。 

ログのダウンロード時にはライブラリがオフラインになることはなく、進行中のジョブに影響を与

えることもなくダウンロード可能です。 

  
 

• Drive Firmware Upgrade 

ドライブファームウェアの更新を行います。 

実行には更新ファームウェアが入った USB メモリが必要です。 
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• Library Firmware Upgrade 

ライブラリファームウェアの更新を行います。 

実行には更新ファームウェアが入った USB メモリが必要です。 

  
 

• LCD Adjustment 

LCDのコントラストおよび明るさの調整を行います。 

 
調整する項目を選択します。 

 
コントラストは、左右ボタンで濃い（右）薄い（左）を調整します。 

設定値が設定範囲の中のどの程度のレベルかは下部のスライド（破線部）で表示されます。 

   
バックライトの明るさは、左右ボタンで明るい（右）、暗い（左）を調整します。 

設定値が設定範囲の中のどの程度のレベルかは下部のスライド（破線部）で表示されます。 

  
調整後「Submit」を選択して調整内容を確定させます。 
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4.2.4 Status（状態） 
｢状態｣メニューから下記の状態を表示します。 

 
 

• Network Settings 

ネットワーク構成および状態を表示します。 

  
 

• Library 

T280 ライブラリ装置の状態を表示します。 

 
「Library Status(ロボット機構部の状態)」と各モジュールの状態を表示します。 

 
 

• Drive 

ドライブ選択メニューから指定したドライブの状態を表示します。 

  
 

4.2.5 Logout（ログアウト） 
• Logout 

現在のセッションを終了して初期画面に戻ります。 
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第5章 リモート管理インターフェース 
管理グラフィカルユーザーインターフェース (GUI) を使用すると、大部分のライブラリ機能を 

Web ブラウザからモニタ、構成、および操作できます。 

 

5.1 接続構成 

Ethernet機能を利用する為には、以下の構成が必要になります。 

 

(1) 全般 

10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T の LAN(全二重、半二重とも可、Gateway は通過可

能) 

(2) リモート管理インターフェース 

Webブラウザ: Microsoft Edge、Internet Explorer 11(互換モードは使用しない(注 1))にて動作

を確認しています。その他の Web ブラウザでも接続が可能な場合はありますが、レイアウトが

崩れるなど、一部機能が使用できない可能性があります。 

(3) SNMP機能 

SNMP Manager ：Trapの受信、MIBブラウザでのMIB採取が可能。監視するためには、各種

設定が必要。(設定方法は各 SNMP Managerの説明書を参照) 

※SNMP : Simple Network Management Protocol 

(4) E-mail通知 

SMTP認証のないメールサーバー(SMTP認証が必要なメールサーバーには未対応) 

※SMTP : Simple Mail Transfer Protocol 

 

 

(注 1)：互換モードの設定を解除するには、互換表示設定のメニューから”イントラネットサイトを 

互換表示で表示する”のチェックを外します。 

※ローカルイントラネットゾーンでない場合は、チェックがあっても問題ありません。 

 

 
  

SNMP 
Manager 

 E-mail 
通知先   Web 

ブラウザ 

LAN 
(10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T) 

メール 
サーバー 

ライブラリ 
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5.2 接続設定 

本製品の Ethernet機能を使う為には、以下の項目が適切に設定されている必要があります。 

これらの項目は、オペレーターパネルから設定の確認・変更が可能です。 

変更方法については、「4.2.2 Configuration（構成）」の「Network Setting」を参照してください。各

項目の設定内容については、ネットワーク管理者にご相談ください。 

 

表 5-1 IPv4 設定リスト 

項目 設定値 設定内容 

Method Static IPアドレス等の動的割り当てを使用するかどうかを設定しま

す。IP アドレス等を DHCP で動的に割り当てる場合は

「DHCP」を選択してください。固定の IP アドレスを使用する

場合は「Static」にしてください。DHCP で割り当てられた IP

ア ド レ ス等は 、本製品のオペレー タ ーパネルの

[Configuration] - [Network Settings]で確認することが可能

です。 

Address 192.168.1.1 ライブラリ装置の IPアドレスです。  

Ethernet 機能を使う場合、必ず適切な IP アドレスが設定さ

れていることが必要です。DHCP での自動設定も可能で

す。 

Net Mask 255.255.255.0 ネットワークのサブネットマスク 

Ethernet 機能を使う場合、必ず適切なサブネットマスクが設

定されていることが必要です。DHCP での自動設定も可能

です。 

Gateway 0 他のサブネットからアクセスされる場合、ゲートウェイを指

定。同一ネットワーク内でのみアクセスする場合は設定不

要。DHCPでの自動設定も可能です。 

 
 

表 5-2 IPv6 設定リスト 

項目 設定値 設定内容 

Method (未設定) IPアドレス等の動的割り当てを使用するかどうかを設定しま

す。IP アドレス等を DHCP で動的に割り当てる場合は

「Stateless」を選択してください。固定の IPアドレスを使用す

る場合は「Static」にしてください。DHCP で割り当てられた

IP アドレス等は、本製品のオペレーターパネルの

[Configuration] - [Network Settings]で確認することが可能

です。 

Address (未設定) ライブラリ装置の IPアドレス  

Ethernet 機能を使う場合、必ず適切な IP アドレスが設定さ

れていることが必要です。DHCP での自動設定も可能で

す。 

Prefix Length (未設定) Prefix長を設定します。 

Gateway (未設定) 他のサブネットからアクセスされる場合、ゲートウェイを指

定。同一ネットワーク内でのみアクセスする場合は設定不

要。DHCPでの自動設定も。 
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5.3 管理 GUIでのログイン 

1. サポートされている Web ブラウザを開き、ブラウザのアドレスバーにライブラリの IP アドレスを

入力します。 

 

 FWバージョンが「1.7.0.0-B00」以上の場合、httpsでの接続が必要となり、httpでの

接続はできません。https での接続方法は「5.7.1 httpsでの接続方法」を参照してく

ださい。 

FWバージョンは、オペレーターパネルのメイン画面から確認できます。 

 

 

2. User欄にユーザー名を記入し、Password欄にパスワードを入力します。 

「ログイン (Login)」をクリックします。 

 

 初回のログイン時は「管理者  (administrator)」でログインします。パスワードは 

adm001 です。初回ログイン時は、続いて下記のパスワード変更画面になりますの

で、画面の指示にしたがいパスワードを変更してください（パスワード規則は「5.6 デ

フォルト設定」のパスワード規則欄を参照してください）。 

 

 
 

 
 

 

同時ログインユーザー数について： 

ライブラリに同時ログインできるユーザーは (オペレーターパネルまたは管理 GUI 上

で)1 人のみです。他のユーザーが既にログインしているときにログインを試みたとき

は、他のユーザーをログオフさせるかどうかを尋ねるダイアログボックスが表示されま

す。 
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5.4 管理 GUI上でのライブラリのメイン画面 

ライブラリのメイン画面は以下の領域に編成されています。(ログイン後はライブラリメニューの

Dashboardが表示されます) 

 

図 5-1 管理 GUIのメイン画面 

 

表 5-3 メイン画面の各要素 

 要素 

1 ホーム（Home）アイコン＞現在のナビゲーション 

2 アクション（Actions）＞現在のナビゲーションに依存 

3 ログインしているユーザー 

4 ヘルプ（Help） 

5 ナビゲーションドック 

6 概要 - 現在のナビゲーションに依存 

7 物理容量 

8 ステータスバー 

9 Drive Activity（ドライブのアクティビティ） 

10 Library Status（ライブラリの状況） 
 

 
 

 

特定の管理機能ナビゲーションについて： 

特定の管理機能ナビゲーションについては、5.5「管理機能のメニュー」を参照してく

ださい。 

 

 
 

 

管理 GUIのオンラインヘルプについて： 

追加情報については、管理 GUIのオンラインヘルプを参照してください。 

ヘルプページはファームウェア更新のときに更新され、本書には記載されていない

最新の技術情報の詳細が含まれていることがあります。管理GUIのオンラインヘル

プにアクセスするには、管理 GUIのトップバナーの右側にある「?」アイコン(Help)を

クリックします。 
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ナビゲーションドック 

表 5-4 ナビゲーションドック 

ナビゲーションドックアイコン 要素 追加のメニュー 

 

ライブラリ 

・ダッシュボード（Dashboard） 

・モジュールおよびマガジン 

 （Modules and Magazines） 

・論理ライブラリ 

・イベント 

 

ドライブ ・ドライブおよびポート(Drives and Ports） 

 

カートリッジ 

・カートリッジおよびスロット 

 （Cartridges and Slots） 

・LTO-9カートリッジの初期化 

 

アクセス 

・ローカルユーザー（Local Users） 

・ローカルパスワードポリシー 

・LDAP認証 

・Kerberos認証 

 

設定 

・ライブラリ 

・Network（ネットワーク） 

・通知 

・セキュリティ 

 

ステータスアイコン 

ステータスアイコンは、ステータスバーの右端などに必要に応じて表示され、以下の状態を 

示します。 

表 5-5 ステータスアイコン 

アイコン 説明 

 

緑色の「OK」アイコンは、ライブラリが完全に動作可能で、 

ユーザー操作は不要であることを示します。 

 

黄色の感嘆符の「警告」アイコンは、ユーザーの対応が必要であるが、 

デバイスは引き続き大部分の操作を実行可能であることを示します。 

 

赤色×の「エラー」アイコンは、ユーザー介入が必要であり、 

デバイスがいくつかの操作を実行できないことを示します。 
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5.5 管理機能のメニュー 

5.5.1 管理 GUIのツリー 

管理 GUIの

メイン 

メニュー 

サブメニュー１ サブメニュー２ サブメニュー３ 

Library Dashboard Inventory Library 

－ 

Update Library Firmware 

Export Library Logs 

Reset Library 

Turn Identifier Light On or Off 

Tests Library Verify 

Demo Mode 

Drive Test 

Slot to Slot 
Exerciser 

Properties 

－ 

Modules and 
Magazines 

Unlock I/O Station 

Unlock Magazine 

Enable or Disable I/O Station 

Logical Libraries Manage Logical Library(Expert Mode) 

Manage Logical Library(Basic Mode) 

Manage Driveless Logical Library 

Manage KMIP Encryption 

Manage SKLM for z/OS Encryption 

Graphical View 

Events Mark all Open Events Inactive 

Clear Log 

Drives Drives and Ports Modify Port Settings 

Clean Drive 

Reset Drive 

Eject Cartridge from Drive 

Drive Test 

Update Drive Firmware 

Export Service Logs 

Cartridges Cartridges and Slots Inventory Library 

Move Cartridges 

Graphical View 

LTO-9 New Media 
Optimization 

－ 

Access Local Users Modify User Password 

Modify Role Permissions 

Modify Operator Panel PIN 

Remove User 

Local Password 
Policies 

－ 

LDAP Authentication － 

Kerberos 
Authentication 

－ 
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(続き) 

管理 GUIの

メイン 

メニュー 

サブメニュー１ サブメニュー２ サブメニュー３ 

Settings Library Date and Time 

－ 

Licensed Features 

Firmware Update 

Advanced 

Initial Configuration Wizard 

Auto Calibration 

Network Ethernet 

Notifications Email(SMTP) 

SNMP 

Remote Logging(rsyslog) 

Security Encryption 

GUI 

 

5.5.2 Library(ライブラリ) 

ナビゲーションドックで「ライブラリ」を選択し、展開されたサブメニュー(サブメニュー１)から項目を

選びます。 

 

図 5-2 ライブラリからのサブメニュー 
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5.5.2.1 Dashboard 
ライブラリのメイン画面が表示されます。詳細は5.4「管理GUI上でのライブラリのメイン画面」を参

照ください。 

「Actions」のプルダウンメニュー(サブメニュー２)から項目を選択します。 

 

図 5-3 Dashboardのプルダウンメニュー 

1) Inventory Library 

ライブラリ内のテープカートリッジの格納状況を確認します。実行に数分かかります。 

2) Update Library Firmware 

（所要時間の参考値：FWアップ時間(約 1分)＋リブート時間（10分～30分）） 

ライブラリのファームウェアをアップデートします。 

ファームウェアファイルを選択して実行します。 

所用時間は FWのバージョンや装置構成によって異なります。 

3) Export Library Logs 

（所要時間の参考値：約 1分） 

ライブラリのログをファイルにダウンロードします。 

所用時間はダウンロードするログの容量によって異なります。 

ログのダウンロード時にはライブラリがオフラインになることはなく、進行中のジョブに影響を与

えることもなくダウンロード可能です。 

4) Reset Library 

ライブラリを再起動します。 

再起動する前にバックアップソフトなどのジョブが停止していることを確認してください。処理中

のデータはアクセスできなくなり、ユーザーはログオフされます。 

5) Turn Identifier Light On or Off 

注意事象が発生したドライブや制御基板等を表示する LED(UID)を点灯、消灯します。 

6) Tests 

ライブラリの各種テストを行います。詳細は、7.2「診断テスト」を参照ください。 

7) Properties 

ライブラリの情報や状態を表示します。 
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ライブラリ装置のシリアル番号について： 

ライブラリ装置のシリアル番号は Properties メニューで確認できます。 

 
拡張モジュールのシリアル番号は背面ラベルから確認できます。 
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5.5.2.2 Modules and Magazines 
モジュールのステータス情報が表示されます。 

「Actions」のプルダウンメニュー(サブメニュー２)から項目を選択します。 

 

図 5-4 Modules and Magazinesのプルダウンメニュー 

1) Unlock I/O Station 

I/Oステーションのロックを解除します。 

2) Unlock Magazine 

マガジンのロックを解除します。 

3) Enable or Disable I/O Station 

I/Oステーションを使用可否の設定を行います。 

下図のモジュールごとの Enable／Disableを選択して、「Submit」で確定します。 

 

図 5-5 Enable or Disable I/O Station 
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5.5.2.3 Logical Libraries 
Logical Libraries では、1 台のライブラリを複数のアプリケーションで共有できる複数の論理ライ

ブラリに構成することができます。複数の論理ライブラリを構成することで別々のアプリケーション

からデータのバックアップ作業を同時に行えるようになります。ただし一部のアプリケーション(お

よび一部のサーバー)によっては、複数のアプリケーション間で 1 つのライブラリを共有できませ

ん。 

論理ライブラリは取り付けられているドライブの数まで構成することが可能です。テープドライブは、

1論理ライブラリあたり 1台以上割り当てる必要があります。 

 

「Actions」のプルダウンメニュー(サブメニュー２)から項目を選択します。 

 

図 5-6 Logical Librariesのプルダウンメニュー 

1) Manage Logical Library(Expert Mode) 

論理ライブラリを管理します。(エキスパートモード) 

論理ライブラリごとのアクティブスロットの指定やドライブへのコントロールパスの設定、 

Auto Cleaningの設定等を行います。 

現在の構成に対して論理ライブラリを追加または削除できます。既存の論理ライブラリや 

Manage Logical Library(Basic Mode) で作成された論理ライブラリのスロットや 

テープドライブの調整が可能です。 

(注 LTO-7＋Multi-initiator SCSI Conflict Detectionは使用しないでください) 

 

 

図 5-7 Manage Logical Library(Expert Mode) 
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項目 説明 

Add 論理ライブラリを新しく追加します。 

Edit 選択した論理ライブラリの設定を変更します。 

Remove 選択した論理ライブラリを削除します。 

 

論理ライブラリを新しく追加する場合は Add を選択、論理ライブラリの設定を変更する場合は

Editを選択し、Nextを選択すると先に進みます。 

 

 

図 5-8 General Settings 

General Settings画面で以下の項目を入力し、Nextで先に進みます。 

 

項目 説明 

Logical Library Name 論理ライブラリの名前を入力します。 

Barcode Label Length 
Reported To Host 

ホストに通知されるバーコードラベルの文字数を設定します。 

Barcode Label Alignment 
Reported To Host 

ホストに通知されるバーコードラベルの位置揃えを設定します。 

Encryption Mode 暗号化モードを選択します。 

Auto Clean オートクリーニングを有効にします。 

LTO-7＋Multi-initiator 

SCSI Conflict Detection 

使用しません。 

Enable Sequential Mode シーケンシャルモードを有効にします。 

 

 

図 5-9 Assign Storage Slots 
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項目 説明 

Available Slots 使用可能なストレージスロット 

Logical Library Slots 論理ライブラリに設定したアクティブなストレージスロット 

 

Assign Storage Slots画面で、[>>] および [<<] を使用して編集中の論理ライブラリにアクテ

ィブにするスロットを割り当て、Nextで先に進みます。 

 
 

 

図 5-10 Assign I/O Slots 

項目 説明 

Available I/O Slots 使用可能な I/Oスロット 

Logical Library I/O Slots 論理ライブラリに設定したアクティブな I/Oスロット 

 

Assign I/O Slots画面で、[>>] および [<<] を使用して編集中の論理ライブラリにアクティブに

する I/Oスロットを割り当て、Nextで先に進みます。 

 
 

 

図 5-11 Assign Drives 

項目 説明 

Available Drives 使用可能なドライブ 

Logical Library Drives 論理ライブラリに設定したドライブ 

 

Assign Drives 画面で、 [>>] および [<<] を使用して編集中の論理ライブラリにテープドライ

ブを割り当て、Nextで先に進みます。 
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図 5-12 Control Path Settings 

項目 説明 

Non Control Path Drives ライブラリをコントロールするパスが無効なドライブ 

Control Path Drives ライブラリをコントロールするパスが有効なドライブ 

 

Control Path Settings画面で、 [>>] および [<<] を使用して編集中の論理ライブラリにコント

ロールパスを有効にするテープドライブを割り当て、Nextで先に進みます。 

 
 

 

図 5-13 Finish Configuration 

Finish Configuration 画面で論理ライブラリの設定内容が表示されるので、設定内容を確認し

問題がなければ Finishを選択します。 

設定内容に修正がある場合、Backを選択して設定を変更します。 
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図 5-14 Expert Logical Library Wizard 

Expert Logical Library Wizard 画面でSuccessfulの表示が出たことを確認後、Closeを選択

し、設定を終了します。 

 
2) Manage Logical Library(Basic Mode) 

論理ライブラリを管理します。(基本モード) 

基本モードでは、論理ライブラリの数を指定すると、現在の構成を削除し、テープドライブ 

とスロットをできる限り均等に各論理ライブラリに割り当てます。 

 

図 5-15 Manage Logical Library(Basic Mode) 

Logical Library Nameには現在の論理ライブラリが表示されます。 

新たに論理ライブラリを構成し直す場合には、Proceedを選択して、Nextで先に進みます。 

 



 

-66-  

 

図 5-16 Create Logical Library Scheme 

Create Logical Library Scheme画面では、ライブラリのスロット数、I/Oスロット数、ドライブ数、

使用可能な最大論理ライブラリ数が表示されます。 

Logical Library Settingsで以下の項目を入力し、Nextで先に進みます。 

 

項目 説明 

Logical Library Count 作成する論理ライブラリの数を設定します。(最大 21) 

Barcode Label Length 
Reported To Host 

ホストに通知されるバーコードラベルの文字数を設定します。 

Barcode Label Alignment 
Reported To Host 

ホストに通知されるバーコードラベルの位置揃えを設定します。 

Auto Clean オートクリーニングを有効にします。 

Enable Sequential Mode シーケンシャルモードを有効にします。 

 
 

 

図 5-17 Finish Configuration 

Finish Configuration 画面で論理ライブラリの設定内容が表示されるので、設定内容を確認し

問題がなければ Finishを選択します。 

設定内容に修正がある場合、Backを選択して設定を変更します。 
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図 5-18 Finished Configuration 

Doneの項目に「」が付いたことを確認後、Exitを選択し、設定を終了します。 

 
3) Manage Driveless Logical Library 

(本製品では使用しません) 

4) Manage KMIP Encryption 

(本製品では使用しません) 

5) Manage SKLM for z/OS Encryption 

(本製品では使用しません) 

6) Graphical View 

モジュール、ドライブ、カートリッジの状態をグラフィックで表示します。 

 

図 5-19 Graphical View 
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5.5.2.4 Events 
ライブラリのログと各イベントの詳細が表示されます。表示可能なログは以下となります。 

[Show All] を選択した場合は以下のすべてのログが一度に表示されます。 

 

・Error and Warning Events 

ライブラリのエラーおよび警告イベントのログです。 

・Information Events 

通知イベントのログです。 

・Configuration Log 

構成変更イベントのログです。 

 

ログを削除、非表示にしたい場合は、「Actions」のプルダウンメニュー(サブメニュー２)から項目を

選択します。 

 

図 5-20 Eventsのプルダウンメニュー 

1) Mark all Open Events Inactive 

マークしたオープンイベントを非表示(inactive)にします。 

表示を「inactiveを含めて表示」モードにすることで内容を確認することが可能です。 

2) Clear Log 

ログを消去します。 
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5.5.3 Drives(ドライブ) 

ナビゲーションドックで「ドライブ」を選択し、展開されたサブメニュー(サブメニュー１)から項目を選

びます。 

 

図 5-21 ドライブからのサブメニュー 

 

5.5.3.1 Drives and Ports  
ドライブの構成が表示されます。 

「Actions」のプルダウンメニュー(サブメニュー２)から項目を選択します。 

 

図 5-22 Drives and Portsからのプルダウンメニュー 
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ドライブのシリアル番号について： 

ドライブのシリアル番号は Drives and Ports画面で確認できます。 

Manufacturer S/Nがドライブのシリアル番号になります。 

 
 

 
 
1) Modify Port Settings 

接続されている FC ドライブのポート設定を行います。 

通常は Speed：Automatic、Port Type：Automaticでご使用ください。 

 
 

 

接続されている FC ドライブが認識されない場合は、トポロジ設定を見直して 

ください。 

 
2) Clean Drive 

ドライブをクリーニングします。クリーニング頻度等の詳細は、7.1「ドライブクリーニング」を参照

ください。 

3) Reset Drive 

ドライブを選択して、ドライブを再起動します。 

再起動する前にバックアップソフトなどのジョブが停止していることを確認してください。 

4) Eject Cartridge from Drive 

カートリッジをドライブから取り出します。 

・Source Elements 

カートリッジテープを格納しているテープドライブです。 

・Destination Elements 

カートリッジテープを格納していないテープドライブ、有効な I/O ステーション、およびストレー

ジスロットです。 

Source Elements リストからカートリッジを選択し、Destination Elements リストの宛先を選択

して、Submitを選択します。 

5) Drive Test 

ドライブの各種テストを行います。詳細は、7.2「診断テスト」を参照ください。 

6) Update Drive Firmware 

（所要時間の参考値：約 5分（1台の場合）） 

ドライブのファームウェアをアップデートします。 

ファームウェアファイルを選択して実行します。 

所用時間は FWのバージョンやドライブの種類によって異なります。 
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7) Export Service Logs 

（所要時間の参考値：約 1分（1台の場合）） 

ドライブのログをファイルにダウンロードします。 

所用時間はダウンロードするログの容量によって異なります。 

ログを保存したいドライブにチェックを入れ、Exportを選択します。複数のドライブから同時にロ

グの採取が可能です。 

ログのダウンロード時にはライブラリがオフラインになることはなく、進行中のジョブに影響を与

えることもなくダウンロード可能です。 

 

図 5-23 Export Service Logs 

 

5.5.4 Cartridges(カートリッジ) 
ナビゲーションドックで「カートリッジ」を選択し、展開されたサブメニュー(サブメニュー１)から項目

を選びます。 

 

図 5-24 カートリッジからのサブメニュー 
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5.5.4.1 Cartridges and Slots 
ライブラリ内の使用可能なカートリッジが表示されます。 

「Actions」のプルダウンメニュー(サブメニュー２)から項目を選択します。 

 

図 5-25 Cartridges and Slotsからのプルダウンメニュー 

1) Inventory Library 

ライブラリ内のテープカートリッジの格納状況を確認します。実行に数分かかります。 

2) Move Cartridges 

ライブラリ内のカートリッジを任意のスロット／ドライブに移動します。 

・Source Elements 

カートリッジテープを格納しているテープドライブ、有効な I/O ステーション、およびストレージ

スロットです。 

・Destination Elements 

カートリッジテープを格納していないテープドライブ、有効な I/O ステーション、およびストレー

ジスロットです。 

Source Elements リストからカートリッジを選択し、Destination Elements リストの宛先を選択

して、Submitを選択します。 
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3) Graphical View 

カートリッジの格納状態をグラフィックで表示します。 

 

図 5-26 Graphical View 

 

 
 

 

GUIにおける暗号化カートリッジの見え方について： 

バックアップソフトを使用して暗号機能を有効としますと GUI 上でのカートリッジのプ

ロパティの表示が以下のように変わります。 

 

・I/Oスロット投入時、Encryption : N/A表示 

   
 

・暗号機能無効の書き込み時、Encryption : Not Encrypted表示 

   
 

・暗号機能有効の書き込み時、Encryption : Encrypted表示 
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5.5.4.2 LTO-9 New Media Optimization 
LTO-9カートリッジの初期化をガイドいたします。 

(初期化にはメディアのキャリブレーションプロセスが含まれるため、以前の LTO世代に比べて初

期化時間が長くなっています。このため、ウィザードはテープライブラリ内の LTO-9 カートリッジの

一括初期化をサポートします。LTO-9 New Media Initializationウィザード開始後、ウィザードを

中断することが可能です。ウィザードの終了には最大 2時間かかります。) 

 

 

図 5-27 LTO-9 New Media Optimization 

「Start LTO-9 New Media Optimization Wizard」を選択すると先に進みます。 

 

 

図 5-28 LTO-9 New Media Optimization Wizard 

Nextを選択すると先に進みます。 
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図 5-29 Select Cartridges 

項目 説明 

Available Cartridges 使用可能なカートリッジ 

Selected Cartridges 選択したカートリッジ 

 

初期化するカートリッジを選択して Nextを選択すると先に進みます。 

 
 

 

図 5-30 Select Drives 

項目 説明 

Available Drives 使用可能なドライブ 

Selected Drives 選択した初期化に使用するドライブ 

 

初期化に使用するドライブを選択して Nextを選択すると先に進みます。 
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図 5-31 LTO-9 New Media Optimization(Not yet started)  

Finishを選択すると初期化が始まります。 

 

 

図 5-32 LTO-9 New Media Optimization(Processing)  

 

 

LTO-9カートリッジの初期化は複数台の LTO-9 ドライブを選択することで、同時に初期

化を行うことができます。 
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図 5-33 LTO-9 New Media Optimization(Status Check)  

初期化が完了すると Statusにチェックマークが表示されます。 

(カートリッジの初期化有無の確認は「LTO-9カートリッジのメディア最適化方法について：」を参

照) 

 

 
初期化を中断する場合は、「Abort Media Optimization」を選択することで中断でき

ますが、中断までに時間がかかる場合があります。 

 

 
 

 

メディア最適化のステータス確認について： 

メディア最適化前は> Cartridges > Cartridges and Slots画面から、該当カートリッジ

を選択するとステータスが確認できます。 

「Media Optimized」が[Unknown]の場合は、そのカートリッジがライブラリに格納さ

れてからドライブでロードがされていないことを示します。 

  
メディア最適化実行中は> Drives > Drives and Ports画面から、該当ドライブのステ

ータスを確認すると「Calib」状態になります。 

 
 

メディア最適化されている場合は「Media Optimized」が[Yes]となります。 
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5.5.5 Access(アクセス) 

ナビゲーションドックで「アクセス」を選択し、展開されたサブメニュー(サブメニュー１)から項目を

選びます。 

 

図 5-34 アクセスからのサブメニュー 

5.5.5.1 Local Users 
ユーザーアカウントの追加、権限の変更、パスワード変更などのユーザーアカウント設定

の構成を行います。 

ユーザーアカウントを追加したいときは、「Add User +」を選択します。「Add User」画面が

表示されるので、Name(ユーザーアカウント名)、Role(管理権限)、Password/Verify 

Password(ログインパスワード)を設定し、Addを選択します。 

Two-factor authenticationは本製品では使用しないため、チェックは入れないでください。 

Password/Verify Password については、追加したユーザーアカウントでの初回ログイン

時にパスワードの再設定が必要となるため、設定したいパスワードとは別のダミーパスワ

ードを使用してください。 

パスワード規則は「表 5-6 デフォルト設定」のパスワード規則欄を参照してください。 

 

図 5-35 Add User 
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Role(管理権限)の種類は以下となります。 

 

Administrator ： 管理 GUI の全ての機能にアクセスすることが可能です。Administrator パスワ

ードは、「Modify User Password」で変更できます。 

Monitor ： ライブラリのステータス情報にアクセスすることが可能です。構成、保守、操作

の機能にはアクセスは出来ません。Monitor アカウントのパスワードは、

Administratorが設定または変更できます。 

Superuser ： 「Local Users」、「LDAP Authentication」、「Kerberos Authentication」へのア

クセスを除き、Administratorアカウントと同じアクセス権限を持ちます。さらに、

カートリッジの移動およびマガジンや入出力装置のオープンも実行できます。 

Superuser アカウントのパスワードは、Administrator アカウントが設定または

変更できます。 

Service ： 管理 GUI のサービス機能にアクセスすることが可能です。Service アカウント

のパスワードは、Administratorアカウントが設定または変更できます。 

 

 

Role(管理権限)がAdministratorおよびServiceのアカウントでは、ライブラリのほと

んどの機能を使用することができます。セキュリティの観点から、アカウントの追加

は最小限とし、信頼のできるユーザーに対してのみアカウントを発行するようにしてく

ださい。 

 

権限の変更、パスワード変更などを行う場合は、「Actions」のプルダウンメニュー(サブメニュー２)

から項目を選択します。 

 

図 5-36 Usersからのプルダウンメニュー 
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1) Modify User Password 

ユーザーパスワードの変更を行います。ユーザーパスワード変更は Administrator アカウント

でのみ実施可能です。 

パスワードを変更したいアカウントを選択して、「Action」> 「Modify User Password」を選択し、

「Modify User Password」画面を表示させます。 

Password/Verify Passwordに変更したいパスワードを入力し、Modifyを選択します。 

パスワード規則は「表 5-6 デフォルト設定」のパスワード規則欄を参照してください。 

Two-factor authenticationは本製品では使用しないため、チェックは入れないでください。 

 

図 5-37 Modify User Password 

2) Modify Role Permissions 

Monitor アカウントの役割権限変更を行います。Monitor アカウントの役割権限変更は

Administratorアカウントと Serviceアカウントでのみ実施可能です。 

役割権限を変更したい Monitor アカウントを選択して、「Action 」 > 「Modify Role 

Permissions」を選択し、「Modify Role Permissions」画面を表示させます。 

変更したい権限にチェックを入れ、Modifyを選択します。 

・Allow magazine access by the “Monitor role”. 

Monitorアカウントでのマガジンの操作を許可します。 

・Allow I/O station access by the “Monitor role”. 

Monitorアカウントでの I/Oステーションの操作を許可します。 

 

図 5-38 Modify Role Permissions 
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3) Modify Operator Panel PIN 

オペレーターパネル PINの変更を行います。PINの変更は Administratorアカウントでのみ実

施可能です。 

「Action」> 「Modify Operator Panel PIN」を選択し、「Modify Operator Panel PIN」画面を表

示させます。 

PIN/Verify PINに 4桁の数字を入力し、Modifyを選択します。PIN設定後、オペレーターパネ

ルからログインの際は、PINの入力が必要となります。 

PIN を解除する場合は、PIN/Verify PIN に”0000”を入力し、Modify を選択することで解除可

能です。 

 

図 5-39 Modify Operator Panel PIN 

4) Remove User 

ユーザー登録の削除を行います。アカウントの削除は Administrator アカウントでのみ実施可

能です。 

削除したいアカウントを選択して、「Action」> 「Remove User」を選択し、「Remove User」画

面を表示させます。 

Yesを選択することでアカウントを削除可能です。 

 

図 5-40 Remove User 

 

ライブラリには Administratorアカウントが 1つ以上必要のため、Administratorアカウ

ントを全て削除することはできません。 
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5.5.5.2 Local Password Policy 

パスワードのルール設定を行います。パスワードのルール設定は Administrator アカウントと

Serviceアカウントでのみ実施可能です。 

設定可能な条件は以下となります。 

・Minimum Number Of Characters ： 

パスワードの最小文字数です。8～20文字の範囲で設定可能です。 

・Minimum Number Of Upper Case Alphabetic Characters (A-Z) ： 

アルファベットの大文字の最小使用回数です。0～3文字の範囲で設定可能です。 

・Minimum Number Of Lower Case Alphabetic Characters (a-z) ： 

アルファベットの小文字の最小使用回数です。0～3文字の範囲で設定可能です。 

・Minimum Number Of Numeric Characters (0-9) ： 

数字の最小使用回数です。0～3文字の範囲で設定可能です。 

・Minimum Number Of Special Characters (!@#$%^&*()_+-={}|[]¥;':"<>?,./) ： 

特殊文字の最小使用回数です。0～3文字の範囲で設定可能です。 

・Maximum Number Of Identical Consecutive Characters ： 

同じ文字の繰り返し回数です。1～3 文字の範囲で設定可能です。Unlimited を選択すると無制

限になります。 

・Maximum Number Of Failed Logins Before Password Is Locked ： 

パスワードがロックされるまでの最大ログイン失敗回数です。1～3 回の範囲で設定可能です。

Unlimitedを選択すると無制限になります。 

・Maximum Number Of Days Before Password Must Be Changed ： 

同じパスワードを使用可能な期間です。パスワードが期限切れの場合、ログイン時にパスワード

を変更する必要があります。365日までの範囲で設定可能です。Unlimitedを選択すると無制限

になります。 

・Minimum Number Of Days Before Password Can Be Changed ： 

パスワード変更後に、再度変更可能となるまでの期間です。期間内はパスワードを変更するこ

とができません。365 日までの範囲で設定可能です。Unlimited を選択すると無制限になりま

す。 

・Number Of Password Changes Before An Old Password Can Be Used Again ： 

旧パスワードを再使用できるまでのパスワード変更回数です。0～6回までの範囲で設定可能で

す。0回とした場合は、無制限で使用可能となります。 

・Maximum Number Of Failed TOTP Attempts before Login Is Locked : 

本製品では使用しないため、デフォルトの設定から変更しないでください。 

・Maximum Number Of Failed TOTP Attempts before Login Is Locked : 

本製品では使用しないため、デフォルトの設定から変更しないでください。 

 

図 5-41 Password Rules
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5.5.5.3 LDAP Authentication 
(本製品では使用しません) 

 

5.5.5.4 Kerberos Authentication 
(本製品では使用しません) 

 

5.5.6 Settings(セッティング) 

ナビゲーションドックで「セッティング」を選択し、展開されたサブメニュー(サブメニュー１)から項目

を選びます。 

 

図 5-42 セッティングからのサブメニュー 

 

5.5.6.1 Library 
「Library」のサブメニュー２から項目を選択します。 

 

図 5-43 Libraryからのサブメニュー２ 
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1) Date and Time 

日付と時刻、SNTPの設定を行います。 

 

図 5-44 Date and Time 

・Time Zone 

大陸、国、地域のリストが表示されます。先頭に「>」が付いた項目（「> America」など）を選択

すると、次の列にサブメニューが表示されます。 

適切なタイムゾーンが見えるまで必要に応じてタイムゾーンリストを展開し、適切なタイムゾー

ンを選択し、Submitを選択します。 

日本標準時は「Asia > Tokyo (UTC+09:00)」となります。 

・Date/Time Format 

時間形式と日付形式を選択し、Submitを選択します。 

例えば 2013年 7月 30日は以下のように表示されます。 

(MM/DD/YYYY) - 07/30/2013 
(DD.MM.YYYY) - 30.07.2013 
(YYYY-MM-DD) - 2013-07-30 

・Set Date/Time 

日付と時刻を設定します。 

日付と時刻を手動で設定する場合、「Time」に時刻を、「Date」に日付を入力します。 

日付と時刻を自動で入力する場合、「Now」を選択します。管理 GUI に接続しているコンピュ

ータの日時が入力されます。 

日付と時刻を入力後、Submitを選択します。 

・SNTP 

設定には SNTPサーバーへのネットワークアクセスが必要です 

SNTP Enabled を選択後、SNTPサーバーのアドレスを入力し、Submitを選択します。 

2) Licensed Features 

(本製品では使用しません) 

3) Firmware Update 

ライブラリのファームウェアをアップデートします。 

ファームウェアファイルを選択して実行します。 
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4) Advanced 

Configurationの save／restoreおよび reset、ドライブ動作時の論理ライブラリの構成可否の

設定、ドライブとモジュールの再認識を行います。 

  

図 5-45 Advanced 

・Save Configuration File 

構成設定の保存を行います。Save ボタンをクリックして、Configuration ファイルを保存しま

す。 

・Restore Configuration File 

構成設定のリストアを行います。「ファイルを選択」をクリックして、「Save Configuration 

Files」で SaveしたConfigurationファイルを選択し、「開く」をクリックします。Configurationフ

ァイルをリストアするとライブラリが再起動し、構成情報が復元されます。 

構成設定のリストアを行う前にバックアップソフトなどのジョブが停止していることを確認してく

ださい。処理中のデータはアクセスできなくなり、ユーザーはログオフされます。 

・Reset Configuration Only 

構成設定のデフォルト状態へのリセットを行います。「Reset」をクリック後、「Yes」を選択しま

す。デフォルト設定およびリセットされる内容については、「5.6 デフォルト設定」を参照してく

ださい。 

・Full Factory Reset 

(本製品では使用しません) 

・Logical Library Settings 

(本製品では使用しません) 

・Reset the List of Known Drives and Modules 

(本製品では使用しません) 
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5) Initial Configuration Wizard 

ライブラリの初期設定を行います。 

 

図 5-46 Initial Configuration Wizard 

6) Auto Calibration 

Auto Calibrationは指定の部品(モジュール)を交換した時に実施します。手順は下図にしたが

い、注意書きのページ→モジュールの指定→Auto Calibration の実行と進んでください。実行

には１モジュールあたり約 2分間かかります。実行中は上位装置からはオフラインとなります。 

   

図 5-47 Auto Calibration 

 

5.5.6.2 Network 
「Network」のサブメニュー２から「Ethernet」を選択します。 

 

図 5-48 Networkからのサブメニュー２ 

1) Ethernet 

「Host Name」「Domain Name」および Primary と Secondary の Port 情報を入力します。

(Primary Portはユーザー用、Secondary Portは保守専用です) 
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図 5-49 Ethernet 

 

5.5.6.3 Notifications 
「Notifications」のサブメニュー２から通知する項目を選択します。 

 

図 5-50 Notificationsからのサブメニュー２ 
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1) Email(SMTP: Simple Mail Transfer Protocol) 

SMTPのメール設定を行います。 

 

図 5-51 Email(SMTP) 

 

・SMTP Enabled 

SMTPを有効にする場合は、SMTP Enabledにチェックを入れ、以降の設定項目をアクティブ

にします。 

・Notification Level 

ライブラリが送信するイベントの種類です。 

Inactive ：イベントは送信しません。 

Critical ：クリティカルイベントのみ送信します。 

+ Warnings ：クリティカルおよび警告エラーイベントのみ送信します。 

+ Configuration ：クリティカルイベント、警告エラーイベント、構成変更イベントのみ 

送信します。 

+ Information ：全てのイベントを送信します。 

・SMTP Server 

SMTPサーバーのホスト名または IPアドレスです。 

・Security 

SMTPサーバーにアクセスするためのセキュリティプロトコルです。 

None、SSL/TLS、STARTTLSのいずれかを選択します。 

・SMTP Port 

SMTP サーバーのポートです。選択したプロトコルのデフォルトのポートが選択されています。

デフォルトのポートのいずれかを選択するか、カスタムポートを構成します。 

・To Email Address 

報告されるイベントの送信先アドレス(例：firstname.lastname@example.com)です。設定で

きる電子メールアドレスは 1つだけです。 

・Mailer Name 

電子メール送信者の名前です。 

・Email Subject 

電子メールメッセージの件名です。 

・Emailer Address 

電子メールメッセージに使用する返信先アドレスです。 

・Authentication Required 

チェックを入れると、SMTP サーバーにアクセスするためにユーザー名とパスワードが必要

になります。 
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・Username 

認証を必要とした場合の、SMTP サーバーにログインするためのユーザー名です。 

・Password 

認証が必要な場合の、ユーザー名に関連付けられたパスワードです。 

 
2) SNMP(Simple Network Management Protocol) 

SNMPの各項目を設定します。 

 

図 5-52 SNMP 

 

・SNMP Enabled 

SNMP Enabledにチェックを入れると、SNMP Target IP Addresses フィールドにリストされて

いるコンピュータで管理できます。 

・Download MIB File 

MIB(Management Information Base)ファイルのダウンロードが可能です。 

・Community Name 

SNMP 管理ステーションとライブラリを一致させるために使用される文字列です。管理ステー

ションとライブラリの両方で同じ名前に設定する必要があります。デフォルトのコミュニティー

名は publicです。 

・Notification Level 

ライブラリが送信するイベントの種類です。 

Inactive ：イベントは送信されません。 

Critical ：クリティカルイベントのみ送信します。 

+ Warnings ：クリティカルおよび警告エラーイベントのみを送信します。 

+ Configuration ：クリティカルイベント、警告エラーイベント、構成変更イベントのみが送信さ

れます。 

+ Information ：全てのイベントが送信されます。 

・SNMP Targets 

設定済みの SNMP ターゲットの一覧です。 

SNMP ターゲットの追加または情報の編集をする場合、Edit を選択後、「IP/Hostname」、

「Port」、「Version」、「Community」を入力し、Submitを選択します。 

SNMP ターゲットを削除する場合、削除する SNMP ターゲットの Delete を選択後、Submit

を選択します。 
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3) Remote Logging(rsyslog) 

Remote Loggingの設定を行います。 

 

図 5-53 Remote Logging(rsyslog) 

 

・Remote Logging Enabled 

Remote Logging (rsyslog)を有効にする場合は、Remote Logging Enabledにチェックを入

れ、以降の設定項目をアクティブにします。 

・Notification Level 

ライブラリが送信するイベントの種類です。 

Inactive ：イベントは送信されません。 

Critical ：クリティカルイベントのみ送信します。 

+ Warnings ：クリティカルおよび警告エラーイベントのみを送信します。 

+ Configuration ：クリティカルイベント、警告エラーイベント、構成変更イベントのみが 

送信されます。 

+ Information ：全てのイベントが送信されます。 

・Remote Logging Server 

rsyslogサーバーのホスト名または IPアドレスです。 

・Remote Logging Port 

rsyslog サーバーのポートです。デフォルトのポートのいずれかを選択するか、カスタムポート

を選択します。 

・Transport Protocol 

rsyslogサーバーにログを送信するための転送プロトコルです。TCPまたはUDPのいずれか

を選択します。 
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5.5.6.4 Security 
「Security」のサブメニュー２から項目を選択します。 

 

図 5-54 Securityからのサブメニュー２ 

1) Encryption 

(本製品では使用しません) 

2) GUI 

管理 GUIの接続に関するセキュリティの設定を行います。 

 

図 5-55 GUI 
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・Secure Communications 

SSL (Secure Socket Layer)を使用した暗号化通信によるリモートパネルへのアクセスを設

定できます。デフォルトでは無効となっています。 

SSL (Secure Socket Layer)にチェックを入れ、Submitを選択するとSSLが有効になります。

SSLを有効にすると管理GUIへの接続には httpsを使用する必要があり、httpを使用した非

セキュアな接続は禁止されます。 

FWバージョン「1.7.0.0-B00」以降では本項目はありません。 

・Certificate Settings 

SSL を有効にし、https による接続を利用する場合に使用する、自己発行証明書を選択しま

す。 

Use Self Signed Certificate 

ライブラリが持つデフォルトの自己署名証明書を使用します。 

Use Custom Certificate 

ユーザーが作成したカスタム証明書を使用します。カスタム証明書を作成していない場合は、

選択できません。 

・Create Custom Certificate 

カスタム証明書を作成できます。カスタム証明書を作成する場合は、Start Certificate Wizard

をクリックして「Information」画面を表示させます。Nextを選択すると先に進みます。 

 

図 5-56 Start Certificate Wizard 

「Certificate Signing Request」画面でライブラリと組織情報を入力し、「Generate CSR」をク

リックして CSR を作成します。入力するデータについては、セキュリティ管理者へお問い合わ

せください。 

生成された CSRが「Certificate Sign Request：」欄に表示されるので、CSRの内容を 

すべてコピーします。 

コピーした CSR から、Signed Certificate を作成します。Signed Certificate の作成につい

ては、セキュリティ管理者へお問い合わせください。Nextを選択すると先に進みます。 
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図 5-57 Certificate Sign Request 

「Certificate Signing Request」画面で Signed Certificate を「Signed Certificate:」欄に貼り

付けます。Nextを選択すると先に進みます。 

 

図 5-58 Signed Certificate 

「Finish」画面に、カスタム証明書の適用プロセスが表示されたら、「Finish」をクリックします。 

 

図 5-59 Signed Certificate 
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・Backup Custom Certificate 

「Create Custom Certificate」で作成したカスタム証明書をバックアップできます。 

・Restore Custom Certificate 

「Backup Custom Certificate」でバックアップしたカスタム証明書をリストアできます。 

・Session Timeout 

管理GUIにログインしたままでいる時間を設定できます。5分か 30分のどちらかで設定可能

です。デフォルトの設定値は 5分です。 

・Disable Local User Account 

(本製品では使用しません) 

・Operator Panel / RMI Session Locking 

オペレーターパネルおよび管理GUIへのログイン条件を設定できます。デフォルトでは無効と

なっており、ユーザーがオペレーターパネルまたは管理 GUI にログインすると既にログインし

ているユーザーはログオフされます。Operator Panel / RMI Session Lockingにチェックを入

れ、Submitを選択すると Operator Panel / RMI Session Lockingが有効になります。 

Operator Panel / RMI Session Lockingを有効にするとオペレーターパネルおよび管理GUI

へのログインが制限され、ほかのユーザーがログアウトするまでログインすることができなく

なります。 

 

 

Operator Panel / RMI Session Locking を有効にした場合、オペレーターパネルお

よび管理GUIの操作が終了したら、必ずペレーターパネルまたは管理GUIからログ

アウトしてください。そうしないと、ログイン中のユーザーがログアウトするまで、ログ

インすることはできません。 
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5.6 デフォルト設定 

表 5-6 デフォルト設定 

パラメータ デフォルト 
構成のデフォルト 

設定へのリセット 

ユーザーアカウント 

「ユーザー」モニタ （未設定） － 

「ユーザー」スーパー 

ユーザー 
（未設定） － 

管理者ログイン 
ユーザー= administrator 

管理 GUI のパスワード= adm001 
リセットされない 

サービスログイン （未設定） － 

ユーザーアカウントの設定 

パスワード規則 

最小文字数：8 

最小大文字英字数：1 

最小小文字英字数：1 

最小数字数：1 

最小特殊文字数：0 

最大同一連続文字数：2 

最大失敗ログイン回数：3 

パスワード変更が必要になるまでの最大日数：90 

パスワード設定後からパスワード変更が可能になる

までの最小日数：Unlimited（無制限） 

パスワードを再使用できるまでに必要なパスワード

変更の回数：3 

ワンタイムパスワードの最大失敗回数 

リセットされる 

管理 GUIの制限ログ

イン 
Disabled (使用不可) リセットされる 

「ユーザー」モニタアカ

ウントによる I/Oステ

ーションまたはマガジ

ンへのアクセスを許可 

Disabled (使用不可) リセットされる 

セッションロック Disabled (使用不可) リセットされる 

リモート認証 (LDAP) 

構成 
Disabled (使用不可) リセットされない 

ネットワーク構成 (eth0) 

ホスト名 ブランク リセットされない 

IPアドレス 192.168.1.1 リセットされない 

サブネットマスク 255.255.255.0 リセットされない 

デフォルトゲートウェイ - リセットされない 

自動ネゴシエーション Enabled (使用可能) リセットされない 

Speed (速度) 自動 (Auto) リセットされない 

IPv4 Enabled (使用可能) リセットされない 

DHCPv4 Enabled (使用可能) リセットされない 

IPv6   リセットされない 

IPv6 プレフィックス Enabled (使用可能) リセットされない 

静的 v6 Disabled (使用不可) リセットされない 
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デフォルト設定（続き） 

パラメータ デフォルト 
構成のデフォルト 

設定へのリセット 

IPv6 方式 Disabled (使用不可) リセットされない 

DHCPv6 Disabled (使用不可) リセットされない 

DNS1 および DNS2 

の IPv4 用構成 
(dhcp) リセットされない 

DNS1 および DNS2 

の IPv6 用構成 
Disabled (使用不可) リセットされない 

ネットワークアクセスサービス 

1 次ネットワークイン

ターフェース (eth0) 
Enabled (使用可能) リセットされない 

2 次ネットワークイン

ターフェース (eth1) 
Disabled (使用不可) リセットされない 

SSH Disabled (使用不可) リセットされない 

HTTPS Disabled (使用不可) リセットされない 

自己署名 SSL 証明

書 
ファイルなし リセットされない 

内部 IP (eth2) 

内部ネットワーク IP オペレーターパネルで定義された IP範囲 リセットされない 

I/Oステーションまたはマガジン 

I/Oステーション(I/O 

Station) 
Enabled (使用可能) リセットされる 

I/Oステーションまた

はマガジンでモニタ

「ユーザー」のアクセス

を許可 

Disabled (使用不可) リセットされる 

論理ライブラリ Disabled (使用不可) (1 つの基本論理ライブラリ) 

1 つの論理ライ

ブラリ以外すべて

を削除 

NTP/SNTP 設定 Disabled (使用不可) リセットされない 

Date ブランクまたは既存 リセットされない 

時間 ブランクまたは既存 リセットされない 

時間帯 GMT リセットされない 

E メール通知 

(SMTP) 
Disabled (使用不可) リセットされる 

SNMP 

SNMP v1, v2 Disabled (使用不可) リセットされる 

ライセンス交付を受けたフィーチャー (使用可能化にはライセンスキーが必要) 

パスフェイルオーバ Disabled (使用不可) リセットされない 
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デフォルト設定（続き） 

パラメータ デフォルト 
構成のデフォルト 

設定へのリセット 

SCSI エレメントアドレ

ッシング 

開始エレメントアドレス 

スロット= 1001 

ドライブ= 1 

I/E エレメント= 101 

リセットされる 

各種設定 

ホストに戻されるバー

コードフォーマット 
左揃え リセットされる 

ホストに戻されるバー

コード長 
左端 8 文字 リセットされる 

言語設定 英語 リセットされない 

自動クリーニング Disabled (使用不可) リセットされる 

メディアバーコードの

互換性チェック 
Enabled (使用可能) リセットされる 

ドライブ動作時の論理

ライブラリの構成 
Disabled (使用不可) リセットされる 

管理 GUIのタイムア

ウト 
5分間 リセットされる 

ドライブのデフォルト 

ドライブの速度とトポ

ロジの設定 
Automatic(自動)/ Automatic(自動) リセットされる 

オドメーター Enabled (使用可能) リセットされない 
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5.7 リモート管理インターフェースの立ち上げ 

ネットワークに接続された任意の端末上で Web ブラウザを起動し、下図のように、URL としてテー

プ装置に設定した IPアドレスを指定します。(工場出荷時の初期値は「http://192.168.1.1」です。) 

 

 
Web画面の立ち上げ 

図 5-60 URL入力 

 

 FWバージョンが「1.7.0.0-B00」以上の場合、httpsでの接続が必要となり、httpでの

接続はできません。https での接続方法は「5.7.1 httpsでの接続方法」を参照してく

ださい。 

FWバージョンは、オペレーターパネルのメイン画面から確認できます。 

 

 

本製品とその端末が、それぞれ正常にネットワークに接続されていれば、初期画面としてログイン

画面が表示されます。 

 

 

ブラウザが反応しなくなった場合は、タスクマネージャよりブラウザを終了させ、その

後再度ブラウザを再起動してください。 
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5.7.1 httpsでの接続方法 

httpsでのリモート管理インターフェースへの接続方法は以下の通りです。 

(1) https://(テープ装置に設定されている IPアドレス)を入力します。 

(2) リモート管理インターフェースのように認証サイトに登録されていない Web サービスに接続しよ

うとすると、以下の図のように警告が表示される場合があります。「このサイトの閲覧を続行する

(推奨されません)。」をクリックします。 

 

 

図 5-61 httpsでの接続方法 



 

-100-  

 

第6章 テープカートリッジ 
 

 

テープカートリッジ/バーコードラベルについて： 

テープカートリッジ/バーコードラベルを含めたトータルの品質を保証する為、動作検

証済みのC.2項、C.3項に記載の NEC 指定カートリッジ/バーコードラベルの使用を

推奨します。 

 

 

 

LTO-9では新しく「メディア最適化」機能が実装されました。この機能は高密度化され

た LTO-9 カートリッジの特性に合わせ、データ配置の最適化をするために初期化

（キャリブレーション）を行うことでLTOメディアの安定的なデータ記録と耐性を向上さ

せます。 

初めて LTO-9カートリッジを利用する場合（LTO ドライブに装填されたとき）、もしくは

LTO-9カートリッジをフォーマット（再フォーマット含む）する場合に最適化が自動的に

実施され、通常 1時間以内で処理が行われます。（最大 2時間程度かかる場合があ

ります。） 

なお最適化処理の省略および処理の中断は出来ません。 

 

本製品で使用するテープカートリッジの取り扱い方法や注意事項について説明します。 

 
 

6.1 カートリッジについて 

本ライブラリでは次のカートリッジを使用します。 

 

以下にデータカートリッジ各部の名称を示します。 

 

 

図 6-1 カートリッジ各部の名称 

 

  

  

リーダピン 

挿入ガイド 
挿入方向マーク 

カートリッジドア 

（図は開いた状態を示す） 

ラベル貼り付け位置 

ライトプロテクトスイッチ 
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表 6-1 カートリッジ一覧 

 1巻 

(ラベルなし) 

5巻 

(ラベル貼付) 

20巻 

(ラベル貼付) 

ラベル 

(20枚) 

Ultrium 5データカートリッジ EF-2442 NF6980-PS5 EF-2442A EF-3245R 

Ultrium 5 WORMカートリッジ EF-2443 NF6980-PW5 EF-2443A EF-3245S 

Ultrium 6データカートリッジ EF-X2444 NF6980-PS6 EF-X2444A EF-X3245T 

Ultrium 6 WORMカートリッジ EF-X2446 NF6980-PW6 EF-X2446A EF-X3245U 

Ultrium 7データカートリッジ EF-X2447 NF6980-PS7 EF-X2447A EF-X3245V 

Ultrium 7 WORMカートリッジ EF-X2448 - EF-X2448A EF-X3245W 

Ultrium 8データカートリッジ EF-X2449 NF6980-PS8 EF-X2449A EF-X3245X 

Ultrium 8 WORMカートリッジ EF-X2450 - EF-X2450A EF-X3245Y 

Ultrium 9データカートリッジ EF-X2451 NF6980-PS9 EF-X2451A EF-X3246A 

Ultrium 9 WORMカートリッジ EF-X2452 - EF-X2452A EF-X3246B 

クリーニングカートリッジ 
NF6980-CU3 

EF-3237Q 
- - 

NF6980-L02 
EF-3245Q 

 

 
 

 

LTO-9カートリッジのメディア最適化方法について： 

LTO-9カートリッジを利用する場合のメディア最適化方法は以下の通りです。 

 

1.マガジンに未使用の LTO-9 カートリッジを挿入してください。 

2.オペレーターパネルもしくは管理GUI操作で LTO-9ドライブにカートリッジを移動

させてください。カートリッジの移動方法については、オペレーターパネルの場合

は4.2.1「Operation（操作）」の「Move Cartridge」を参照してください。 

管理GUI操作の場合は5.5.4.1「Cartridges and Slots」の「Move Cartridges」を

参照してください。 

3.ドライブにカートリッジが移動すると、メディア最適化が実行されます。 

4.メディア最適化が完了後、カートリッジ情報の[Media Optimized]が[Yes]と 

表示されます。 

カートリッジ情報は管理 GUI 操作の5.5.4「Cartridges(カートリッジ)」の画面か

ら、該当のカートリッジを選択することで確認できます。 

 

 
 

5.2の手順でドライブからカートリッジを元の場所に戻します。 

6.1~5の手順を使用する LTO-9 カートリッジの巻数分繰り返します。 
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6.1.1 データカートリッジ 
 

LTO Ultrium 7 ドライブには、容量 1500 / 2500 / 6000 Gバイト（非圧縮時）の 

Ultrium 5 /6 /7データカートリッジを使用することができます。 

LTO Ultrium 8 ドライブには、容量 6000 / 9000 / 12000 Gバイト（非圧縮時）の 

Ultrium 7 / 7 Type M / 8データカートリッジを使用することができます。 

※LTO-8 ドライブは LTO-6カートリッジの読み込みはできませんので、ご注意願います。 

LTO Ultrium 9 ドライブには、容量 12000 /18000 Gバイト（非圧縮時）の Ultrium 8 /9 データ 

カートリッジを使用することができます。 

※LTO-9 ドライブは LTO-7/7TypeMテープカートリッジの読み込みはできませんので、 

ご注意願います。 

 

 

データカートリッジはデータを記録・保存する上で、重要な製品です。品質が保証されて

いるものを使用ください。 

 

 

LTO ドライブは、世代によって使用できるカートリッジが異なりますので注意が必要で

す。詳細は以下の表を参照してください。 

 

表 6-2 ドライブとカートリッジの互換  

 カートリッジ 

ドライブ LTO  
Ultrium 5 

LTO  
Ultrium 6 

LTO  
Ultrium 7 

LTO  
Ultrium 7 
Type M(*) 

LTO  
Ultrium 8 
 

LTO  
Ultrium 9 

LTO  
Ultrium 7 

△ 〇 ○ × × × 

LTO  
Ultrium 8 

× × 〇 ○ ○ × 

LTO  
Ultrium 9 

× × × × 〇 〇 

     ○：使用可能  △：書き込み不可（読み込みのみ）  ×：使用不可 

 
カートリッジドアは、カートリッジがドライブ外に出ているときにテープ表面の汚れを保護します。 

ライトプロテクトスイッチは、データカートリッジにデータが書き込まれないようにします。 

ラベル貼り付け位置は、ラベルを貼り付ける場所です。ラベルを貼る際には、へこんでいるラベル

貼付領域に収まるようにしてください。へこんでいる場所からラベルがはみでていると、内部のド

ライブでロード問題が生じるおそれがあります。 

 

6.1.2 WORMカートリッジ 

WORMカートリッジは、追記型（WORM＝Write Once Read Many）タイプのデータカート 

リッジです。読み出し/書き込みを自由に行える通常のデータカートリッジに対し、WORM カートリ

ッジでは一度記録したデータに対して上書き、消去ができません。 

 

6.1.3 クリーニングカートリッジ 

ドライブ内部にあるヘッドのクリーニングを行うためのカートリッジです。オペレーターパネルのス

テータスLED(クリーニングLED)が点灯したとき、クリーニングカートリッジを使ってクリーニングを

してください。ステータス LED部については1.5.2.1「ステータスLED部」を参照してください。 

クリーニングカートリッジは、50回まで使用できます。使用回数を記録し、50回になりましたら 

カートリッジを交換してください。クリーニングの方法については7.1「ドライブクリーニング」を参照

してください。 
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6.1.4 診断カートリッジ 

診断カートリッジは、通常のデータカートリッジに特別な VOLSER（DGが含まれます）のラベルを

貼付したもので、ライブラリの診断テストを行う時のみ使用する保守専用のカートリッジです。 

データカートリッジとして使用しないでください。 

診断カートリッジは導入キットに添付されていますので、付属品を保管する箱に入れライブラリの

近くに保管してください。 

 

6.2 バーコードラベル 

バーコードラベルは、カートリッジの媒体名と用途を文字とバーコードで表示しています。媒体名は

VOLSERと呼ばれる 6桁の英数字で表し、用途はMedia IDと呼ばれる 2桁の英数字で表します。 

本ライブラリで使用する Ultrium カートリッジのラベルコードを下表に示します。 

ラベルにはコードの文字が縦書きのものと横書きのものがありますが、どちらでも使用することがで

きます。データカートリッジのラベルの例を以下に示します。 

 
 
 
 
 

図 6-2 LTO Ultriumバーコードラベル 

表 6-3 LTO Ultriumカートリッジのラベルコード 

Ultrium カートリッジ 
ラベルコード 

備考 
VOLSER Media ID 

Ultrium 5 データカートリッジ □□□□□□ L5 1500 Gバイト（非圧縮時） 

Ultrium 5 WORMカートリッジ □□□□□□ LV 1500 Gバイト（非圧縮時） 

Ultrium 6 データカートリッジ □□□□□□ L6 2500 Gバイト（非圧縮時） 

Ultrium 6 WORMカートリッジ □□□□□□ LW 2500 Gバイト（非圧縮時） 

Ultrium 7 データカートリッジ □□□□□□ L7 6000 Gバイト（非圧縮時） 

Ultrium 7 WORMカートリッジ □□□□□□ LX 6000 Gバイト（非圧縮時） 

Ultrium 7 データカートリッジ 

typeM 
□□□□□□ M8 9000 Gバイト（非圧縮時） 

Ultrium 8 データカートリッジ □□□□□□ L8 12000 Gバイト（非圧縮時） 

Ultrium 8 WORMカートリッジ □□□□□□ LY 12000 Gバイト（非圧縮時） 

Ultrium 9 データカートリッジ □□□□□□ L9 18000 Gバイト（非圧縮時） 

Ultrium 9 WORMカートリッジ □□□□□□ LZ 18000 Gバイト（非圧縮時） 

ユニバーサル 

クリーニングカートリッジ 
ＣＬＮＵ◇◇ CU  

診断カートリッジ ＤＧ△◇◇◇ L6 保守専用(LTO-6/LTO-7 ドライブ) 

診断カートリッジ ＤＧ△◇◇◇ L7 保守専用(LTO-7/LTO-8 ドライブ) 

診断カートリッジ ＤＧ△◇◇◇ L8 保守専用(LTO-8/LTO-9 ドライブ) 

注記：□ は A～Z、0～9の英数字 

◇ は 0～9の数字 

△ はスペース（空白） 

CUは全メーカーの LTO Ultriumドライブで使用可能なユニバーサルクリーニングカートリッジ

を示す 

L8 



 

-104-  

 

6.2.1 カートリッジにバーコードラベルを貼り付ける 

カートリッジにラベルを貼り付ける方法について説明します。 

ラベル貼付時の問題を避けるため、あらかじめラベルが貼付されたデータカートリッジを使用され

ることを推奨します。 

 

注記：バーコードラベルについて以下の事柄をお守りください。 

・カートリッジの指定箇所以外にはラベルを貼らないでください。 

・剥がした後に糊等が残らないラベルを使用してください。 

・ラベルにボリュームシリアル番号（VOLSER）とMedia IDのバーコードと文字が印刷されてい

ることを確認してください。 

・同じ VOLSERのラベルを貼ったカートリッジを同時に使用しないでください。 

・ラベルを重ねて貼らないでください。 

・カートリッジの種類と異なるバーコードラベルを貼り付けるとライブラリが誤動作する場合があ

りますので、必ず正しい種類のバーコードを使用してください。 

 

以下にバーコードラベル（VOLSER ラベル）の貼付位置を示します。 

バーコードが下側になるように、カートリッジのラベル貼り付け位置（凹んだ部分）内に貼り付けて

ください。 

 
 

 

図 6-3 ラベル貼り付け位置 

ラベル貼り付け位置 
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6.3 ライトプロテクト 

ライトプロテクトスイッチにより、テープカートリッジの内容を保護したり、上書きすることができます。

一度書き込んだデータを消去したくないときには、書き込みできないよう設定してください。ライトプ

ロテクトスイッチの位置は同じですが、スイッチに刻印されている表示が異なる場合があります。詳

しくはカートリッジ添付のユーザーガイドを参照してください。 

 

 

テープドライブに一度も装填されていない新品テープカートリッジをライトプロテクト状

態で使用した場合は、テープドライブがエラーを検出します。このため、データが書き

込まれていないテープカートリッジに対しては、ライトプロテクトスイッチによるライト

プロテクトは、行なわないでください。 

 
 
 

 

図 6-4 ライトプロテクトスイッチ 

 

ライトプロテクトスイッチ 

 

（スイッチ表示例） 

書き込み不可            書き込み可 



 

-106-  

 

6.4 取り扱い上の注意事項 

データカートリッジを取り扱う際の注意事項について説明します。 

 

6.4.1 使用上の注意事項 

□ 使用する前 

・使用するデータカートリッジが破損していたり、変形したり、曲がっているときは使用しないでく

ださい。 

・カートリッジが使用環境条件以外の場所に置かれていたときは、使用の前に 24 時間を超え

ない範囲で使用環境以外に置かれていた時間以上、使用環境になじませてから使用してくだ

さい。温度勾配は 10℃／時間です。 

□ マガジンへの挿入時 

カートリッジをマガジンに装填する際には、カートリッジの上面（ULTRIUM LTO のロゴがある

面）を上、バーコードラベルを貼るエリアを手前にして、マガジンの奥まで挿入します。(カート

リッジを挿入する方向は、図 6-1の「挿入方向マーク」をご確認ください) 

挿入する際にはカートリッジの振動による飛び出しを防止するための押さえを乗り越えるため、

軽い抵抗がありますが、押さえを乗り越えしっかり奥まで挿入します。挿入後、カートリッジの

手前端がマガジンの間口から飛び出していないことをご確認ください。カートリッジの挿入が

不完全なまま運用すると、機器およびカートリッジの破損、故障になる場合があります。デー

タカートリッジを取り出した保護ケースは、しっかりと閉じ塵埃の少ない場所で保管してくださ

い。 

□ 使用後 

使用済みのカートリッジは必ず保護ケースに入れて塵埃の少ない場所で保管してください。

置き方は水平、垂直を問いません。 

□ 廃棄方法 

廃棄の際は、各自治体の廃棄方法に従ってください。 

 

6.4.2 一般的注意事項 

□ テープ自体（磁性面）に手を触れないでください。 

□ 磁気の発生するものを近づけないでください。 

□ 直射日光や暖房器具の近くには置かないでください。 

□ 強い衝撃を与えないでください。 

□ 飲食・喫煙をしながらの取り扱いは避けてください。また、シンナーやアルコールなどが付着し

ないように注意してください。 

□ 使用後は必ずケースに入れてください。 

□ マガジンへはていねいに挿入してください。 

□ データカートリッジは、ゴミやほこりを嫌う為、必ず保護ケースに入れて塵埃の少ない場所で保

管してください。置き方は水平、垂直を問いません。 

 

6.4.3 使用禁止基準 

次のいずれかの項目に該当する場合は、そのカートリッジの継続使用を禁止し、新しいデータ 

カートリッジに取り替える必要があります。 

 

□ 落下させるなどの強い衝撃を与え、データカートリッジが損傷を受けた場合 

□ 清涼飲料、コーヒー、紅茶などの液体、溶剤や金属粉、たばこの灰などで記録面が汚れてい

る場合 

 

 

上記に示すデータカートリッジを使用するとヘッドや装置を損傷したり、汚したりすること

になり、装置の故障の原因となります。また、ヘッドの汚れや損傷に気づかずに、その

まま新しいデータカートリッジを使用すると、新しいデータカートリッジを汚したり、傷つ

けたりして被害を広げるおそれがあります。 
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6.4.4 テープカートリッジの管理に関して 

データカートリッジの寿命は使用頻度によっても異なりますが、以下を参考にしてください 

（温度・湿度・塵埃等の使用環境によって、目安より短くなることがあります）。 

 

□ 新しいデータカートリッジを使用するときに、管理番号を割り当て、その番号をデータカートリッ

ジのラベルに記入しておくと良いでしょう。 

□ データカートリッジ管理番号台帳を作り、使用日を記録し、データカートリッジの使用年数と使

用回数を見積もります。 

□ 定期的にデータカートリッジの管理台帳と標識ラベルを調べ、手元にあるデータカートリッジが

長く使用され、書き込み読み取りエラーが発生したりして信頼性が低い場合は、データカート

リッジを廃棄処分にします。 

 

6.4.5 テープカートリッジの保管について 

□ 決められた保管条件を守り、保管場所を常に清潔に保ってください。 

□ 書き込み禁止にしておくことを推奨します。 

□ 長期間にわたって保管する場合は、常にバックアップデータが復旧可能であることを確認する

ため、定期的にデータの読み出しを行うことを推奨します。 

□ 万一の場合を想定してシステムから遠く離れた場所に保管しておくことを推奨します。 
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第7章 メンテナンス 
 

本製品を常にベストな状態で使用できるようにするための保守の方法について説明します。 

 

 

本製品が万が一破損した場合、もしくは異音や異臭が生じた場合には、回路部分の

ショートや感電を防止するためにも、すみやかに電源スイッチをOFFにして、本製品

の電源コードのプラグをコンセントから抜いてください。 

 

7.1 ドライブクリーニング 

クリーニングは 1 ヶ月に 1回程度を目安に行ってください。 

ただし、使用頻度が高い場合はバックアップ 100時間毎に 1回を目安にクリーニングを行ってくださ

い。クリーニングは下記のいずれかにより実行します。 

 

手動クリーニング 

手動クリーニングは、管理GUIから実行します。ナビゲーションドックから「Drives（ドライブ）」を選

択し、サブメニューの「Drives and Ports」のプルダウンメニューから、「Clean Drive」を実行しま

す。（5.5.3.1「Drives and Ports」参照） 
 

ホストクリーニング 

ホストクリーニングでは、バックアップアプリケーションがクリーニングプロセスの定義と制御を行

うことができます。 

 

オペレーターパネル操作によるクリーニングを行う場合は、クリーニング実施中にバックアップソフト

ウェアのジョブが動作しないことを確認してから実施してください。（必要に応じ、バックアップソフトウ

ェアのサービスを停止する等の措置を行ってください。） 
 

 

・クリーニングカートリッジは、クリーニングを行うドライブに対応している専用のクリー

ニングカートリッジをご使用ください。 

・クリーニングカートリッジは、50回まで使用できます。使用回数を記録し、50回に達し

ましたら、カートリッジを交換してください。使用回数制限に達したクリーニングカートリ

ッジを使用しても、ドライブはクリーニングを行いません。クリーニングカートリッジが使

用回数制限に達したことを検出すると、オペレーターパネルのステータス

LED(Attention LED)が点灯します。  

・クリーニングカートリッジにクリーニングカートリッジ用のバーコードが貼付されていな

い場合は[Clean Drive]は動作しません。その場合は、[Move Cartridge]を使用してク

リーニングを行ってください。 

・NetVault は接続するライブラリによってクリーニングの推奨設定が異なり、推奨設定

以外で使用するとクリーニング動作に問題が発生する場合があります。 

本装置をNetVaultで使用する場合は、Generic Cleaning設定にします。ロードコマン

ド発行のチェックを外し、Generic Cleaning設定にチェックを入れます。 

 

7.1.1 オートクリーニング 
 

 

オートクリーニング機能について： 

LTFS 運用を除き、オートクリーニング機能は無効に設定してください。有効にした場

合、問題が発生することがあります。バックアップソフトがオートクリーニング機能を有し

ている場合、バックアップソフトのオートクリーニング機能をご使用ください。具体的な設

定方法については各バックアップソフトのマニュアルを参照してください。 
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7.2 診断テスト 

ライブラリは診断メニューによって、ライブラリ装置およびドライブ単体の動作を確認することが 

できます。診断テストを実行するカートリッジは、導入キットに添付の診断カートリッジを 

使用してください。 

 

7.2.1 ライブラリテストの実行 

【管理 GUIによるテスト】 

「ライブラリ」> 「Dashboard」>「アクション (Actions)」> 「テスト (Tests)」にアクセスし、実行する 

テスト項目を選択します。（ ）内は実行時間の参考値です。 

– ライブラリの検査 

– Demo Mode(デモモード) 

① Seating(ドライブにカートリッジを置く動作のみ) 約 1分／1サイクル 

スロットにあるカートリッジを順次ドライブへ移動する動作を指定した回数繰り返します。 

このテストではカートリッジからテープは引き出されません。 

② Threading(テープを引き出し動作あり) 約 2分／1サイクル 

スロットにあるカートリッジを順次ドライブへ移動する動作を指定した回数繰り返します。 

このテストではドライブでのテープ引き出し動作があります。 

 

 

装置のカートリッジが順次使用されますので、テストに使用しないカートリッジは 

テスト実行前に装置の外に取り出してください。 

 

– Drive Test(ドライブテスト) 

以下の②③④のテスト実行には診断カートリッジが必要です。選択した I/Oステーションの最上

段のスロットに診断カートリッジを入れてください。 

① Power On Self Test（30秒／LTO-8 SAS） 

ドライブ電源投入時の自己診断テストを行います。 

② Normal Read／Write Test（12分／LTO-8 SAS） 

診断カートリッジでデータの書き込みと読み出しのテストを行います。 

③ Head Test（17分／LTO-8 SAS） 

ヘッドモジュールのテストを行います。 

④ Media Test（17分／LTO-8 SAS） 

メディアテストを行います。 

⑤ Wrap Test（本テストは使用しません） 

– Slot to Slot Exerciser(スロット間エクササイザー)（30秒／1サイクル） 
 

【オペレーターパネルからのテスト】 

「保守 (Maintenance)」> 「ライブラリテスト (Library Tests)」にアクセスし、実行する 

テスト項目を選択します。 

– Demo Mode(デモモード) 

– Drive Diagnostics(ドライブ診断) 

オペレーターパネルの操作詳細は4.2.3「Maintenance（保守）」を参照してください。 
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7.3 装置本体外装の清掃 

外観の汚れは、やわらかい布に水、または洗剤を含ませて軽く拭いてください。 

 

 

装置本体をクリーニングするときは、必ず装置の電源を OFF して電源プラグをコン

セントから抜いてから行ってください。電源ONのまま装置内部の清掃を行うと、手を

挟まれたり、巻き込まれたりして、けがをするおそれがあります。 

 

 

ベンジン、シンナーなど（揮発性のもの）の薬品を用いて拭いたりしますと、変形や変

色の原因となることがあります。また、殺虫剤をかけたりした場合でも変形や変色の

原因となることがありますので、ご注意ください。 

 

7.4 テープカートリッジの清掃 

取り出したカートリッジの表面に付着した塵埃を市販の乾いた綿棒などを使用して拭き取ります。 

 

 

テープカートリッジ内部へ塵埃が進入する原因となりますので、クリーニングの際に

はテープカートリッジのシャッター部を開けないように注意してください。 

 

7.5 ファームウェアの更新について 
ライブラリファームウェアの更新はリモート管理インターフェースから行います。 

ドライブファームウェアの更新はリモート管理インターフェースから行います。 

 

7.5.1 ライブラリファームウェアの確認と更新 

5.5.2.1「Dashboard」→「Update Library Firmware」を参照して、ライブラリのファームウェアの

確認とアップデートを行います。(5.5.6.1「Library」からも同様の操作が可能です) 

 

 

ライブラリファームウェアを更新した場合、 

「ライブラリ」＞「Dashboard」＞「Export Library Logs」 

を選択し、画面の指示に従ってログファイルをセーブしてください。 

ログファイルは大切に保管してください。 

保守時にログファイルにてファームウェアを確認させていただく場合があります。ログ 

ファイルを紛失していた場合はファームウェアの確認ができません。この場合、最新 

ファームウェアが適用されます。 

 

7.5.2 ドライブファームウェアの確認と更新 

5.5.3.1「Drives and Ports」→「Update Drive Firmware」を参照して、ドライブのファームウェア

の確認とアップデートを行います。 

 

7.6 障害解析について 

障害解析手順は、8.2「イベント情報の検索」を参照してください。 
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7.7 装置の移動について 

本製品を移動または輸送する際は、次の手順にしたがってください。 

 

 
システムを終了するときは、項3.3「システムの終了」を参照してください。 

 
 

 

インターフェースが非アクティブな状態になるまで本製品の電源をOFFにしないでくだ

さい。バスがアクティブな状態のときに電源を OFF にすると、データが失われたり、不

安定なバス状態になったりすることがあります。コンピュータが LANに接続されている

ときは、電源を OFFにする前に必ずシステム管理者に連絡してください。 

 
 

 

本製品を輸送する場合は、購入時の梱包箱と梱包材で装置を梱包してください。梱包

材がない場合は、輸送の際に装置に衝撃を与えないよう緩衝材などを使って装置を

梱包してください。テープカートリッジを取り出してから輸送することを推奨します。 

テープカートリッジを取り出さずに輸送し破損した場合、責任は負いません。テープカ

ートリッジを取り出さずに輸送する場合はスロットから飛び出す可能性があります。 

もしテープカートリッジを装置のスロットに格納したまま輸送する場合は、輸送したあ

と、テープカートリッジをスロットにきちんと格納されているか確認した上で装置の電源 

を On してください。 
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第8章 故障および異常時の対処 
本章では本製品のトラブルシューティングの方法を示しています。本製品をご使用中に「故障か

な？」と思われる症状が発生したときは、8.1「トラブルシューティング」を参考にチェックしてくださ

い。 

本体装置またはアプリケーションソフトウェアに関連する問題については、本体装置やアプリケー 

ションソフトウェアのマニュアルを参照してください。 

 

 

万一、煙、異臭、異音などが生じた場合は、ただちに電源を切断し、電源プラグを 

コンセントから抜いてください。そのまま使用すると、火災のおそれがあります。 

なお、動作中にライブラリの電源を切断した場合、データが壊れることがあります。 

 

重要 トラブルシューティングの前に  

このライブラリは、ラックマウントキットを使用してラックに正しく取り付けられてい

る場合に動作するよう設計されています。レールに正しく取り付けられていない

ライブラリを操作すると、エラーが発生するおそれがあります。ライブラリの上に

重量をかけた場合にも、エラーが発生する場合があります。 

 

8.1 トラブルシューティング 
 

現象 確 認 方 法 

電源  

本製品に電源が入らない。 

 

メッセージがディスプレイに

表示されない。 

・AC電源コードの接続をチェックします。 

・コンセントに電気が流れているかどうかを確認します。 

別の使用可能なコンセントで試します。 

・AC電源コードを交換します。 

・本製品背面にある排気口から風が出ていることを確認します。 

本製品の電源がオフになら

ない。 

・電源ボタンを 5秒間押し続けます。 

・電源がオフになったか確認します。オフにならない場合、電源ボタン

を 10秒間押し続けます。 

・それでも電源がオフにならない場合はAC電源ケーブルを抜いてくだ

さい。 

接続 

ホストが本製品を検出しな

い。 

・本製品にケーブルが正しく取り付けられているかどうかを確認しま

す。 

・本製品がオペレーティングシステムで認識されているかどうかを確

認します。 

・FC接続の場合、トポロジが適切に設定されているか確認してくださ

い。詳細は、5.5.3.1「Drives and Ports」をご確認ください。 

・FC-SwitchのWWN zoning設定をご確認ください。 

FC-SwitchにてWWN zoningを使用している場合には、FC HBA 

交換後に FC-Switch側でWWN zoningの再設定が必要になりま

す。 

(Port zoning使用時は再設定不要です。) 

・Target ID固定の再設定有無をご確認ください。 

Target ID固定設定を行っている場合は、FC HBA交換後に Target 

ID固定設定の再設定を行う必要があります。詳細は以下をご確認く

ださい。 
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管理 GUIに接続できない。 

・イーサネットケーブルが基本モジュールのコントローラーカードおよ

び LAN に接続されていることを確認します。 

・デバイスの電源が ONのとき、RJ45 (LAN) コネクターのリンク 

LED が点灯していることを確認します。LED が点灯していない場

合、デバイスは LAN と通信していません。ネットワーク管理者に連

絡して支援を依頼してください。 

・デバイスが有効な静的ネットワークアドレスで構成されているか、ま

たはデバイスがネットワークアドレスを取得できるように DHCP が

使用可能になっているかを確認します。DHCP を使用する場合は、

オペレーターパネルのログイン画面でデバイスのネットワークアドレ

スを書き留めます。有効な DHCPアドレスが使用できない場合、ラ

イブラリは DHCP サーバーと通信していません。ネットワーク管理

者に連絡して支援を依頼してください。 

・デバイスと同じ LAN に接続している Web ブラウザのアドレスバ

ーに、ライブラリの IP アドレスを入力します。「管理 GUI」ページが

表示されない場合は、デバイスの IP アドレスを ping します。ping 

が失敗した場合は、Web ブラウザがあるコンピュータとデバイスと

の間に、ネットワークトラフィックに対するファイアウォールおよび他

の障害物が存在しないことを確認します。ネットワーク管理者に連絡

して支援を依頼してください。 

ライブラリのパフォーマンス 

ライブラリでのデータのバッ

クアップの効率が悪い。 

・バックアップサーバー側のリソース不足やファイルの断片化の進行、

小さいサイズのファイルが大量に存在するなどしていないかどうか確

認します。 

・バックアップサーバー上で、HDD の暗号化ソフトが動作していない

か確認します。 

・1 つのディスクにアクセスが集中して、読み出しが遅くなっていること

はないか確認します。 

・お買い求めの販売店、または保守サービス会社にご連絡ください。 

動作 

テープカートリッジに書き込

みができない。 

・ファイルシステムに対するホストデバイスのアクセス権限をチェックし

ます。 

・使用しているテープ種別が正しいかどうかを確認します。 

・テープカートリッジの書き込み禁止タブをチェックして、書き込み可能

状態になっているかどうかを確認します。 

・新しいテープカートリッジに取り替えます。 
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現象 確 認 方 法 

クリーニング 

クリーニングメッセージが繰

り返し表示される。 

・既存のクリーニングテープを新しいクリーニングテープと交換します。 

・ドライブのクリーニング後もステータス LEDでクリーニングを要求す

る LEDが点灯する場合は、クリーニングテープを交換します。 

その他 

カートリッジがドライブに残

っている。 

・バックアップアプリケーションの設定を確認してください。 

（バックアップ終了後、Ejectする指定に変更する） 

・オペレーターパネルからは4.2.1「Operation（操作）」、管理 GUIから

は5.5.4.1「Cartridges and Slots」の(2)Move Cartridgesを実行しま

す。 

カートリッジをストレージス 

ロットから取り外せない。 

1. マガジンをアンロックし、ストレージスロットにアクセスできるまで伸

ばします。 

2. カートリッジを持って、ストレージスロットから取り外します。テープ

によっては、マガジンからの出し入れ時に自由に動かせるよう調整

するため、挿入と取り外しを何度か行う必要があります。 

3. バーコードラベルをチェックして、カートリッジにしっかり貼られてい

ることを確認します。 

4. カートリッジに損傷がないかを確認します。 

ユーザーアカウントがロック

された。 

オペレーターパネルの「Configuration(構成)」> 「User Accounts（ユ

ーザーアカウント）」> 「アクセス」のリカバリ (AccessRecovery)」ペー

ジ(4.2.2参照)で、管理 GUIにログインするための一時管理者パスワ

ードを受け取ることができます。有効期間は 2 時間です。 

一時管理者パスワードで管理 GUIにログイン後、5.5.5.1「Local 

Users」を参照し、ログインパスワードを変更します。 

別の環境から最近インポー

トされたカートリッジによっ

て問題が発生。 

メディアをある環境から別の環境に移動すると、そのメディアが新しい

状態に順応するまで問題が発生する可能性があります。カートリッジ

は、使用前に少なくとも 24 時間は環境に順応させることが必要で

す。特に、カートリッジがデバイスとはまったく異なる温度または湿度

レベルの環境に保管されていた場合には重要です。 

装置の障害発生を示す

LED は消灯しているが、バ

ック 

アップソフトウェアでジョブ

(バックアップ処理/リストア

処理)が異常終了した。 

ジョブの失敗の原因がドライブかテープカートリッジか判断できる場合

はドライブ/テープカートリッジの交換をお願いします。 

ジョブの失敗の原因がドライブかテープカートリッジか判断できない場

合、以下の順番で対応をお願いします。 

1. ドライブクリーニングの実施 

2. クリーニング後、事象が解消しない場合は、テープカートリッジを

交換します。 

3. 交換実施後も事象が解消しない場合、7.2.1「ライブラリテストの実

行」を参照して、「Drive Tests」の｢Normal Read／Write Test｣を

実施します。 

4. 上記テストがエラーなく完了する場合、テープカートリッジ側の問

題の有無の確認、上位ホスト/ソフトウェアからの確認をお願いしま

す。 

5. テストが失敗する場合、ドライブを交換します。 

 

テストの実行には診断カートリッジが必要となります。(装置添付品) 

(注)：診断ではテープカートリッジに対するWriteテストも行いますの

で、診断カートリッジ以外での実施はしないでください。 

また、テスト実行の際は、バックアップソフトのサービスの停止をお願

いします。 
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装置の障害発生を示す

LEDが点灯している。 

1. オペレーターパネルからエラーメッセージを確認してください。 

2. 付録のエラーコード表を参考に、エラー時の対応を行います。 

 

エラーの原因がドライブかテープカートリッジか判断できない場合、以

下の順番で対応をお願いします。 

1. ドライブクリーニングの実施 

2. クリーニング後、事象が解消しない場合は、テープカートリッジを交

換します。 

3. 交換実施後も事象が解消しない場合、7.2.1「ライブラリテストの実

行」を参照して、「Drive Tests」の｢Normal Read/Write Test｣を実

施します。 

4. 上記テストがエラーなく完了する場合、テープカートリッジ側の問題

の有無の確認、上位ホスト/ソフトウェアからの確認をお願いしま

す。 

5. テストが失敗する場合、ドライブを交換します。 

カートリッジに貼られている

バーコ―ドラベルを認識で

きない。 

・カートリッジを他のスロットに格納し直してください。 

・管理 GUIの「LIBRARY」>「Dashboard」>「Action」>「Inventory 

Library」から再度インベントリを実行してください。 

(5.5.2.1「Dashboard」の Inventory Library参照) 

ドライブモジュールが認識

されない。 

・管理 GUIの「Drives」>「Actions」>「Reset Drive」から Reset Drive

を実施してください。 

・Reset Drive実施しても事象が解消しない場合、管理 GUIの

「LIBRARY」>「Dashboard」>「Actions」>「Reset Library」から

Reset Libraryを実施してください。 

・Reset Library実施しても事象が解消しない場合、ライブラリの電源

を入れ直します。 

管理 GUIまたはライブラリ上のイベントコード/重要情報 

管理 GUIの「イベントチ 

ケット (Event Ticket)」に表

示されるイベントコード。 

・8.2「イベント情報の検索」を参照してエラーコードを検索します。「イ

ベントコード (Event Codes)」を参照してください。 

・障害の解決を試みてください。 

・必要であれば、ライブラリの電源を入れ直します。 

オペレーターパネルディス

プレイの「エラー」または

「Attention」LED点灯 

管理GUIの「LIBRARY」>「EVENTS」からイベントログを確認します。

(5.5.2.4「Events」参照) 

基本モジュールの前面また

は背面で UID が点灯。 

管理GUIの「LIBRARY」>「EVENTS」からイベントログを確認します。

(5.5.2.4「Events」参照) 

管理 GUIのライブラリダッ

シュボードの「ステータス 

バー」の右端のエラーアイ

コン表示 

アイコンをタップしてイベントについての情報を確認します。(8.2参照) 

「Attention LED」および 

「クリーニング (Cleaning)」

LED」 が点灯。 

クリーニングが必要なドライブが原因である可能性があります。 

管理GUIの「LIBRARY」>「EVENTS」からイベントログを確認します。

(5.5.2.4「Events」参照) 

ドライブの 1 文字ディスプ

レイ(SCD) が表示。 

1. 管理 GUIの「LIBRARY」>「EVENTS」からイベントログを確認しま

す。(5.5.2.4「Events」参照) 

2. SCD を使用します。「付録B.3 シングルキャラクタディスプレイ

(SCD)」のエラーコードを参照してください。 
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オペレーターパネルに

Unconfiguration/Offlineが

表示 

論理ライブラリが構成されていない可能性があります。 

管理 GUIの「LIBRARY」>「Logical Libraries」から論理ライブラリ 

を構築します。(5.5.2.3「Logical Libraries」参照) 

構成ファイル設定が復元さ

れると、「Configuration 

backup file invalid」という

メッセージが表示 

復元する構成ファイルが、有効な構成ファイルであることを確認してく

ださい。 

注: NF6128-01Rで保存した構成ファイルを NF6128-02Rにリストア

することはできません。NF6128-02Rで保存した構成ファイルを

NF6128-01Rにリストアすることはできません。 

ホスト、SNMP、または E メールでのイベント通知 

ホストがエラーメッセージを

受信。 
・センスデータを使用します。表 8-4および表 8-5を参照。 

SNMP モニタリングシステ

ムがトラップを受信。 

管理GUIの「LIBRARY」>「EVENTS」からイベントログを確認します。

(5.5.2.4「Events」参照) 

E メール通知でイベントを

受信。 

管理GUIの「LIBRARY」>「EVENTS」からイベントログを確認します。

(5.5.2.4「Events」参照) 
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8.2 イベント情報の検索 

管理 GUIを用いてイベント情報を検索します。 

[参照のみの場合] 

「ライブラリ」> 「Dashboard」の画面の「ステータスバー」の右端のエラーアイコン(矢印部)をクリック

して、「Error and Warning Events」の画面を開きます。 

 

   
 

表示された「Error and Warning Events」の画面の確認したい項目の行をクリックして、イベントコー

ドを表示させます。(下記はイベントコード：4008、Cleaning Tape expiredの例です) 

 

イベントコードについては、8.5.1「主要なエラーイベント」と8.5.2「警告エラーイベント」を参照してくだ

さい。 

 

クリック 
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[イベントコードをダウンロードする場合] 

「ライブラリ」＞「Dashboard」＞「Export Library Logs」を選択し、画面の指示に従ってログファイル

をダウンロードします。 

ログのダウンロード時にはライブラリがオフラインになることはなく、進行中のジョブに影響を与える

こともなくダウンロード可能です。 

このログファイルを解凍すると、下記のフォルダとファイルが展開されます。 

 

 
「Common_Logs」フォルダの下にある「ticketlog.txt」にイベントログが記録されています。 

最新のログが最上部に記録されています。 

 

 
 

 

オペレーターパネルからのイベントコードの参照について： 

オペレーターパネルからイベントコードを参照する場合は、 

「Home」> 「Maintenance」> 「View Events」から「View Error Events」または 

「View Warning Events」を選択することで参照できます。 

    
 

 
 

8.3 障害のあるコンポーネントの識別 
1. 管理 GUI: 「ライブラリ (Library)」>「アクション (Actions)」> 「UID(識別ライト）を ON または

OFFにする (Turn Identifier Light On or Off)」画面で、UID LED を活動化します。 

このアクションによって基本モジュールの前面および背面に青色 LED が点灯し、障害のあるモ

ジュールまたはコンポーネントを収容しているライブラリを識別できます。 

2. 障害のあるコンポーネントを収容しているライブラリ内のモジュールを識別します。 

A) 「ホーム (Home)」画面の左上で、エラーを示しているモジュールを見つけます。 

B) 障害のあるコンポーネントの情報については、そのモジュールをクリックまたはタップします。 
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8.4 障害により点灯した LEDの消灯 

管理 GUI を用いてオペレーターパネルに点灯した Attention 状態を示す LED とエラー状態を示す

LEDを消灯させます。 

 

「ライブラリ」> 「Dashboard」の画面の「ステータスバー」の右端のエラーアイコン(矢印部)を 

クリックして、「Error and Warning Events」の画面を開きます。 

 

   
 

表示された「Error and Warning Events」の画面の確認したい項目の行をクリックして、 

イベントコードを表示させます。(下記はイベントコード：4008、Cleaning Tape expiredの例です) 

 

 
 

表示された「Event Details」の画面の[Mark Inactive]をクリックすると表示させている 

イベントコードは closed状態となり、「Error and Warning Events」に表示されなくなります。 

closed したイベントコードによって点灯していた Attention状態を示す LEDあるいはエラー状態を 

示す LEDは消灯されます。 

 

 

[Mark Inactive]の操作で Attention状態を示す LEDあるいはエラー状態を示す LED

を消灯させても、再び LED が点灯する場合は、closed したイベントコードのエラーが

解決していない可能性があります。 

 

クリック 
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8.5 各種エラーおよびステータスコード 

8.5.1 主要なエラーイベント 
 

表 8-1 主要なエラーイベント 

イベント

コード 

メッセージテキストおよび

説明 
詳細および解決方法 

2000 
カートリッジの移動が失

敗した。 

ソースエレメントおよび宛先エレメントを確認して、移動操作を

再試行します。 

2002 

初期モジュールディスカ

バリ (拡張モジュールの

検出) が失敗した。 

サービス担当員にお問い合わせください。 

2003 

ライブラリの温度がクリ 

ティカル温度しきい値を

超過した。 

以下を確認します 

1. ドライブが存在しないところには、ドライブのカバープレート

が取り付けられている。 

2. すべての電源モジュールが取り付けられている。 

3. 周囲の室内温度が制限内に収まっている。 

2004 
ライブラリの始動プロセ

スが失敗した。 

・ マガジンがクローズされていて、カートリッジがしっかり取り

付けられており、アクセッサーの障害物が存在しないことを

確認します。 

・ モジュールの位置合わせロック (モジュール背面) が適切

な位置にあることを確認します。 

・ エラーが解決しない場合はライブラリベントの情報を確認す

るか、またはライブラリを再始動します。 

サービス担当員にお問い合わせください。 

2005 
アクセッサーへのケーブ

ルの破損。 
サービス担当員にお問い合わせください。 

2009 

アクセッサーの問題が原

因でライブラリテストが失

敗した。 

・ テスト要件を確認し、テストを再試行します。 

・ テストの失敗が継続する場合は、アクセッサーに障害物が

ないか、アクセッサーに他の問題がないかを確認します。 

・ 適切な動作のためには、アクセッサーがライブラリの下部に

アクセスできなければなりません。アクセッサーのパス内で、

ライブラリの下部またはライブラリの下部カバーに、障害物

がないこと確認します。 

1. ライブラリの下部の障害物を確認するためには、まず「電源

ボタン」を 4 秒間押してライブラリの電源を切り、「デフォル

トの停止 (Default Park)」位置を選択します。 

2. ライブラリの電源が OFF されたら、最下部にあるライブラリ

モジュールの左のマガジンを取り外し、下部カバーの全域

にアクセッサーのパスに対して障害となる可能性のある物

がまったくないことを確認します。 

3. あらゆる障害物を除去したら、マガジンを元の位置に戻し、

ライブラリの電源を ONにします。ライブラリによる初期化と

インベントリの終了後、さらなるクリティカルイベントが生成

されないことを確認します。 

2010 

スプーリング機構の障害

が原因でライブラリテスト

が失敗した。 

サービス担当員にお問い合わせください。 
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イベント

コード 

メッセージテキストおよび

説明 
詳細および解決方法 

2012 
複数の下部カバーが検

出された。 
サービス担当員にお問い合わせください。 

2013 
複数の上部カバーが検

出された。 
サービス担当員にお問い合わせください。 

2014 
下部カバーが欠落してい

る。 
サービス担当員にお問い合わせください。 

2015 
上部カバーが欠落してい

る。 
サービス担当員にお問い合わせください。 

2016 
ユニット間がロックされて

いない。 

ライブラリ内の他のモジュールの上にあるすべてのモジュール

で、位置合わせ機構が使用されていることを確認します。 

2017 
スタックディスカバープロ

セス中の通信エラー。 

・ モジュールの位置合わせロック (モジュール背面) が適切な

位置にあることを確認します。 

サービス担当員にお問い合わせください。 

2021 
データベースアクセスエ

ラー。 
構成バックアップを復元し、電源を入れ直します。 

2022 
ドライブが稼働中に取り

外された。 
サービス担当員にお問い合わせください。 

2023 内部ソフトウェアエラー。 サービス担当員にお問い合わせください。 

2024 未処理の例外 サービス担当員にお問い合わせください。 

2027 

スロットからカートリッジ

を引き出す動作が失敗し

た。 

・ ラベルまたはカートリッジの誤配置が、カートリッジがスロット

またはドライブから排出されるのを妨げていないかを確認し

ます。 

・ 適切な動作のためには、アクセッサーがライブラリの下部に

アクセスできなければなりません。アクセッサーのパス内で、

ライブラリの下部またはライブラリの下部カバーに、障害物

が存在しないこと確認します。 

1. ライブラリの下部の障害物を確認するためには、まず「電源

ボタン」を 4 秒間押してライブラリの電源を切り、「デフォル

トの停止 (Default Park)」位置を選択します。 

2. ライブラリの電源が OFF されたら、最下部にある ライブラ

リモジュールの左のマガジンを取り外し、下部カバーの全域

にアクセッサーのパスに対して障害となる可能性のある物

がまったくないことを確認します。 

3. 障害物を除去したら、マガジンを元の位置に戻し、ライブラ

リの電源をONにします。ライブラリによる初期化とインベン

トリの終了後、さらなるクリティカルイベントが生成されない

ことを確認します。 
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イベント

コード 

メッセージテキストおよび

説明 
詳細および解決方法 

2028 

スロットにカートリッジを

挿入する動作が失敗し

た。 

・ ラベルまたはカートリッジの誤配置が、カートリッジがスロッ

トまたはドライブから排出されるのを妨げていないかを確認

します。 

・ 適切な動作のためには、アクセッサーがライブラリの下部に

アクセスできなければなりません。アクセッサーのパス内

で、ライブラリの下部またはライブラリの下部カバーに、障害

物が存在しないこと確認します。 

1. ライブラリの下部の障害物を確認するためには、まず「電源

ボタン」を 4 秒間押してライブラリの電源を切り、「デフォル

トの停止 (Default Park)」位置を選択します。 

2. ライブラリの電源が OFF されたら、最下部にあるライブラリ

モジュールの左のマガジンを取り外し、下部カバーの全域

にアクセッサーのパスに対して障害となる可能性のある物

がまったくないことを確認します。 

3. 障害物を除去したら、マガジンを元の位置に戻し、ライブラ

リの電源をONにします。ライブラリによる初期化とインベン

トリの終了後、さらなるクリティカルイベントが生成されない

ことを確認します。 

2029 

アクセッサーの前後の位

置決めエラーに起因する

初期化の失敗。 

サービス担当員にお問い合わせください。 

2032 

アクセッサーの回転位置

決めエラーに起因する初

期化の失敗。 

サービス担当員にお問い合わせください。 

2033 

アクセッサーの垂直位置

決めエラーに起因する初

期化の失敗。 

・ アクセッサーの垂直方向のパスに、はみ出したカートリッジ

などの障害物がないかを確認します。 

・ 適切な動作のためには、アクセッサーがライブラリの下部に

アクセスできなければなりません。アクセッサーのパス内

で、ライブラリの下部またはライブラリの下部カバーに、障害

物が存在しないこと確認します。 

1. ライブラリの下部の障害物を確認するためには、まず「電源

ボタン」を 4 秒間押してライブラリの電源を切り、「デフォル

トの停止 (Default Park)」位置を選択します。 

2. ライブラリの電源が OFF されたら、最下部にあるライブラリ

モジュールの左のマガジンを取り外し、下部カバーの全域

にアクセッサーのパスに対して障害となる可能性のある物

がまったくないことを確認します。 

3. 障害物を除去したら、マガジンを元の位置に戻し、ライブラ

リの電源を ONにします。ライブラリによる初期化とインベン

トリの終了後、さらなるクリティカルイベントが生成されない

ことを確認します。 

2034 

初期化時に、スプーリン

グ機構へのケーブルが

破損。 

サービス担当員にお問い合わせください。 

2035 

アクセッサーのグリッ 

パー位置決めエラーに

起因する初期化の失敗。 

アクセッサーの垂直方向のパスに、アクセッサーのシャトルの

上に乗ってしまっているカートリッジや、またはアクセッサーの

動作の妨げとなるような障害物がないかを確認します。 
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イベント

コード 

メッセージテキストおよび

説明 
詳細および解決方法 

2036 
意図しないプロセス終

了。 

システムを再始動するか、またはシステムの電源を入れ直しま

す。 

サービス担当員にお問い合わせください。 

2037 

アクセッサーファームウェ

アのバージョンアップに

失敗した。 

システムを再始動するか、またはシステムの電源を入れ直しま

す。 

サービス担当員にお問い合わせください。 

2038 
モジュールへの接続が

失われた。 

システムを再始動するか、またはシステムの電源を入れ直しま

す。 

サービス担当員にお問い合わせください。 

2039 

カートリッジがアクセッ 

サーグリッパーに残さ

れ、オープンロケーション

のいずれにも移動できな

い。 

・ I/Oステーションを使用可能にし、その I/Oステーションに使

用できる空きスロットがあることを確認します。 

・ ライブラリの電源を入れ直します。サービス担当員にお問い

合わせください。 

2040 

ライブラリの検査テストが

クリティカルエラーで失敗

した。 

未定義の障害が発生しました。  

サービス担当員にお問い合わせください。 

2041 

ライブラリの検査テスト

が、装置ロック失敗が原

因で失敗した。 

ライブラリ内の他のモジュールの上にあるすべてのモジュール

で、位置合わせ機構が使用されていることを確認します。 

2042 

ライブラリの検査テスト

が、上部カバーの欠落が

原因で失敗した。 

サービス担当員にお問い合わせください。 

2043 

ライブラリの検査テスト

が、下部カバーの欠落が

原因で失敗した。 

サービス担当員にお問い合わせください。 

2045 

ライブラリの検査テスト

が、メディアの移動テスト

の失敗が原因で失敗し

た。 

ライブラリの検査の最小要件は、アンロード済みドライブが 1

個以上、およびライブラリに取り付けられているそのアンロード

済みドライブと互換性のあるデータカートリッジが 1 個です。

アンロード済みのドライブがない、または互換性のあるメディア

が検出されない場合、テストは失敗し、エラーイベントが生成さ

れます。 

・ 管理 GUIでイベント詳細を表示するには、イベントをクリック

し、次にすべてのイベント詳細を表示して、どのエレメントが

該当の動作障害に関連しているかを確認します。 

・ アクセッサーのパスに、はみ出したカートリッジなどの障害物

がないかを確認します。 

・ モジュール配置およびフレーム配置を確認します。 

2046 

ライブラリの検査テスト

が、ドライブの通信テスト

の失敗が原因で失敗し

た。 

・ 問題が解決しない場合は、ドライブをリセットします。 

サービス担当員にお問い合わせください。 
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イベント

コード 

メッセージテキストおよび

説明 
詳細および解決方法 

2047 

ライブラリの検査テスト

が、バーコードのスキャ

ンテストの失敗が原因で

失敗した。 

・ アクセッサーのカートリッジテーブルで、バーコードのスキャ

ンモジュールの前に障害物がないことを確認します。 

・ エラーが解決しない場合は、アクセッサーを取り替えます。 

・ 適切な動作のためには、アクセッサーがライブラリの下部に

アクセスできなければなりません。アクセッサーのパス内で、

ライブラリの下部またはライブラリの下部カバーに、障害物

がないこと確認します。 

1. ライブラリの下部の障害物を確認するためには、まず「電源

ボタン」を 4 秒間押してライブラリの電源を切り、「デフォル

トの停止 (Default Park)」位置を選択します。 

2. ライブラリの電源が OFF されたら、最下部にあるライブラリ

モジュールの左のマガジンを取り外し、下部カバーの全域

にアクセッサーのパスに対して障害となる可能性のある物

がまったくないことを確認します。 

3. 障害物を除去したら、マガジンを元の位置に戻し、ライブラ

リの電源を ONにします。ライブラリによる初期化とインベン

トリの終了後、さらなるクリティカルイベントが生成されない

ことを確認します。 

2052 

1つ以上のモジュールで

オープンしているマガジ

ンが検出された。 

すべてのマガジンが挿入され、適切にロックされていることを確

認します。ライブラリが動作していてアクセッサーが移動してい

る間は、緊急時リリースを使用してマガジンをオープンしないで

ください。 

2053 
開いている上部カバーが

検出された。 

上部カバーが挿入され、適切にロックされていることを確認しま

す。ライブラリが動作していてアクセッサーが移動している間

は、緊急時リリースを使用して上部カバーを開かないでくださ

い。 

2054 
開いている下部カバーが

検出された。 

下部カバーが挿入され、適切にロックされていることを確認しま

す。ライブラリが動作していてアクセッサーが移動している間

は、緊急時リリースを使用して下部カバーを開かないでくださ

い。 

2055 
オープンしている装置 

ロックが検出された。 

すべての装置ロックが適切にロックされていることを確認しま

す。ライブラリが動作していてアクセッサーが移動している間

は、緊急時リリースを使用して装置ロックをオープンしないでく

ださい。 

2056 

取り出し装置のプッシュ/

プル位置決めエラーに起

因する初期化の失敗。 

アクセッサーの水平方向のパスに、はみ出したカートリッジや

進行の妨げになるケーブルなどの障害物がないかを確認しま

す。 

2057 

配送用ロックが不適切な

位置にあることに起因す

る始動の失敗。 

1. 取り出し装置アセンブリにアクセスし、配送用ロックレバーを

手動でロックまたはアンロックのいずれかの位置に動かしま

す。 

2. 配送用ロックをいずれかの適切な位置に動かしたら、ライブ

ラリを再始動します。 

2061 

ドライブからカートリッジ

を引き出す動作が失敗し

た。 

ラベルまたはカートリッジの誤配置が、カートリッジがドライブか

ら排出されるのを妨げていないかを確認します。 

2062 

ドライブにカートリッジを

挿入する動作が失敗し

た。 

ラベルまたはカートリッジの誤配置が、カートリッジがドライブか

ら排出されるのを妨げていないかを確認します。 
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イベント

コード 

メッセージテキストおよび

説明 
詳細および解決方法 

2063 

ドライブの前で取り出し

装置を位置決めする動

作が失敗した。 

アクセッサーの水平方向または垂直方向のパスに障害物がな

いかを確認します。例として、カートリッジがスロットに完全に取

り付けられていない、アクセッサーが水平に取り付けられてい

ない、アクセッサーのスプーリングケーブルに進行を妨げるよう

な問題がある、などが考えられます。 

2064 
ライブラリテストがクリテ

ィカルエラーで失敗した。 

未定義の障害が発生しました。 

サービス担当員にお問い合わせください。 

2065 

ライブラリの始動プロセ

スが、アクセッサーの初

期化問題が原因で失敗

した。 

・ マガジンがクローズされていて、カートリッジがしっかり取り

付けられており、アクセッサーの障害物が存在しないことを

確認します。 

・ 上部カバーおよび下部カバーがライブラリに適切に取り付け

られていることを確認します。 

・ モジュールの位置合わせロック (モジュール背面) が適切な

位置にあることを確認します。 

・ アクセッサーが前後には移動するが垂直には移動しない場

合、アクセッサーの配送用ロックが適切な位置にない場合が

あります。完全にロックがかかる位置か、または完全にアン

ロックされる位置のいずれかに動かす必要があります。 

・ エラーが解決しない場合はライブラリベントの情報を確認す

るか、またはライブラリを再始動します。 

2066 

ライブラリの始動プロセ

スがインベントリスキャン

時に失敗した。 

・ マガジンがクローズされていて、カートリッジがしっかり取り

付けられており、アクセッサーの障害物が存在しないことを

確認します。 

・ 上部カバーおよび下部カバーがライブラリに適切に取り付け

られていることを確認します。 

・ モジュールの位置合わせロック (モジュール背面) が適切な

位置にあることを確認します。 

・ アクセッサーが前後には移動するが垂直には移動しない場

合、アクセッサーの配送用ロックが適切な位置にない場合が

あります。完全にロックがかかる位置か、または完全にアン

ロックされる位置のいずれかに動かす必要があります。 

・ エラーが解決しない場合はライブラリベントの情報を確認す

るか、またはライブラリを再始動します。 

2067 

安全のため、アクセッ 

サーの動作は所定の位

置で停止した。 

・ すべてのモジュールの電源がONになっており、相互接続ケ

ーブルが適切に取り付けられていることを確認します。サー

ビス担当員にお問い合わせください。 

2068 

1 つ以上のモジュールで

緊急停止条件が検出さ

れ、アクセッサーの初期

化が中止された。 

・ すべてのモジュールの電源がONになっており、相互接続ケ

ーブルが適切に取り付けられていることを確認します。サー

ビス担当員にお問い合わせください。 

2069 

バーコードリーダの 

エラーに起因する初期化

の失敗。 

ライブラリを再始動してください。 

サービス担当員にお問い合わせください。 
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イベント

コード 

メッセージテキストおよび

説明 
詳細および解決方法 

2070 

エレベーター軸の問題が

原因でインベントリスキャ

ンが失敗した。 

・ アクセッサーの垂直方向のパスに、はみ出したカートリッジ

などの障害物がないかを確認します。 

・ モジュール配置およびフレーム配置を確認します。 

・ 適切な動作のためには、アクセッサーがライブラリの下部に

アクセスできなければなりません。アクセッサーのパス内で

ライブラリの下部またはライブラリの下部カバーに、障害物

がないこと確認します。 

 

1. ライブラリの下部の障害物を確認するためには、まず「電源

ボタン」を 4 秒間押してライブラリの電源を切り、「デフォル

トの停止 (Default Park)」位置を選択します。 

2. ライブラリの電源が OFF されたら、最下部にあるライブラリ

モジュールの左のマガジンを取り外し、下部カバーの全域

にアクセッサーのパスに対して障害となる可能性のある物

がまったくないことを確認します。 

3. 障害物を除去したら、マガジンを元の位置に戻し、ライブラ

リの電源をONにします。ライブラリによる初期化とインベン

トリの終了後、さらなるクリティカルイベントが生成されない

ことを確認します。 

2071 

スキャンの試行時、取り

出し装置上にカートリッジ

が存在。 

・ アクセッサーのカートリッジテーブルで、バーコードのスキャ

ンモジュールの前に障害物がないことを確認します。 

サービス担当員にお問い合わせください。 

2072 
下部カバーが不適切な

位置で検出された。 
サービス担当員にお問い合わせください。 

2073 
上部カバーが不適切な

位置で検出された。 
サービス担当員にお問い合わせください。 

2074 

ライブラリ始動は GPIO 

エラーが原因で失敗し

た。 

システムを再始動するか、またはシステムの電源を入れ直しま

す。 

2075 

アクセッサーシリアルポ

ートのオープン試行時に

発生したエラーが原因

で、ライブラリ始動が失

敗した。 

システムを再始動するか、またはシステムの電源を入れ直しま

す。 

2076 I2C バス信号が無効 サービス担当員にお問い合わせください。 

2077 
調整データのシャーシへ

の保管が失敗した。 

システムを再始動するか、またはシステムの電源を入れ直しま

す。 

2079 

バーコードリーダの 

ファームウェアのアップ

グレードに失敗した。 

ライブラリを再始動してください。 

サービス担当員にお問い合わせください。 

2080 

スロットまたはドライブへ

の挿入時にカートリッジ

が失われた。 

ソースエレメントまたは宛先エレメントをチェックし、アクセッサ

ーのパスに障害物がないことを確認します。 

2087 

バックプレーンフラッシュ

メモリへのアクセス時に

エラーが発生した。 

ライブラリを再始動してください。 

サービス担当員にお問い合わせください。 
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イベント

コード 

メッセージテキストおよび

説明 
詳細および解決方法 

2089 

互換性がないアクセッ 

サーアセンブリが検出さ

れた。 

互換性がないアクセッサーが検出されました。 

サービス担当員にお問い合わせください。 

2092 

電源遮断プロセス中にア

クセッサーアセンブリの

ロックが失敗した。 

ライブラリの電源をONにします。アクセッサー障害の場合は、

電源ON時にエラーイベントが報告されます。これら新しいエラ

ーについて提案されているソリューションを確認してください。

新しいエラーが報告されていない場合、 2092 イベントは無視

できます。 

2093 

アクセッサーコントロー 

ラーへの通信の確立に

失敗した。 

ライブラリを再始動してください。 

サービス担当員にお問い合わせください。 

2094 

1 つ以上のモジュールで

緊急停止条件が検出さ

れ、アクセッサーによるイ

ンベントリスキャンの実

行が中止された。 

サービス担当員にお問い合わせください。 

2095 

アクセッサーの位置決め

問題が原因でインベント

リスキャンが失敗した。 

アクセッサーの水平方向のパスに、はみ出したり、アクセッ 

サーテーブルの上に乗ってしまっているカートリッジなどの障

害物がないかを確認します。 

2096 

ライブラリコントローラー

で通信インターフェース

の初期化が失敗した。 

ライブラリを再始動してください。 

サービス担当員にお問い合わせください。 

2097 
アクセッサーの再初期化

に失敗した。 

ライブラリを再始動し、それでもエラーが解決しない場合はアク

セッサーを取り替えます。 

2100 

要求された位置へのアク

セッサーの移動に失敗し

ました。 

・ 突き出ているカートリッジなど、アクセッサーの経路に障害物

がないか確認します。 

・ モジュール配置およびフレーム配置を確認します。 

・ アクセッサーがロックされていないか確認します。 

2103 

基本モジュールの下に増

設されている拡張モ 

ジュールが多く、ライブラ

リ構成が正しくありませ

ん。 

基本モジュールの下または上に拡張モジュールが 3台より多く

接続されています。 

2104 

基本モジュールの上に増

設されている拡張モ 

ジュールが多く、ライブラ

リ構成が正しくありませ

ん。 

基本モジュールの下または上に拡張モジュールが 3台より多く

接続されています。 

2105 

水平位置の問題により、

アクセッサーの初期化に

失敗しました。 

アクセッサーの水平経路に障害物がないか確認してください。 
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イベント

コード 

メッセージテキストおよび

説明 
詳細および解決方法 

2106 

エレベーターブロックが

検出され、システムがオ

フラインになりました。 

マガジンから突き出ているカートリッジなど、アクセッサーの垂

直経路に障害物がないか確認してください。 

また、モジュールとフレームの位置合わせも確認してください。 

次の手順に従って、ライブラリの下部または下部に障害物がな

いかどうかを確認します。 

 

1. 前面の電源ボタンを 4 秒間押してライブラリの電源を切

り、[The default parked position] を選択します。 

2. ライブラリの電源を落とした後に、一番下のライブラリモジュ

ールの左側のマガジンを取り外します。 

3. アクセッサーの進路を妨げる可能性のある物を下部カバー

から取り除きます。 

4. マガジンを交換します。 

5. ライブラリの電源を入れます。 

6. ライブラリの初期化とインベントリが完了したら、エラーが再

発生していないことを確認します。 

2120 

ファームウェアのダウン

ロードが阻止されまし

た。1.6.1.0 ファームウェ

アは、ライブラリの最小

要件です。 

1.6.1.0 ファームウェアがライブラリの最小要件です。 

ファームウェアを 1.6.1.0未満にダウングレードはできません。 
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8.5.2 警告エラーイベント 

該当するメッセージがオペレーターコントロールパネルおよび管理 GUIに通知されます。 

 

イベント

コード 
メッセージテキストおよび説明 詳細および解決方法 

4000 
ドライブスレッドのファン速度が

低速すぎる。 
ファンに障害物がないことを確認します。 

4002 ドライブのクリーニングが必要。 
承認されているクリーニングカートリッジでドライブを 

クリーニングします。 

4003 ドライブ構成に失敗した。 

・ ドライブを取り外して取り付け直し、ドライブを再起動

させてください。 

・ 管理GUIの「Drives」>「Actions」>「Reset Drive」から

Reset Driveを実施してください。 

・ Reset Drive実施しても事象が解消しない場合、管理

GUIの「LIBRARY」>「Dashboard」>「Actions」>

「Reset Library」から Reset Libraryを実施してくださ

い。 

・ Reset Library実施しても事象が解消しない場合、ラ

イブラリの電源を入れ直します。 

4004 ドライブ状況要求が失敗した。 
ドライブをリセットします。 

サービス担当員にお問い合わせください。 

4005 
ドライブがクリティカル 

TapeAlert を報告。 

ドライブの電源を入れ直し、ドライブが同じ TapeAlert を

報告するかどうかを確認します。 

4006 
ドライブによって報告された温

度がしきい値を超過した。 

・ ドライブファンが回転し、障害物がなく、 環境温度が

仕様内であることを確認します。 

・ ドライブが取り付けられていない場所にはそれぞれ、

ドライブベイのカバープレートが適切に付けられてい

ることを確認します。 

ドライブのカバープレートは空気の流れを適切にする

ために必要です。 

4007 カートリッジエラー。 
カートリッジを取り外して、損傷の有無を検査する。別の

カートリッジで操作を再試行してください。 

4008 
クリーニングテープの有効期限

が切れた。 

そのクリーニングカートリッジを破棄し、新しいクリーニン

グカートリッジでクリーニング操作を再試行します。 

4009 

1 つ以上の拡張モジュールで

ファームウェアアップグレードが

失敗した。 

サービス担当員にお問い合わせください。 

4010 ドライブに適合性がない。 サービス担当員にお問い合わせください。 

4012 
メディアの問題により、カート 

リッジの移動が失敗した。 

・ イベントの詳細を表示して、関係しているカートリッジ

を特定します。 

・ 他の移動操作でこのメディアに関する問題を指し示す

可能性がある、周囲のイベントを確認します。 

・ メディアをライブラリから取り外し、外観に物理的損傷

が存在しないことを物理的に検査します。 

・ メディアに損傷が見当たらない場合は、メディアをライ

ブラリに戻し、移動操作を再試行します。問題が解決

しない場合は、同じドライブの他のカートリッジで操作

を再試行します。 

・ 問題がメディアにある場合は、そのメディアの使用を

中止します。 
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イベント

コード 
メッセージテキストおよび説明 詳細および解決方法 

4014 
ドライブの問題が原因でライブ

ラリテストが失敗した。 

・ テストパラメータを確認し、テストを再試行します。 

・ テストが失敗した場合、このドライブに関連付けられ

ている特定のイベントがないか、ライブラリベントログ

を確認します。 

4015 
電源モジュールで障害が発生

した。冗長性が使用できない。 

すべての電源モジュール (各モジュールに 2 つ) が適

切に取り付けられており、それぞれの電源モジュールが

有効な給電部に接続されていることを確認します。 

4016 
基本モジュールへの構成デー

タのバックアップが失敗した。 

ライブラリ構成の保存を試み、ライブラリの電源を入れ

直して、操作を再試行します。 

4017 
シャーシからの構成データの復

元が失敗した。 

ライブラリ構成の保存を試み、ライブラリの電源を入れ

直して、操作を再試行します。 

4018 

ファームウェアアップグレードが

失敗した。ファームウェアファイ

ルの適用中に、テープドライブ

によってエラーが報告された。 

ファームウェアファイルがドライブ用として適切であり、ド

ライブはカートリッジがなく正常な状態であることを確認

してから、操作を再試行します。 

4019 
ドライブファームウェアバンドル

のアップグレードが失敗した。 

ファームウェアファイルがドライブ用として適切であり、ド

ライブはカートリッジがなく正常な状態であることを確認

してから、操作を再試行します。 

4020 

ライブラリの電源 ONを妨げて

いる問題が原因で、データベー

スがリセットされた。 

・ ライブラリがデフォルト設定に復元された場合は、 前

に保存された構成ファイルを使用して保存済みの構

成を復元します。 

・ 構成ファイルが存在しない場合は、ライブラリの構成

を進めます。 

4021 

ドライブが、稼働中、データ転

送デバイスとしてアクティブ状

況にあるときに取り外された。 

・ ドライブをライブラリに戻します。 

・ サービス担当員にお問い合わせください。 

4025 
カートリッジエラーが原因で 

ライブラリテストが失敗した。 

カートリッジを取り外して、損傷の有無を検査する。別の

カートリッジで操作を再試行してください。 

4028 
適合性がないメディアが原因で

ライブラリテストが失敗した。 

メディアおよびドライブの LTO 世代を確認します。ご使

用のテープドライブに対して適合性がないカートリッジを

取り外します。 

4029 

ライブラリテストが失敗した。 

カートリッジバーコードがドライ

ブと適合性がないことを示して

いる。 

メディアバーコードラベルの LTO 世代が一致している

かどうかを確認します。ラベルを取り替えるか、またはご

使用のシステムから適合性がないメディアを取り外しま

す。 

4030 
メディアエラーが原因でカート 

リッジの移動操作が失敗した。 

カートリッジを取り外して、損傷の有無を検査する。別の

カートリッジで操作を再試行してください。 

4041 

電源モジュールの冗長性テスト

が失敗したことにより、ライブラ

リの検査が失敗した。 

すべての電源モジュール (各モジュールに 2 つ) が適

切に取り付けられており、それぞれの電源モジュールが

有効な給電部に接続されていることを確認します。 

4044 

ソースエレメントまたは宛先エレ

メントがアクセスできないことが

原因で、ライブラリテストの 1 

つが失敗した。 

ソースエレメントおよび宛先エレメントを確認して、移動

操作を再試行します。 

4059 

暗号化がサポートされていない

ことが原因でドライブ構成が失

敗した。 

ドライブを LTO の世代が第 4 世代以上のモデルに取

り替えるか、またはこの論理ライブラリの暗号化を使用

不可にします。 

 



 

-131-  

 

イベント

コード 
メッセージテキストおよび説明 詳細および解決方法 

4060 
KMIP サーバーへの接続が失

敗した。 

・ ユーザー名とパスワード、ならびに KMIPサーバー

に接続するために必要となるすべてのSSL 証明書を

確認します。 

・ ネットワーク内で KMIP サーバーに接続可能である

ことを確認します。 

・ ウィザードに入力される KMIP サーバーの IPアドレ

スおよびホスト名を確認します。 

4061 
KMIP サーバー上に鍵が検出

されない。 

要求された鍵が KMIP サーバー上で使用可能である

ことを確認します。詳細については、 KMIPサーバーロ

グを確認してください。 

4062 
KMIP サーバーでの鍵作成が

失敗した。 

鍵の作成が失敗した原因の詳細については、KMIP サ

ーバーログを確認してください。 

4063 KMIP 構成が無効。 
KMIP 構成ウィザードを使用して KMIP 構成を確認し

ます。 

4065 
ドライブによってテープのアラー

トフラグが報告された。 

ログに記録された TapeAlert フラグを確認し、

「8.5.3TapeAlert フラグ」セクションで説明を確認しま

す。 

4067 

クリーニングカートリッジの有効

期限がまもなく切れるため、取

り替えが必要。 

カートリッジを取り替えます。 

4072 

自動クリーニングを使用できる

論理ライブラリにクリーニング 

カートリッジが存在しない。 

・ 自動クリーニングは使用可能ですが、論理ライブラリ

にラベルの付いたクリーニングカートリッジが含まれ

ていません。この論理ライブラリにある 1 つ以上のド

ライブで、ライブラリが自動クリーニング機能を実行で

きませんでした。 

・ 有効でラベルの付いたクリーニングカートリッジを 論

理ライブラリに取り付けてから、クリーニングを必要と

するドライブでロードおよびアンロードを実行し、自動

クリーニングを開始します。 

4073 
メディアのソースエレメントが

空。 

ソーススロットを目で確認して、インベントリを再スキャン

します。さらに、有効で読み取り可能なバーコードラベル

を確認します。 

4074 
メディアのソースエレメントが

空。 

ソーススロットを目で確認して、インベントリを再スキャン

します。さらに、有効で読み取り可能なバーコードラベル

を確認します。 

4075 

スロットまたはドライブからの取

り出し時にカートリッジが失わ

れた。 

ソースエレメントまたは宛先エレメントをチェックし、アク

セッサーのパスに障害物がないことを確認します。 

4077 
右のマガジンのアンロックが失

敗した 

・ ライブラリを再始動して操作を再試行します。 

・ テープカートリッジにアクセスするためにマガジン を

取り外す必要がある場合は、まずデバイスの 電源を遮

断してから手動でマガジンをリリースします。マガジンは

一度に 1 つずつオープンできます。 

4078 
左のマガジンのアンロックが失

敗した 

・ ライブラリを再始動して操作を再試行します。 

・ テープカートリッジにアクセスするためにマガジンを取

り外す必要がある場合は、まずデバイスの電源を遮

断してから手動でマガジンをリリースします。マガジン

は一度に 1 つずつオープンできます。 
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イベント

コード 
メッセージテキストおよび説明 詳細および解決方法 

4079 
I/Oステーションのアンロックが

失敗した。 

・ ライブラリを再始動して操作を再試行します。 

・ テープカートリッジにアクセスするために I/Oステーシ

ョンを取り外す必要がある場合は、まずデバイスの電

源を遮断してから手動でマガジンをリリースします。マ

ガジンは一度に 1 つずつオープンできます。 

4080 
ライブラリの検査テストが警告

とともに失敗した。 
サービス担当員にお問い合わせください。 

4085 
ドライブコマンドの再試行期限

切れ。 

・ 動作することが分かっているカートリッジで、ドライブ

の読み取り/書き込みテストを実行します。 (「ライブラ

リ」> 「アクション(Actions)」> 「テスト(Tests)」> 「ドラ

イブテスト (Drive test)」)。 

・ ドライブテストが正常である場合は、再試行に関連す

るエラーがないかをホストで確認します。 

・ ドライブテストが失敗した場合、ドライブを取り替えま

す。 

4086 移動操作が失敗した。 

・ ライブラリの接続先であるネットワークが正常に作動

していることを確認します。 

・ ライブラリを再始動します。 

4089 

1 つ以上のモジュールで自動

調整が失敗した。調整ターゲッ

トへの調節が失敗した。 

・ ライブラリを再調整する必要があります。 

・ このイベントは、ライブラリマガジン上の 1 つ以上の

グレー調整ターゲットが、調整で使用できないことを

示します。 

・ 各モジュールの調整ターゲットを検査し、次に管理

GUIで自動調整ルーチンを繰り返します。 

4090 

1 つ以上のモジュールで自動

調整が失敗した。調整ターゲッ

トが見つからない 

・ ライブラリ再調整する必要があります。 

・ ライブラリファームウェアが最新であることを確認しま

す。 

・ このイベントは、ライブラリマガジン上の 1 つ以上の

グレー調整ターゲットが、調整で使用できないことを

示します。 

・ 各モジュールの調整ターゲットを検査し、次に管理

GUIで自動調整ルーチンを繰り返します。 

4091 

1 つ以上のモジュールで自動

調整が失敗した。調整が範囲

外 

・ ライブラリを再調整する必要があります。 

・ このイベントは、ライブラリマガジン上の 1 つ以上の

グレー調整ターゲットが、調整で使用できないことを

示します。 

・ 各モジュールの調整ターゲットを検査し、次に管理

GUIで自動調整ルーチンを繰り返します。 

4093 
DHCP サーバーからの IP ア

ドレスの取得に失敗した。 

・ ネットワーク構成設定をチェックして、DHCPサーバー

が接続可能かどうかを確認します。 

・ ネットワーク構成メニューを使用するか、またはネット

ワークケーブルのプラグを抜いて数秒後に差し込むこ

とで、ネットワークインターフェースの自動再構成を起

動します。 

4095 

ライブラリテストが失敗した。テ

ストに使用できる有効なカートリ

ッジが不足している。 

カートリッジをライブラリにロードします。 
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イベント

コード 
メッセージテキストおよび説明 詳細および解決方法 

4098 
システム時刻の SNTP との同

期が失敗した。 

「時刻 (Time)」構成で有効な SNTP サーバードレスを

確認します。アドレスが正しい場合は、サーバーがご使

用のネットワークから接続可能であることと、ファイアウ

ォールによってブロックされていないことを確認します。 

4099 
アクセッサーの予期されていな

いリセットが検出された。 
サービス担当員にお問い合わせください。 

4113 ドライブからの移動が失敗した 

ラベルまたはカートリッジの誤配置が、カートリッジがス

ロットまたはドライブから排出されるのを妨げていないか

を確認します。 

4117 

使用可能な電源モジュールが

存在しないため、ドライブが使

用できない。 

サービス担当員にお問い合わせください。 

4119 
内部 IP アドレスが不明のた

め、ドライブが使用できない。 
サービス担当員にお問い合わせください。 

4120 
システムテストに使用可能な空

のドライブが存在しない。 

空のドライブを 1 個以上と、互換性のあるカーリッジを 

1 個確保します。 

4121 

システムテストに使用可能な互

換性のあるメディアが存在しな

い。 

ドライブに空のドライブを 1 個以上と、互換性のある 

カートリッジを 1 個確保します。 

4122 

スロット間エクササイザーテスト

に使用可能なカートリッジが存

在しない。 

ライブラリにカートリッジを 1 個以上と、空きスロットを 

1 個確保します。 

4123 

スロット間エクササイザーテスト

に使用可能な空きスロットが存

在しない。 

ライブラリにカートリッジを 1 個以上と、空きスロットを 

1 個確保します。 

4124 

テープのアンロード時に、ドライ

ブ統計またはメディア統計の取

得に失敗した。 

警告チケットを確認します。メディア関連のテープアラー

トフラグが報告されている場合は、メディアを取り替えま

す。 

4126 

最下部装置のアクセス不能ス

ロットでカートリッジが検出され

た。 

アクセッサーは最下部装置の下部スロットにアクセスで

きません。カートリッジを上部スロットに配置してくださ

い。 

4127 
キャニスターのリセットが原因

でドライブが再始動された。 

ドライブがスロットに適切に取り付けられていること、お

よびつまみねじが締まっていることを確認します。 

サービス担当員にお問い合わせください。 

4128 

取り付け済みの電源モジュー

ルは検出されているが、電力が

提供されていない。 

電源モジュールに電源コードが差し込まれていて、有効

な給電部に接続されていることを確認します。電源は使

用できませんが、この拡張モジュールを引き続きテープ

ストレージに使用できます。テープドライブの動作は不

可能です。 

4129 
ドライブからの移動が失敗し

た。 

ドライブからメディアを取り外す方法について、バックア

ップアプリケーションを確認します。 

成功しない場合は、「操作 (Operations)」メニューの

[Move Cartridge from Drive to Home Slot]オプション

を試行します。 
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イベント

コード 
メッセージテキストおよび説明 詳細および解決方法 

4133 
保護発泡材が基本モジュール

から取り出されていない 

・ ライブラリの電源を OFFにします。 

・ 上部カバーを取り外してから、保護発泡材を取り出し

ます。 

・ 上部カバーを再度取り付けて、ライブラリを再始動し

ます。 

4135 ドライブ診断が失敗した 

別の診断テープを使用してテストをもう一度実行します。

障害が続く場合は、ドライブダンプをダウンロードして、

サービスに連絡してください。 

4136 

基本モジュールは取り付け済

みの電源モジュールを検出した

が、この電源モジュールは電力

を提供していない。 

電源モジュールに電源コードが差し込まれていて、有効

な給電部に接続されていることを確認します。 

4137 
診断テープが取り外されていな

い 

マガジンまたは入出力装置を開いて、オペレーターパネ

ルまたは管理 GUIを使用して診断テープを取り外しま

す。 

4139 
マガジンまたは入出力装置の

操作が失敗した。 

・ アクセッサーの動作を妨げている障害物がないかを

確認します。 

・ ライブラリを再始動して操作を再試行します。 

・ テープカートリッジにアクセスするためにマガジンを取

り外す必要がある場合は、まずデバイスの電源を遮

断してから手動でマガジンをリリースします。マガジン

は一度に 1 つずつオープンできます。 

4140 
パーソナリティー不一致が検出

された 
サービス担当員にお問い合わせください。 

4141 ドライブにクリーニングが必要 
承認されているクリーニングカートリッジでドライブを 

クリーニングします。 

4142 メディア宛先エレメントがフル 
宛先スロットまたは宛先ドライブが空であることを確認し

てから、再試行してください。 

4144 
最下部モジュールのユニット間

がロックされている。 
サービス担当員にお問い合わせください。 

4148 

1台または複数のドライブのド

ライブダンプのダウンロードに

失敗した。 

ダンプをダウンロードする前に、選択したドライブの状態

が Ready状態であることを確認します。 

4150 
シーケンシャルモードの移動操

作に失敗した。 
イベントの詳細を表示して確認します。 

4151 

ドライブファームウェアイメージ

のダウンロードは完了したが、

再起動後にファームウェアのリ

ビジョンは変更されていない。 

アップロードされたファームウェアイメージがドライブの

種類と一致しているかどうかを確認します。 

・ アップロードされたファームウェアイメージが破損して

いないことを確認します。 

・ アップロードされたファームウェアイメージの整合性が

不明の場合は、webサイトから新しいファームウェア

イメージをダウンロードします。 

4163 
ドライブスレッドの検出がタイム

アウトした。 

・ すべてのモジュールに電源が供給され、接続ケーブ

ルが正しく接続されていることを確認します。 

・ このイベントが複数のモジュールで発生する場合は、

モジュールが接続されているネットワークで、異常な

動作が発生していないことを確認します。 

・ システムを再起動して、モジュールを再認識させま

す。 
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イベント

コード 
メッセージテキストおよび説明 詳細および解決方法 

4164 

予期しない空またはフルスロッ

トが原因でインベントリが更新さ

れた。 

予期しない空またはフルスロットが原因で移動が失敗し

た場合、スロットは再スキャンされ、インベントリは修正さ

れます。 

4165 
最下部のユニットの下部マガジ

ンスロットにアクセスできない。 

40スロットへのアクセスをサポートしているアクセッサー

に交換してください。 

4166 
ドライブの自己診断に失敗し

た。 

ドライブをリセットし、自己診断を再実行してください。 

障害が続く場合は、ドライブダンプをダウンロードして、

サービスに連絡してください。 

4167 
ドライブのプライマリ ポート診

断に失敗した。 

コネクターが選択したポートに正しく接続されているかを

確認します。 

4175 
デフォルトの論理ライブラリを作

成できませんでした。 

ライブラリ起動時にエラーが発生していないこと、および

ライブラリに少なくとも 1 つのドライブが存在することを

確認してください。 
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8.5.3 TapeAlert フラグ 

TapeAlert とは、テープドライブ、オートローダー、およびライブラリなどのデバイスで発生する状

況条件と問題を定義する規格です。この規格により、サーバーは、SCSI バスを使用してテープ

ドライブから TapeAlert メッセージ (フラグと呼ばれる) を読み取ることができます。ライブラリと

ドライブの TapeAlert フラグの情報については、表 8-2と表 8-3を参照してください。 

 

表 8-2 ライブラリでサポートされる TapeAlert フラグ 

パラメータ

コード 
フラグ名 タイプ 説明 

01d 

ライブラリ 

ハードウェア
A(Library 
Hardware A) 

Ｃ 

ライブラリ機構がドライブとの通信で障害を起こしている。 

・ ライブラリの電源を OFFにしてから、ONにします。 

・ 操作を再開します。 

・ 問題が解決しない場合には、テクニカルサポートに連絡して

ください。 

02d 

ライブラリ 

ハードウェア
B(Library 
Hardware B) 

Ｗ 
ライブラリ機構に問題がある。問題が解決しない場合には、テ

クニカルサポートに連絡してください。 

04d 

ライブラリ 

ハードウェア
D(Library 
Hardware D) 

Ｃ 

ライブラリに、機械に関連しない障害、またはリカバリするため

に電源の入れ直しが必要なハードウェア障害が発生した。 

・ ライブラリの電源を OFFにしてから、ONにします。 

・ 操作を再開します。 

・ 問題が解決しない場合には、テクニカルサポートに連絡して

ください。 

05d 

ライブラリ診

断が必要 

(Library 
Diagnostics 
Required) 

Ｗ 

ライブラリ機構にハードウェア障害が発生した可能性がある。 

 

拡張診断を実行して問題の検査および診断を行います。拡張

診断テストの実行に関するデバイス固有の手順について、ライ

ブラリのユーザーズマニュアルを確認します。 

13d 

ライブラリの

ピッキング再

試行 

(Library Pick 
Retry) 

Ｗ 

カートリッジを排出しているドライブ、またはスロットからカート 

リッジを取り出しているライブラリに、問題が起きている可能性

があります。 

・ この時点ではアクションは不要です。 

・ 問題が解決しない場合には、テクニカルサポートに連絡して

ください。 

14d 

ライブラリの

設置再試行 

(Library 
Place Retry) 

Ｗ 

カートリッジをスロットに取り付けているライブラリ機構に問題

が起きている可能性があります。 

・ この時点ではアクションは不要です。 

・ 問題が解決しない場合には、テクニカルサポートに連絡して

ください。 

15d 

ライブラリの

ロード再試行 

(Library 
Load Retry) 

Ｗ 

カートリッジをロードしているドライブまたはライブラリの機構に

問題が起きているか、またはカートリッジに互換性がない可能

性があります。 

このフラグは次の移動コマンドを受信するとクリアされます。 

16d ライブラリドア Ｃ 

ライブラリドアが開いているため操作が失敗しました。 

・ ライブラリのドアから障害物を除去します。 

・ ライブラリのドアを閉じます。 

・ 問題が解決しない場合は、ライブラリ提供業者のヘルプライ

ンに連絡します。 
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パラメータ

コード 
フラグ名 タイプ 説明 

17d 

ライブラリの 

I/Oステーショ

ン 

Ｃ 
ライブラリメディア I/Oステーションに機械的な問題がありま

す。 

19d 
ライブラリの

セキュリティ 
Ｗ 

ライブラリのセキュリティが損なわれています。操作中にドアが

開き、その後ドアが閉じます。 

20d 

ライブラリセ

キュリティ 

モード 

(Library 
Security 
Mode) 

Ｉ 

ライブラリのセキュリティモードが変更された。ライブラリが 

セキュアモードにされたか、またはライブラリのセキュアモード

が終了します。これは単なる通知です。アクションは不要です。 

21d 

ライブラリが

オフライン 

(Library 
Offline) 

Ｉ ライブラリが手動でオフラインにされたため、使用できません。 

22d 

ライブラリのド

ライブがオフ

ライン 

(Library 
Drive 
Offline) 

Ｉ 
ライブラリの内部のドライブがオフラインにされました。これは

単なる通知です。アクションは不要です。 

24d 
ライブラリの

インベントリ 
Ｃ 

ライブラリがインベントリの不整合を検出しました。 

・ ライブラリのインベントリを再実行して不整合を訂正します。 

・ 操作を再開します。 

28d 

電源モジュー

ル 

(Power 
Supply) 

Ｗ 

ライブラリ内部で予備電源障害が発生しました。障害のある電

源モジュールを取り替える手順については、ライブラリのユー

ザーズマニュアルを確認してください。 

33d 

ライブラリの

容量超過 

(Library 
Capacity 
Exceeded) 

Ｃ 

ボリュームの合計数が使用可能なストレージエレメント数を超

過。リカバリするためには、インベントリからカートリッジを取り

外します。 

・ I = ユーザーへの推奨的な通知 

・ W = 警告。修正アクションを推奨。データのパフォーマンスが悪化するおそれがあります。 

・ C = 重大。修正アクションがすぐに必要です。 
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表 8-3 ドライブでサポートされる TapeAlertフラグ 

フ

ラ

グ

番

号 

フラグ名 

16

進 

コ

ー 

ド 

説明 必要なアクション 
イベ

ント 

1 
読み取り警告 

(Read warning) 
01h 

テープドライブでデータ

の読み取り問題が発生

した場合に立てられま

す。データは消失してい

ないが、テープのパフォ

ーマンスが低下してい

ます。 

以下の手順にしたがって、ドライブ

とテープの間で障害を切り分けま

す。 

・ 正常であることが分かっているテ

ープカートリッジを疑いのあるドラ

イブで使用します。ドライブで障

害が発生した場合は、サービス

担当員に連絡してください。 

・ 疑いのあるテープカートリッジを

正常であることが分かっているド

ライブで使用します。テストが失

敗した場合は、そのカートリッジ

を廃棄してください。 

警告 

イベ

ント 

2 
書き込み警告 

(Write warning) 
02h 

テープドライブでデータ

の書き込み問題が発生

した場合に立てられる。

データは消失していな

いが、テープのパフォー

マンスが低下していま

す。 

以下の手順にしたがって、ドライブ

とテープの間で障害を切り分けま

す。 

・ 正常であることが分かっているテ

ープカートリッジを疑いのあるドラ

イブで使用する。ドライブで障害

が発生した場合は、サービス担

当員に連絡してください。 

・ 疑いのあるテープカートリッジを

正常であることが分かっているド

ライブで使用します。テストが失

敗した場合は、そのカートリッジ

を廃棄してください。 

警告 

イベ

ント 

3 
Hard error 

(ハードエラー) 
03h 

リカバリ不能な読み取

り、書き込み、または位

置決めのエラーが発生

した場合に立てられる 

(このフラグは、フラグ番

号 4、5、または 6 と

一緒に立てられます)。 

本表のフラグ番号 4、5、または 6 

の「必要なアクション」の欄を参照し

てください。 

警告

イベ

ント 

4 メディア 04h 

テープカートリッジの欠

陥が原因であるリカバリ

不能な読み取り、書き

込み、または位置決め

のエラーが発生した場

合に立てられます。 

テープカートリッジを取り替えます。 

警告

イベ

ント 
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フ

ラ

グ

番

号 

フラグ名 

16

進 

コー 

ド 

説明 必要なアクション 
イベ

ント 

5 
Read failure 

(読み取りの失敗) 
05h 

分離が明確ではなく、障害

の原因がテープカートリッ

ジの欠陥かドライブハード

ウェアの欠陥か断定できな

い、リカバリ不能な読み取

りエラーの場合に立てられ

ます。 

フラグ番号 4 も立てられてい

る場合は、カートリッジに障害

があります。テープカートリッジ

を取り替えます。フラグ番号 4 

が立てられていない場合、付

録B.3 シングルキャラクタディ

スプレイ(SCD)のエラーコード 

6 を参照してください。 

警告

イベ

ント 

6 
Write failure 

(書き込みの失敗) 
06h 

分離が明確ではなく、障害

の原因がテープカートリッ

ジの欠陥かドライブハード

ウェアの欠陥か断定できな

い、リカバリ不能な書き込

みまたは位置決めエラーの

場合に立てられます。 

フラグ番号 9も立てられている

場合、データがテープに書き込

まれるように、ライトプロテクト

スイッチがセットされていること

を確認します。フラグ番号 4 も

立てられている場合は、カート

リッジに障害があります。テー

プカートリッジを取り替えます。

フラグ番号 4 が立てられてい

ない場合、付録B.3 シングル

キャラクタディスプレイ(SCD)

のエラーコード 6 を参照してく

ださい。 

警告

イベ

ント 

7 
メディアの寿命 

(Media life) 
07h 

テープカートリッジが寿命

(EOL) に達したときに立て

られます。 

1. データを別のテープカートリ

ッジにコピーします。 

2. 古い (EOL) テープを破棄

します。 

警告

イベ

ント 

8 

Not data grade 

(データグレードで

はない) 

08h 

カートリッジがデータグレー

ドでない場合に立てられま

す。テープに書き込むデー

タはすべて消失する危険が

あります。 

このテープをデータグレードの

テープと取り替えてください。 

警告

イベ

ント 

9 
Write protect 

(ライトプロテクト) 
09h 

テープカートリッジがライト

プロテクトされていることを

テープドライブが検出した

場合に立てられます。 

テープドライブがデータをテー

プに書き込めるようにカートリ

ッジのライトプロテクトスイッチ

が設定されていることを確認し

てください。 

警告

イベ

ント 

10 
No removal 

(取り外しなし) 
0Ah 

サーバーによってテープカ

ートリッジの取り外しが止め

られた後、 

テープドライブが UNLOAD 

コマンドを受信した場合に

立てられます。 

サーバーのオペレーティングシ

ステムの資料を参照してくださ

い。 

情報

イベ

ント 
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フ

ラ

グ

番

号 

フラグ名 

16

進 

コー

ド 

説明 必要なアクション 
イベ

ント 

11 

Cleaning media 

(クリーニングメデ

ィア) 

0Bh 

ドライブにクリーニング

カートリッジをロードし

た場合に立てられま

す。 

アクションは不要です。単なる通知

メッセージです。 

情報

イベ

ント 

12 

Unsupported 
format 

(サポートされない

フォーマット) 

0Ch 

ドライブにサポートされ

ないタイプのカートリッ

ジをロードした場合、ま

たはカートリッジの 

フォーマットが破壊され

ている場合に立てられ

ます。 

サポートされるテープカートリッジ

を使用します。 

情報

イベ

ント 

14 

リカバリ不能なテ

ープ切れ
(Unrecoverable 
snapped tape) 

0Eh 

テープが切れた場合、

または機械的に故障し

た場合に立てられま

す。 

古いテープカートリッジを取り出さ

ないようにすること。テープドライブ

提供業者のヘルプラインに連絡し

てください。 

警告

イベ

ント 

15 

Cartridge 
memory chip 
failure 

(カートリッジメモリ

チップ障害) 

0Fh 

ロードされたテープ 

カートリッジでカートリッ

ジメモリ(CM) 障害が

検出された場合に立て

られます。 

テープカートリッジを取り替えます。

このエラーが複数のカートリッジで

発生する場合、付録B.3 シングル

キャラクタディスプレイ(SCD)のエ

ラーコード 6 を参照してください。 

警告

イベ

ント 

16 
Forced eject 

(強制排出) 
10h 

ドライブが読み取りま

たは書き込みを行って

いるときに、テープカー

トリッジを手動でアン 

ロードした場合に立て

られます。 

アクションは不要です。単なる通知

メッセージです。 

警告

イベ

ント 

17 

Loaded media is 
Read-only format 

(ロードされたメデ

ィアが読み取り専

用フォーマット) 

11h 

読み取り専用カートリッ

ジで書き込みが試行さ

れた場合に立てられ

る。カートリッジが排出

されるとフラグはクリア

されます (このフラグ

は Ultrium 1 および 

Ultrium 2 ではサポー

トされていません)。 

アクションは不要です。単なる通知

メッセージです。 

警告

イベ

ント 

18 

カートリッジメモリ

内のテープディレ

クトリの破壊 

(Tape directory is 
corrupted in the 
cartridge 
memory) 

12h 

カートリッジメモリ内の

テープディレクトリが壊

れていることをドライブ

が検出した場合に立て

られます。 

テープからすべてのデータを再読

み取りし、テープディレクトリを再作

成してください。 

警告

イベ

ント 
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フ

ラ

グ

番

号 

フラグ名 

16

進 

コー

ド 

説明 必要なアクション 
イベ

ント 

19 

Nearing media 
Life 

(メディアの寿命が

近い) 

13h 

テープカートリッジがも

うすぐ指定された寿命

になる場合に立てられ

ます。 

1. データを別のテープカートリッジ

にコピーします。 

2. テープカートリッジを取り替えま

す。 

情報

イベ

ント 

20 

Clean now 

(今すぐクリーニン

グ) 

14h 

クリーニングが必要で

あることをテープドライ

ブが検出した場合に立

てられます。 

テープドライブのクリーニングを行

ってください。 

警告

イベ

ント 

21 

Clean periodic 

(定期クリーニン

グ) 

15h 

定期的なクリーニング

が必要であることをドラ

イブが検出した場合に

立てられます。 

できるだけ早くテープドライブをク 

リーニングしてください。ドライブは

作動し続けることができますが、す

ぐにクリーニングする必要がありま

す。 

警告

イベ

ント 

22 

Expired clean 

(クリーニングの期

限切れ) 

16h 

テープドライブが期限

切れのクリーニング 

カートリッジを検出した

場合に立てられます。 

クリーニングカートリッジを取り替え

ます。 

警告

イベ

ント 

23 

Invalid cleaning 
Tape 

(クリーニングテー

プが無効) 

17h 

ドライブがクリーニング

カートリッジを予想して

いるのに、ロードされた

カートリッジがクリーニ

ングカートリッジではな

い場合に立てられま

す。 

有効なクリーニングカートリッジを

使用してください。 

警告

イベ

ント 

25 
Interface 

(インターフェース) 
19h 

テープドライブが 

SCSI、ファイバーチャ

ネル、または RS-422 

インターフェースの問

題を検出した場合に立

てられます。 

付録B.3 シングルキャラクタディス

プレイ(SCD)でエラーコードの 8 

または 9 を確認してください。 

警告

イベ

ント 

26 

Cooling Fan 
Failure 

(冷却ファンの障

害) 

1Ah 

テープドライブの冷却

ファンで障害が発生し

ました。 

テープドライブをリセットします。

5.5.3「Drives(ドライブ)」Reset 

Driveを参照してください。 

警告

イベ

ント 

27 
電源モジュール 

(Power Supply) 
1Bh 

テープドライブ内部で

予備電源障害が発生

しました。 

テープドライブをリセットします。

5.5.3「Drives(ドライブ)」Reset 

Driveを参照してください。 

警告

イベ

ント 

30 
Hardware A 

(ハードウェア A) 
1Eh 

テープドライブをリセッ

トしてリカバリする必要

があるハードウェア障

害が発生した場合に立

てられます。 

テープドライブをリセットします。

5.5.3「Drives(ドライブ)」Reset 

Driveを参照してください。 

警告

イベ

ント 

31 
Hardware B 

(ハードウェア B) 
1Fh 

テープドライブ内部の

電源ON自己診断テス

トで障害が発生した場

合に立てられます。 

テープドライブをリセットします。問

題が解決しない場合は、サービス

担当員に連絡してください。 

警告

イベ

ント 
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フ

ラ

グ

番

号 

フラグ名 

16

進 

コー

ド 

説明 必要なアクション 
イベ

ント 

31 
Hardware B 

(ハードウェア B) 
1Fh 

テープドライブ内部の

電源 ON自己診断テス

トで障害が発生した場

合に立てられます。 

テープドライブをリセットします。問

題が解決しない場合は、サービス

担当員に連絡してください。 

警告

イベ

ント 

32 
Interface 

(インターフェース) 
20h 

テープドライブが 

SCSI、ファイバーチャ

ネル、または RS-422 

インターフェースの問

題を検出した場合に立

てられます。 

テープドライブをリセットします。問

題が解決しない場合は、サービス

担当員に連絡してください。 

警告

イベ

ント 

33 
Eject media 

(メディアの排出) 
21h 

ドライブからカートリッ

ジをアンロードする必

要がある障害が発生し

た場合に立てられま

す。 

テープカートリッジをアンロードして

から、再度挿入し、操作を再開して

ください。 

警告

イベ

ント 

34 

Download fail 

(ダウンロード障

害) 

22h 

テープドライブが 

SCSI、ファイバーチャ

ネル、または RS-422 

インターフェースの問

題を検出した場合に立

てられます。 

それが正しい FMR イメージであ

るか確認します。FMR イメージを

再度ダウンロードしてください。 

警告

イベ

ント 

36 

Drive 
temperature 

(ドライブの温度) 
24h 

ドライブの温度がライブ

ラリの推奨温度を超え

ていることをドライブの

温度センサーが検出し

た場合に立てられま

す。 

付録B.3 シングルキャラクタディス

プレイ(SCD)でエラーコード 1 を

参照してください。 

警告

イベ

ント 

37 
Drive voltage 

(ドライブの電圧) 
25h 

外部供給の電圧が指

定電圧限度に近づきつ

つある、または電圧限

度の範囲外であること

をドライブが検出した場

合に立てられます。 

付録B.3 シングルキャラクタディス

プレイ(SCD)でエラーコード 2 を

参照してください。 

警告

イベ

ント 

38 
予測障害 

(Predictive 
failure) 

26h 

テープドライブのハード

ウェア障害が予測され

ます。 

テープドライブをリセットします。問

題が解決しない場合は、サービス

担当員に連絡してください。 

警告

イベ

ント 

39 
Failure 

(障害) 
27h 

テープドライブに障害

がある可能性がありま

す。 

テープドライブをリセットします。問

題が解決しない場合は、サービス

担当員に連絡してください。 

警告

イベ

ント 

49 

Diminished 
Native Capacity 

(ネイティブ容量の

減少) 

31h 

ネイティブ容量が減少

した場合に立てられま

す。 

アクションは不要です。単なる通知

メッセージです。 

情報

イベ

ント 
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フ

ラ

グ

番

号 

フラグ名 

16

進 

コー

ド 

説明 必要なアクション 
イベ

ント 

51 

Tape directory 
invalid at unload 

(テープディレクトリ

がアンロード時に

無効) 

33h 

前にアンロードした 

テープカートリッジ上の

テープディレクトリが壊

れている場合に立てら

れる。ファイル検索の

パフォーマンスは低下

します。 

バックアップソフトウェアを使用し、

データをすべて読み取ってテープ

ディレクトリを再作成してください。 

警告

イベ

ント 

52 

Tape system 
area write failure 

(テープシステム領

域の書き込み障

害) 

34h 

前にアンロードした 

テープカートリッジがシ

ステム領域を正常に書

き込めない場合に立て

られます。 

データを別のテープカートリッジに

コピーし、古いカートリッジを破棄し

てください。 

警告

イベ

ント 

53 

Tape system 
area read failure 

(テープシステム領

域の読み取り障

害) 

35h 

ロード時にテープシス

テム領域を正常に読み

取れない場合に立てら

れます。 

データを別のテープカートリッジに

コピーし、古いカートリッジを破棄し

てください。 

警告

イベ

ント 

55 ロード障害 37h 

メディアをロードして装

着できないため操作が

失敗しました。 

テープを取り外して別のテープを

試す。問題が解決しない場合は、

サービス担当員に連絡してくださ

い。 

警告

イベ

ント 

56 

リカバリ不能なア

ンロード障害 

(Unrecoverable 
unload failure) 

38h 

メディアをアンロードで

きないため操作が失敗

しました。 

サービス担当員に連絡してくださ

い。 

警告

イベ

ント 

59 

WORM メディア– 

保全性検査が失

敗した 

3Bh 

WORM から見ると 

テープ上のデータが不

良だとドライブが判別し

た場合に立てられま

す。 

1. データを別の WORM テープ

カートリッジにコピーします。 

2. 障害のある WORM テープを

廃棄してください。 

警告

イベ

ント 

60 

WORM メディア– 

上書きが試みられ

た 

3Ch 

WORM 書き込みを許

可するための規則が

守られていないために

ドライブが書き込み操

作をリジェクトした場合

に立てられます。デー

タは、WORM メディア

にのみ追加することが

できる。WORM メディ

アへの上書きは許可さ

れません。 

データを WORM テープカートリッ

ジに書き込むか、またはデータを

非 WORM テープカートリッジに

書き込みます。 

警告

イベ

ント 
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8.5.4 センスデータ 

ドライブはエラーを検出すると、ホストに対する応答としてセンスデータを提供します。ライブラリ

のセンスデータの情報については表 8-4を参照してください。テープドライブのセンスデータの情

報については表 8-5を参照してください。 

 

表 8-4 ライブラリ Sense key 

SenseKey 
ASC 

ASCQ 
Description 

Not Ready (02h) 04 00 Not ready, cause not reportable. 

04 01 
Not ready, in progress, almost ready, for example, 
scanning magazines. 

04 03 Not ready, manual intervention required 

04 12 Not ready, offline 

3B 12 Not ready, magazine removed 

Media Error (03h) 30 00 Media error 

30 07 Cleaning failure 

Hardware Error 
(04h) 

80 D7 Internal software error 

80 D8 Database access error 

81 B0 Internal system communication failed 

81 B2 Robotic controller communication failed 

81 B3 Mechanical positioning error 

81 B4 Cartridge did not transport completely. 

82 FC 
Drive configuration failed. Data transfer element 
might be offline. 

 



 

-145-  

ライブラリ Sense key(続き) 

SenseKey 
ASC 

ASCQ 
Description 

Illegal Request 
(05h) 

04 83 Door open 

1A 00 Parameter length error 

20 00 Invalid command operation code 

21 01 Invalid element address 

24 00 Invalid field CDB 

25 00 Invalid LUN 

26 00 Invalid field in parameter list 

26 01 Parameter list error: parameter not supported 

26 02 Parameter value invalid 

2C 00 Saving parameters is not supported. 

30 12 Incompatible Media loaded to drive. 

39 00 Saving parameters is not supported. 

3B 0D Medium destination element full 

3B 0E Medium source element empty 

3B 11 Magazine not accessible 

3B 18 Element disabled 

3B 1A Data transfer element removed 

39 00 Saving parameters is not supported. 

44 81 Source element not ready 

44 82 Destination element not ready 

53 02 Library media removal prevented state set. 

53 03 Drive media removal prevented state set. 

82 93 Failure session sequence error 

82 94 Failover command sequence error 

82 95 Duplicate failover session key 

82 96 Invalid failover key 

82 97 Failover session that is released. 

Unit Attention 
(06h) 

28 00 Not ready to change, medium changed. 

28 01 Import/export element that is accessed. 

29 02 SCSI Bus reset occurred 

Aborted command 
(0Bh) 

3F 0F ECHO buffer overwritten 

4E 00 Overlapped command attempt 
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表 8-5 ドライブ Sense key 

SenseKey 
ASC 

ASCQ 
Description 

00 No Sense 
00 00 

NO ADDITIONAL SENSE INFORMATION - (UNSOLICITED, 
NO CA/CC) 

00 00 
NO ADDITIONAL SENSE INFORMATION - EOM=1B (EARLY 
WARNING) 

00 00 NO ADDITIONAL SENSE INFORMATION - ILI=1B 

00 00 NO ADDITIONAL SENSE INFORMATION - FM=1B 

00 01 FILEMARK DETECTED 

00 02 END-OF-PARTITION/MEDIUM DETECTED, EARLY WARNING 

00 04 BEGINNING-OF-PARTITION/MEDIUM DETECTED 

00 07 PROGRAMMABLE EARLY WARNING DETECTED 

00 16 OPERATION IN PROGRESS 

00 1C VERIFY OPERATION IN PROGRESS 

5E 07 IDLE_C CONDITION ACTIVATED BY TIMER 

82 82 DRIVE REQUIRES CLEANING 

EF 13 ENCRYPTION - KEY TRANSLATE 

01 Recovered 
Error 

00 00 NO ADDITIONAL SENSE INFORMATION 

00 17 DRIVE NEEDS CLEANING 

0C 00 
WRITE ERROR: A write error occurred, but was recovered. 
Data was successfully written to tape. 

11 00 
READ ERROR: A read error occurred, but was recovered. Data 
was successfully read from tape. 

17 01 RECOVERED DATA WITH RETRIES 

37 00 ROUNDED PARAMETER 

5D 00 FAILURE PREDICTION THRESHOLD EXCEEDED 

5D FF FAILURE PREDICTION THRESHOLD EXCEEDED (FALSE) 

82 52 DEGRADED MEDIA 

02 Not Ready 04 00 LOGICAL UNIT NOT READY, CAUSE NOT REPORTABLE 

04 01 LOGICAL UNIT IS IN PROCESS OF BECOMING READY 

04 02 
INITIALIZING COMMAND REQUIRED: A tape is present in the 
drive, but it is not logically loaded 

04 12 LOGICAL UNIT NOT READY, OFFLINE 

04 13 LOGICAL UNIT NOT READY, SA CREATION IN PROGRESS 

0B 01 WARNING - SPECIFIED TEMPERATURE EXCEEDED 

30 03 CLEANING IN PROGRESS 

30 07 CLEANING FAILURE 

3A 00 MEDIUM NOT PRESENT 

3A 04 NOT READY - MEDIUM AUXILIARY MEMORY ACCESSIBLE 

3E 00 LOGICAL UNIT HAS NOT SELF-CONFIGURED 

53 00 MEDIA LOAD OR EJECT FAILED 

74 11 SA CREATION PARAMETER VALUE REJECTED 
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03 Medium 
Error 

04 10 
LOGICAL UNIT NOT READY, AUXILIARY MEMORY NOT 
ACCESSIBLE 

09 00 TRACK FOLLOWING ERROR 

0C 00 WRITE ERROR 

11 00 UNRECOVERED READ ERROR 

11 12 AUXILIARY MEMORY READ ERROR 

14 00 RECORDED ENTITY NOT FOUND 

30 00 INCOMPATIBLE MEDIUM INSTALLED 

30 01 CANNOT READ MEDIUM, UNKNOWN FORMAT 

30 02 CANNOT READ MEDIUM, INCOMPATIBLE FORMAT 

30 0D WORM MEDIUM - TAMPERING DETECTED 

31 00 MEDIUM FORMAT CORRUPTED 

3B 00 SEQUENTIAL POSITIONING ERROR 

50 00 WRITE APPEND ERROR 

51 00 ERASE FAILURE 

52 00 CARTRIDGE FAULT 

53 00 MEDIA LOAD OR EJECT FAILED 

53 04 MEDIUM THREAD OR UNTHREAD FAILURE 

EE 60 ENCRYPTION - PROXY COMMAND ERROR 

EE D0 ENCRYPTION - DATA READ DECRYPTION FAILURE 

EE D1 
ENCRYPTION - DATA READ AFTER WRITE DECRYPTION 
FAILURE 

EE E0 ENCRYPTION - KEY TRANSLATION FAILURE 

EE E1 ENCRYPTION - KEY TRANSLATION AMBIGUOUS 

EE F0 ENCRYPTION - DECRYPTION FENCED (READ) 

EE F1 ENCRYPTION - ENCRYPTION FENCED (WRITE) 

04 Hardware 
Error 04 03 

MANUAL INTERVENTION REQUIRED: A tape is present in the 
drive but could not be loaded or unloaded without manual 
intervention 

10 01 LOGICAL BLOCK GUARD CHECK FAILED 

40 XX 
DIAGNOSTIC FAILURE: The Additional Sense Code Qualifier 
(i.e., XX) indicates the failing component 

41 00 DATA PATH FAILURE 

44 00 
INTERNAL TARGET FAILURE 
Drive Needs Cleaning, Warning Threshold Exceeded 

51 00 ERASE FAILURE 

52 00 CARTRIDGE FAULT 

53 00 MEDIA LOAD OR EJECT FAILED 

53 04 MEDIUM THREAD OR UNTHREAD FAILURE 

EE 0E ENCRYPTION - KEY SERVICE TIME-OUT 

EE 0F ENCRYPTION - KEY SERVICE FAILURE 
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05 Illegal 
Request 
 
 
  

0E 03 
INVALID FIELD IN COMMAND INFORMATION UNIT (e.g., 
FCP_DL error) 

1A 00 PARAMETER LIST LENGTH ERROR 

20 00 INVALID COMMAND OPERATION CODE 

20 0C ILLEGAL COMMAND WHEN NOT IN APPEND-ONLY MODE 

24 00 INVALID FIELD IN CDB 

25 00 LOGICAL UNIT NOT SUPPORTED 

26 00 INVALID FIELD IN PARAMETER LIST 

26 02 PARAMETER VALUE INVALID 

26 04 INVALID RELEASE OF PERSISTENT RESERVATION 

26 11 ENCRYPTION - INCOMPLETE KEY-ASSOCIATE DATA SET 

26 12 VENDOR SPECIFIC KEY REFERENCE NOT FOUND 

29 04 DEVICE INTERNAL RESET 

2A 0B ERROR HISTORY SNAPSHOT RELEASED 

2C 00 COMMAND SEQUENCE ERROR 

2C 0B 
NOT RESERVED - The OIR bit of the Sequential Access Device 
page is set and the I_T nexus attempting to communicate with 
the drive does not hold a reservation. 

3B 00 SEQUENTIAL POSITIONING ERROR 

3B 0C 
POSITION PAST BEGINNING OF MEDIUM: A command that 
required the medium to be at BOP was attempted when the 
medium was not at BOP (for example, SET CAPACITY) 

53 02 MEDIUM REMOVAL PREVENTED 

55 08 
MAXIMUM NUMBER OF SUPPLEMENTAL DECRYPTION 
KEYS EXCEEDED 

74 08 DIGITAL SIGNATURE VALIDATION FAILURE 

74 0C UNABLE TO DECRYPT PARAMETER LIST 

74 10 SA CREATION PARAMETER VALUE INVALID 

74 11 SA CREATION PARAMETER VALUE REJECTED 

74 12 INVALID SA USAGE 

74 30 SA CREATION PARAMETER NOT SUPPORTED 

82 83 
BAD MICROCODE DETECTED: The data transferred to the 
drive during a firmware upgrade is corrupted or incompatible 
with the drive hardware 

A3 01 OEM Vendor-specific 

EE 00 ENCRYPTION - KEY SERVICE NOT ENABLED 

EE 01 ENCRYPTION - KEY SERVICE NOT CONFIGURED 

EE 02 ENCRYPTION - KEY SERVICE NOT AVAILABLE 

EE 0D ENCRYPTION - MESSAGE CONTENT ERROR 

EE 10 ENCRYPTION - KEY REQUIRED 

EE 20 ENCRYPTION - KEY COUNT EXCEEDED 

EE 21 ENCRYPTION - KEY ALIAS EXCEEDED 

EE 22 ENCRYPTION - KEY RESERVED 

EE 23 ENCRYPTION - KEY CONFLICT 

EE 24 ENCRYPTION - KEY METHOD CHANGE 

EE 25 ENCRYPTION - KEY FORMAT NOT SUPPORTED 

EE 26 ENCRYPTION - UNAUTHORIZED REQUEST - DAK 

EE 27 ENCRYPTION - UNAUTHORIZED REQUEST - DSK 

EE 28 ENCRYPTION - UNAUTHORIZED REQUEST - EAK 

EE 29 ENCRYPTION - AUTHENTICATION FAILURE 
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EE 2A ENCRYPTION - INVALID RDKI 

EE 2B ENCRYPTION - KEY INCORRECT 

EE 2C ENCRYPTION - KEY WRAPPING FAILURE 

EE 2D ENCRYPTION - SEQUENCING FAILURE 

EE 2E ENCRYPTION - UNSUPPORTED TYPE 

EE 2F ENCRYPTION - NEW KEY ENCRYPTED WRITE PENDING 

EE 30 ENCRYPTION - PROHIBITED REQUEST 

EE 31 ENCRYPTION - KEY UNKNOWN 

EE 32 ENCRYPTION - UNAUTHORIZED REQUEST - dCERT 

EE 42 ENCRYPTION - EKM CHALLENGE PENDING 

EE E2 ENCRYPTION - KEY TRANSLATION DISALLOWED 

EE FF ENCRYPTION - SECURITY PROHIBITED FUNCTION 

EF 01 ENCRYPTION - KEY SERVICE NOT CONFIGURED 

06 Unit 
Attention 

28 00 
NOT READY TO READY TRANSITION, MEDIUM MAY HAVE 
CHANGED 

28 01 IMPORT OR EXPORT ELEMENT ACCESSED 

29 00 POWER ON, RESET, OR BUS DEVICE RESET OCCURRED 

29 04 DEVICE INTERNAL RESET 

29 05 TRANSCEIVER MODE CHANGED TO SINGLE-ENDED 

29 06 TRANSCEIVER MODE CHANGED TO LVD 

2A 01 MODE PARAMETERS CHANGED 

2A 02 LOG PARAMETERS CHANGED 

2A 03 RESERVATIONS PREEMPTED 

2A 04 RESERVATIONS RELEASED 

2A 05 REGISTRATIONS PREEMPTED 

2A 0A ERROR HISTORY I_T NEXUS CLEARED 

2A 11 
ENCRYPTION - DATA ENCRYPTION PARAMETERS 
CHANGED BY ANOTHER I_T NEXUS 

2A 12 
ENCRYPTION - DATA ENCRYPTION PARAMETERS 
CHANGED BY VENDOR SPECIFIC EVENT 

2A 14 SA CREATION CAPABILITIES DATA HAS CHANGED 

2F 00 COMMANDS CLEARED BY ANOTHER INITIATOR 

3B 12 MEDIUM MAGAZINE REMOVED 

3B 13 MEDIUM MAGAZINE INSERTED 

3F 01 MICROCODE HAS BEEN CHANGED 

3F 02 CHANGED OPERATING DEFINITION 

3F 03 INQUIRY DATA HAS CHANGED 

3F 05 DEVICE IDENTIFIER CHANGED 

3F 0E REPORTED LUNS DATA HAS CHANGED 

5D FF FAILURE PREDICTION THRESHOLD EXCEEDED (FALSE) 

EE 11 ENCRYPTION - KEY GENERATION 

EE 12 ENCRYPTION - KEY CHANGE DETECTED 

EE 13 ENCRYPTION - KEY TRANSLATION 

EE 18 ENCRYPTION - CHANGED (READ) 

EE 19 ENCRYPTION - CHANGED (WRITE) 

EE 40 ENCRYPTION - EKM IDENTIFIER CHANGED 

EE 41 ENCRYPTION - EKM CHALLENGE CHANGED 

EE 50 ENCRYPTION - INITIATOR IDENTIFIER CHANGED 

EE 51 ENCRYPTION - INITIATOR RESPONSE CHANGED 

EF 01 ENCRYPTION - KEY SERVICE NOT CONFIGURED 
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EF 10 ENCRYPTION - KEY REQUIRED 

EF 11 ENCRYPTION - KEY GENERATION 

EF 13 ENCRYPTION - KEY TRANSLATION 

EF 1A 
ENCRYPTION - KEY OPTIONAL (i.e., chose encryption 
enabled/disabled) 

07 Data 
Protect 

26 10 ENCRYPTION - DATA DECRYPTION KEY FAIL LIMIT 

27 00 WRITE PROTECTED 

2A 13 
ENCRYPTION - DATA ENCRYPTION KEY INSTANCE 
COUNTER HAS CHANGED 

30 05 CANNOT WRITE MEDIUM, INCOMPATIBLE FORMAT 

30 06 CANNOT FORMAT MEDIUM - INCOMPATIBLE MEDIUM 

30 0C 
DATA PROTECT/WORM MEDIUM - OVERWRITE 
ATTEMPTED: Set when the drive rejects a Write operation 
because the rules for allowing WORM writes have not been met 

30 0D 
DATA PROTECT/WORM MEDIUM - INTEGRITY CHECK: Set 
when the drive rejects a Write operation because the current 
cartridge is a Suspicious WORM cartridge 

50 01 WRITE APPEND POSITION ERROR (WORM) 

52 00 CARTRIDGE FAULT 

5A 02 OPERATOR SELECTED WRITE PROTECT 

74 00 SECURITY ERROR 

74 01 ENCRYPTION - UNABLE TO DECRYPT DATA 

74 02 
ENCRYPTION - UNENCRYPTED DATA ENCOUNTERED 
WHILE DECRYPTING 

74 03 ENCRYPTION - INCORRECT DATA ENCRYPTION KEY 

74 04 
ENCRYPTION - CRYPTOGRAPHIC INTEGRITY VALIDATION 
FAILED 

74 05 ENCRYPTION - ERROR DECRYPTING DATA 

74 06 UNKNOWN SIGNATURE VERIFICATION KEY 

74 07 ENCRYPTION PARAMETERS NOT USEABLE 

74 09 ENCRYPTION MODE MISMATCH ON READ 

74 0A ENCRYPTED BLOCK NOT RAW READ ENABLED 

74 0B INCORRECT ENCRYPTION PARAMETERS 

74 6F EXTERNAL DATA ENCRYPTION CONTROL ERROR 

EE 0E ENCRYPTION - KEY SERVICE TIME-OUT 

EE 0F ENCRYPTION - KEY SERVICE FAILURE 

EF 10 ENCRYPTION - KEY REQUIRED 

EF 11 ENCRYPTION - KEY GENERATION 

EF 13 ENCRYPTION - KEY TRANSLATE 

EF 1A ENCRYPTION - KEY OPTIONAL 

EF A0 ENCRYPTION - KEY REQUIRED (T10) 

EF A1 ENCRYPTION - KEY GENERATION (T10) 

EF C0 ENCRYPTION - NO OPERATION 

08 Blank 
Check 

00 05 END-OF-DATA DETECTED 
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0B Aborted 
Command 

00 1E CONFLICTING SA CREATION REQUEST 

0B 01 WARNING - SPECIFIED TEMPERATURE EXCEEDED 

2C 00 COMMAND SEQUENCE ERROR 

3D 00 INVALID BITS IN IDENTIFY MESSAGE 

3F 0F ECHO BUFFER OVERWRITTEN 

43 00 MESSAGE ERROR 

45 00 SELECT OR RESELECT FAILURE 

47 00 SCSI PARITY ERROR 

47 03 INFORMATION UNIT iuCRC ERROR DETECTED 

48 00 INITIATOR DETECTED ERROR MESSAGE RECEIVED 

49 00 INVALID MESSAGE ERROR 

4A 00 COMMAND PHASE ERROR 

4B 00 DATA PHASE ERROR 

4E 00 OVERLAPPED COMMANDS ATTEMPTED 

74 40 AUTHENTICATION FAILED 

0D Volume 
Overflow 

00 02 END-OF-PARTITION/MEDIUM DETECTED 

 
 

8.6 障害調査、修理を依頼するときは 

LED や液晶ディスプレイの表示内容をメモしておいてください。これらの情報は障害調査、修理をす

る際の有用な情報となります。 

ドライブでエラーが発生している場合、ドライブ起因とテープカートリッジ起因の両方が可能性として

考えられます。エラーが発生したテープカートリッジを別のテープカートリッジに交換して、事象が解

消するか、一時切り分けをお願いします。確認に診断テストを利用することもできます。(7.2「診断テ

スト」を参照してください。[Head Test]や[Media Test]の実施をお願いします。) 
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付録A.仕様 
 

A.1 物理仕様 

 
①基本モジュール 

高さ 3U 

格納巻数 40巻 

最大データ記憶容量(非圧縮) 240TB(LTO-7テープカートリッジ搭載時) 
480TB(LTO-8テープカートリッジ搭載時) 
720TB(LTO-9テープカートリッジ搭載時) 

最大データ転送速度 900MB/s(ドライブ 3台搭載時) 

ドライブ搭載台数 3台 

管理インターフェース Ethernet(10 / 100 / 1000 Ethernet) 

バーコードリーダ 標準搭載 

電源(オプションで冗長電源) 
(※電源数は 1-2) 

100-240 VAC 50-60Hz 

消費電流 5.0-3.5A 

消費電力 350W 

外形寸法 132mm(H)×475mm(W)×887mm(D) 

重量 21.7kg(電源 1台、ドライブ 1台搭載) 

 
②拡張モジュール 

高さ 3U 

格納巻数 40巻 

最大データ記憶容量(非圧縮) 240TB(LTO-7テープカートリッジ搭載時) 
480TB(LTO-8テープカートリッジ搭載時) 
720TB(LTO-9テープカートリッジ搭載時) 

最大データ転送速度 900MB/s(ドライブ 3台搭載時) 

ドライブ搭載台数 3台 

電源(オプション) 
(さらにオプションで冗長電源構
成も可) 
(※電源数は 0-2) 

100-240 VAC 50-60Hz 

消費電流 5.0-3.5A 

消費電力 350W 

外形寸法 132mm(H)×475mm(W)×887mm(D) 

重量 13.3kg(電源、ドライブ含まず) 

 
③ドライブモジュール (①②に搭載) 

高さ 1U (LTO HH ドライブ) 

I/F SAS：6Gbps（LTO-7/-8） 12Gbps（LTO-9） 
FC：8Gbps FC 

最大データ転送速度 300MB/s (LTO-7 / LTO-8/LTO-9) 

重量 2.1kg 

 
④電源(①②に搭載) 

高さ 1U 

入力電圧 100-240 VAC 50-60Hz 

重量 1.1kg 
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A.2 環境仕様 

 稼働時 

温度 10～40 ℃ 

湿度（結露無きこと） 20～80 % 

 

A.3 ライブラリ容量 

スロット数 

構成 スロット数 LTO Ultrium 7 
6,000GB 

LTO Ultrium 8 
12,000GB 

LTO Ultrium 9 
18,000GB 

基本 1 40セル 240TB 480TB 720TB 

基本 1拡張 1 80セル 480TB 960TB 1,440TB 

基本 1拡張 2 120セル 720TB 1,440TB 2,160TB 

基本 1拡張 3 160セル 960TB 1,920TB 2,880TB 

基本 1拡張 4 200セル 1,200TB 2,400TB 3,600TB 

基本 1拡張 5 240セル 1,440TB 2,880TB 4,120TB 

基本 1拡張 6 280セル 1,680TB 3,360TB 5,040TB 

 

A.4 ライブラリスループット 

ドライブ 

タイプ 

標準データ 

転送レート 

処理能力[GB/h] 

1 Drive 21 Drive 

LTO Ultrium 7 300 MB/s 1,080 22,680 

LTO Ultrium 8 300 MB/s 1,080 22,680 

LTO Ultrium 9 300 MB/s 1,080 22,680 

 

注記：使用するインターフェースの種類と接続方法に依存し、理想的な構成での値である。 

 

A.5 電源仕様 

入力電圧範囲 100～240 VAC : 単相 

最大電流 5 A – 3.5A 

入力電圧周波数 50 / 60 Hz（自動切換） 
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付録B.ドライブ 
B.1 フロント 

 

 
フロントパネルの外観と各部の名称を以下に示します。 

 

①：ステータス LED 

②：アンロードボタン 

③：シングルキャラクタディスプレイ(SCD) 

 

 
 

 

シングルキャラクタディスプレイ(SCD)について： 

SCDは装置内部にて表示されており、装置外からは見ることが出来ません。 

 
 

B.2 ステータス LED 

ステータス LEDはドライブの状態を示します。LEDは状態に応じて緑色と黄色、点灯状態と点滅

状態に変化します。以下はステータス LEDの状態とそれぞれの意味を説明します。 

 

 
ステータス

LED の色と

状態 

意味 

消灯 ドライブ電源 Offの状態 

緑色/点灯 ドライブ電源Onの状態、またはクリーニング要求時(同時にシングルキャラクタ

ディスプレイに[C]が点灯している場合) 

緑色/点滅 ドライブがカートリッジのリード／ライト、リワインド、ロケート、ロード／アンロー

ドを行っている状態 

黄色/点灯 ドライブ起動中の状態 

黄色/点滅 以下の状態のいずれか： 

・ライトが 1秒に 1回点滅している場合、エラーが発生しており保守員の介入が

必要です。その場合、シングルキャラクタディスプレイに表示されているコード

がエラーコードです。 

・ライトが 1 秒に 2 回点滅している場合、ドライブは FMR テープ、SCSI バス、

ファイバーチャネルまたは RS-422を使用してファームウェアのアップデートを

行っている状態 

・ライトが 1秒に 4回点滅している場合、ドライブはエラーを検出しファームウェ

アリカバリを実行している状態(自動的にリセットされます) 

 

③ ② ① 
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B.3 シングルキャラクタディスプレイ(SCD) 

 

エラー 

コード 
意味 対応方法 

0 エラーなし 必要なし 

1 冷却問題 1. ファンが動作していることを確認します。そうでない

場合、ファンを交換する必要があります。 

2. 動作温度と風量が許容範囲内であることを確認しま

す。 

3. 動作温度を許容範囲内にしても問題が発生する場

合、ドライブを交換します。 

サービス担当員にお問い合わせください。 

2 電源問題 適切な電圧が供給されていても問題が発生する場合、

ドライブを交換します。 

サービス担当員にお問い合わせください。 

3 ファームウェア問題 1. 5.5.3.1[Drives and Ports]の[Export Service Logs]

を選択し、Drive logをダウンロードする。  

2. ドライブの電源の OFF→ON を行い、エラーを起こし

た動作を再度行います。 

3. サービス担当員にお問い合わせください。 

 

特定のメディアで発生している場合はメディアの交換を

行います。 

4 ファームウェアまたはドラ

イブ問題 

1. 5.5.3.1[Drives and Ports]の[Export Service Logs]

を選択し、Drive logをダウンロードする。 

2. ドライブの電源の OFF→ON を行い、エラーを起こし

た動作を再度行います。 

3. サービス担当員にお問い合わせください。 

5 ドライブハードウェア問題 問題が発生した場合、ドライブを交換します。 

サービス担当員にお問い合わせください。 

6 ドライブ/メディア 

エラー 

1. 問題が発生しているが、ドライブにテープカートリッジ

がローディングされていない場合： 

   →ドライブを交換します。 

     サービス担当員にお問い合わせください。 

2. 問題が発生したが、保守時にはドライブにテープカ

ートリッジがローディングされておらず、SCD の表示

もなく、アラームが点灯している場合： 

   →ドライブおよびテープの原因により問題が発生し

たことが考えられます。3項より、対応願います。 

3. ドライブクリーニングを実施して、現象が解消するか

確認してください。 

4. クリーニングを実施しても現象が解消しない場合、テ

ープカートリッジを交換して、現象が解消するか確認

してください。 

7 メディアエラー(発生頻度

高) 

別のテープに交換します。 

 

テープカートリッジを取り出すとエラーコードは消去され

ます。 
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エラー 

コード 
意味 対応方法 

8 ドライブ/SCSIバス異常 

 

・ケーブルを交換しても問題が発生しつづける場合、ホ

ストのハードウェアまたはソフトウェアが故障している

可能性があります。この場合、故障の原因の切り分け

を行うためには、ホストの保守説明書を参照する必要

があります。 

・ドライブがエラーを検出してから 10 秒経過するとエラ

ーコードは消去されます。 

9 ドライブ/RS-422 

エラー 

 

・装置または装置に接続されているケーブルを確認しま

す。確認後も繰り返し発生する場合、ドライブを交換し

てください。 

・ドライブがエラーを検出してから 10 秒経過するとエラ

ーコードは消去されます。 

A ドライブハードウェア問題 

 

問題が繰り返し発生する場合、ドライブを交換し 

ます。シングルキャラクタディスプレイには 

エラーが表示されステータスライトは黄色に 

点滅しますが、ドライブは使用可能です。 

C クリーニング要求 ドライブをクリーニングするとエラーコードは 

消去されます。 
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付録C.別売品および消耗品 
C.1 オプション 

 

製品型名 製品名 製品概要 

NF6128-S07 
LTO-7HH SAS 

ドライブモジュール 

NF6128用 LTO Ultrium 7 ドライブ 

LTO-7 SAS ドライブ 

NF6128-S08 
LTO-8HH SAS 

ドライブモジュール 

NF6128用 LTO Ultrium 8 ドライブ 

LTO-8 SAS ドライブ 

NF6128-S09 
LTO-9HH SAS 

ドライブモジュール 

NF6128用 LTO Ultrium 9 ドライブ 

LTO-9 SAS ドライブ 

NF6128-F07 
LTO-7HH FC 

ドライブモジュール 

NF6128用 LTO Ultrium 7 ドライブ 

LTO-7 FC ドライブ 

NF6128-F08 
LTO-8HH FC 

ドライブモジュール 

NF6128用 LTO Ultrium 8 ドライブ 

LTO-8 FC ドライブ 

NF6128-F09 
LTO-9HH FC 

ドライブモジュール 

NF6128用 LTO Ultrium 9 ドライブ 

LTO-9 FC ドライブ 

NF6128-L97 LTO-7導入キット NF6128用 LTO-7 ドライブ導入キット 

NF6128-L98 LTO-8導入キット NF6128用 LTO-8 ドライブ導入キット 

NF6128-L99 LTO-9導入キット NF6128用 LTO-9 ドライブ導入キット 

NF6128-906 マガジン L NF6128用左側マガジン 

NF6128-907 マガジン R NF6128用右側マガジン 

NF6128-909 電源モジュール NF6128用電源モジュール 

   

 
 

製品型名 製品名 製品概要 

NF6905-H02 SASケーブル MiniSAS HD-MiniSAS 1ch対 1 ドライブ 2m 

NF6906-H02 SASケーブル MiniSAS HD-MiniSAS 1ch対 4 ドライブ 2m 

NF6906-H04 SASケーブル MiniSAS HD-MiniSAS 1ch対 4 ドライブ 4m 

NF6905-H12 SASケーブル 
MiniSAS HD[SFF-8644] x1 ⇔ (装置側)Mini SAS 

HD[SFF-8644]×1 2m 

NF6906-H12 SASケーブル 
MiniSAS HD[SFF-8644] x1 ⇔ (装置側)Mini SAS 

HD[SFF-8644]×4 2m 

NF6906-H14 SASケーブル 
MiniSAS HD[SFF-8644] x1 ⇔ (装置側)Mini SAS 

HD[SFF-8644]×4 4m 

NF6920-J0x FCケーブル FCケーブル[LCケーブル] 

NF6920-J11 FCケーブル FCケーブル［LCケーブル］5m、OM3 

NF6920-J12 FCケーブル FCケーブル［LCケーブル］10m、OM3 

NF6920-J13 FCケーブル FCケーブル［LCケーブル］20m、OM3 

NF6920-J14 FCケーブル FCケーブル［LCケーブル］50m、OM3 

NF6990-905 電源ケーブル 
ライブラリ本体の AC 200V ラック内接続用電源 

ケーブル(2.0m) 

NF6204-P02 ラック内電源ケーブル 
冗長化電源付きライブラリ本体のラック内接続専用

200V電源ケーブル(2本組)(2m) 
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C.2 テープカートリッジ 

本製品には次の別売品が用意されています。お買い求めの際は販売店に品名と次の型番をお

申し付けください。 

 

品  名 型 番 規格 仕 様 

データカートリッジ 
NF6980-PS8(5巻セット) 

EF-X2451(1巻) 
LTO-9 付録Ａを参照 

データカートリッジ EF-X2452(1巻) LTO-9 WORM 付録Ａを参照 

データカートリッジ 
NF6980-PS8(5巻セット) 

EF-X2449(1巻) 
LTO-8 付録Ａを参照 

データカートリッジ EF-X2450(1巻) LTO-8 WORM 付録Ａを参照 

データカートリッジ 
NF6980-PS7(5巻セット) 

EF-X2447(1巻) 
LTO-7 付録Ａを参照 

データカートリッジ EF-X2448(1巻) LTO-7 WORM 付録Ａを参照 

データカートリッジ 
NF6980-PS6(5巻セット) 

EF-X2444(1巻) 
LTO-6 付録Ａを参照 

データカートリッジ 
NF6980-PW6(5巻セット) 

EF-X2446(1巻) 
LTO-6 WORM 付録Ａを参照 

データカートリッジ 
NF6980-PS5(5巻セット) 

EF-2442(1巻) 
LTO-5 付録Ａを参照 

データカートリッジ 
NF6980-PW5(5巻セット) 

EF-2443(1巻) 
LTO-5 WORM 付録Ａを参照 
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C.3 消耗品 

本製品には次の消耗品が用意されています。お買い求めの際は販売店に品名と次の型番をお

申し付けください。 

 

品  名 型 番 仕 様 

クリーニングカートリッジ 
NF6980-CU3 

EF-3237Q 

本製品のみ使用された場合、ヘッド

クリーニングを 50回行えます。 

データカートリッジバーコードラベル EF-3245R LTO-5用 5シート、20枚/シート 

WORMカートリッジバーコードラベル EF-3245S 
LTO-5WORM用 

5シート、20枚/シート 

データカートリッジバーコードラベル EF-X3245T LTO-6用 5シート、20枚/シート 

WORMカートリッジバーコードラベル EF-X3245U 
LTO-6WORM用 

5シート、20枚/シート 

データカートリッジバーコードラベル EF-X3245V LTO-7用 5シート、20枚/シート 

WORMカートリッジバーコードラベル EF-X3245W 
LTO-7WORM用 

5シート、20枚/シート 

データカートリッジバーコードラベル EF-X3245V LTO-8用 5シート、20枚/シート 

WORMカートリッジバーコードラベル EF-X3245W 
LTO-8WORM用 

5シート、20枚/シート 

データカートリッジバーコードラベル EF-X3245X LTO-9用 5シート、20枚/シート 

WORMカートリッジバーコードラベル EF-X3245Y 
LTO-9WORM用 

5シート、20枚/シート 

LTOクリーニングバーコードラベル（UCC） 
NF6980-L02 
EF-3245Q 

クリーニングカートリッジ用のバー 

コードラベルです。 

(1シート 20枚) 

UCC：Universal Cleaning Cartridge 

 

バーコードラベルはカートリッジの仕様と合ったものをご使用ください。 
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付録D.構成変更イベントおよび通知イベント一覧 
 

表 D-1 構成変更イベント 

イベントコード メッセージテキストおよび説明 

8000 ドライブの構成が変更された。 

8001 システムに対してドライブが追加または取り外された。 

8002 論理ライブラリが追加/取り外しされたかまたは変更された。 

8003 I/Oステーションが使用可能化/使用不可化された。 

8004 ファームウェアアップグレードが原因でドライブファームウェアが変更された。 

8005 ホスト名/ドメイン名が変更された。 

8006 E メール構成設定が変更された。 

8007 日付/時刻フォーマットが変更された。 

8009 時間帯構成が変更された。 

8011 ネットワーク構成が変更された。 

8012 拡張モジュールがアップグレードされた。 

8013 NTP タイムサーバー設定が変更された。 

8014 SSH アクセスが使用可能化/使用不可化された。 

8015 メディアの世代のチェック中。 

8016 ライブラリでデフォルト設定へのリセットがユーザーによって開始された。 

8017 ライブラリファームウェアが変更された。 

8018 ラベルなしメディアサポートの構成が変更された。 

8019 アクセッサーのファームウェアバージョンがアップグレードされた。 

8022 管理 GUI/オペレーターパネルのタイムアウト構成が変更された。 

8024 I/Oステーション/マガジンのアクセスコントロール構成が変更された。 

8026 アクセッサー変更が検出された。 

8029 SNMP 構成が変更された。 

8030 SNMP ターゲットが追加された。 

8031 SNMP ターゲットが削除された。 

8033 オペレーターパネルのモジュールが変更された。 

8034 ドライブの手動リセットが実行された。 

8036 新しいシャーシが検出された。 

8037 シャーシが取り外された。 

8040 LDAP サーバーが追加された。 

8041 LDAP サーバーが変更された。 

8042 LDAP サーバーが削除された。 

8043 LDAP ユーザーが追加された。 

8044 LDAP ユーザーが変更された。 

8045 LDAP ユーザーが削除された。 

8046 ログアウト防止構成が変更された。 

8057 ハードウェアコンポーネントが追加された。 

8058 ハードウェアコンポーネントが取り外された。 

8059 ライブラリのハードウェアコンポーネントが取り替えられた。 

8060 新しい拡張コントローラーが検出された。 

8061 新しい基本ライブラリコントローラーが検出された。 

8062 自動調整が正常に完了した。 

8064 パスワード規則構成が変更された。 
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8065 ユーザーが追加された。 

8066 ユーザーが削除された。 

8069 ユーザーパスワードが変更された。 

8072 Kerberos レルムが追加された。 

8073 Kerberos レルムが変更された。 

8074 Kerberos レルムが削除された。 

8075 Kerberos ユーザーが追加された。 

8076 Kerberos ユーザーが変更された。 

8077 Kerberos ユーザーが削除された。 
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表 D-2 通知イベント 

イベントコード メッセージテキストおよび説明 

9000 ドライブによってテープのアラートフラグが報告された。 

9001 ドライブは存在しているが、現在は使用不可になっている。 

9002 ライブラリの電源が ON された。 

9003 Move Medium コマンドが実行された。 

9004 インベントリスキャンが完了した。 

9005 ライブラリの電源がフロントパネルから遮断された。 

9006 ネットワークインターフェースの電源が ONにされた。 

9007 ネットワークインターフェースの電源が OFFにされた。 

9008 システム時刻が NTP サーバーに同期された。 

9009 マガジンがアンロックされ、オープンされた。 

9010 マガジンがクローズされ、ロックされた。 

9011 I/Oステーションがアンロックされ、オープンされた。 

9012 I/Oステーションがクローズされ、ロックされた。 

9013 ユーザーが管理 GUIにログインした。 

9014 ユーザーが管理 GUIからログアウトした。 

9015 ユーザーがオペレーターパネルインターフェースでログインした。 

9016 ユーザーがオペレーターパネルインターフェースからログアウトした。 

9024 ドライブサポートチケットが作成された。 

9025 ライブラリテストが開始した。 

9026 ライブラリテストが正常に完了した。 

9027 ユーザーによってライブラリテストが停止された。 

9028 構成がシャーシに正常にバックアップされた。 

9029 構成がシャーシから正常に復元された。 

9031 ライブラリの正常性状況が状況「OK」に変わった。 

9032 ライブラリの正常性状況が状況「警告」に変わった。 

9033 ライブラリの正常性状況が状況「クリティカル」に変わった。 

9035 新しいライブラリシャーシが検出された。 

9038 ライブラリがユーザーインターフェースを通じてリブートされた。 

9041 KMIP サーバーで鍵が作成された。 

9043 ドライブクリーニングが開始した。 

9045 基本モジュールへのライブラリ構成データの複製が失敗した。 

9060 1 つ以上の構成済み DNS サーバーが応答しない。 

9061 
管理GUIでの無効なログイン試行回数が多すぎるため、ユーザーアカウン

トがロックされた。 

9062 ログインに無効なパスワードが使用された。 

9063 暗号化サーバーへの通信に使用するネットワークポートが変更された。 

9064 証明書のバックアップが作成された。 

9065 証明書が復元された。 

9066 一時パスワードが生成された。 

9078 予期しないドライブのリセットが発生しました。 

9079 メディアの最適化が必要。 
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付録E. タスクごとの管理機能の一覧表 
 

表 E-1 タスクごとの管理機能の一覧表 

項

番 
タスク 

メニューナビゲーション 

オペレーターパネル 管理 GUI 

1 
拡張設定 このインターフェースでは該当なし 

「設定 (Settings)」> 「ライブラリ」> 「拡

張(Advanced)」 

2 

自動調整 このインターフェースでは該当なし 

「設定 (Settings)」> 「ライブラリ」> 「自

動調整 (Auto Calibration) 

(サービスユーザー)」 

3 

自動クリーニ

ング 
このインターフェースでは該当なし 

「ライブラリ」> 「論理ライブラリ」> 「アク 

ション (Actions)」>「論理ライブラリの管

理  (エキスパートモード ) Manage 

Logical Library(Expert Mode)」、 

7.1.1「オートクリーニング」を参照してくだ

さい。 

4 
カートリッジ、 

ドライブから

の排出 

「操作 (Operation)」> 「ドライブから

ホームスロットへのカートリッジの移動 

(Move Cartridge from Drive to 

Home Slot)」 

「ドライブ」> 「アクション(Actions)」> 「ド

ライブからのカートリッジの排出 (Eject 

Cartridge from Drive)」 

5 カートリッジイ

ンベントリ、再

スキャン 

このインターフェースでは該当なし 

「カートリッジ」> 「アクション(Actions)」> 

「ライブラリのインベントリ (Inventory 

Library)」 

6 カートリッジ、

リスト 
このインターフェースでは該当なし 「カートリッジ」 

7 カートリッジ、

移動 
このインターフェースでは該当なし 

「カートリッジ」> 「アクション(Actions)」> 

「カートリッジの移動(Move Cartridges)」 

8 カートリッジ、

グラフィカル

ビュー 

このインターフェースでは該当なし 
「カートリッジ」> 「アクション(Actions)」> 

「グラフィカルビュー(Graphical View)」 

9 証明書、作

成、バックア

ップ、復元 

このインターフェースでは該当なし 
「設定 (Settings)」> 「セキュリティ

(Security)」> 「GUI」 

10 クリーニン

グ、テープド

ライブ 

このインターフェースでは該当なし 

「ドライブ」> 「アクション(Actions)」> 「ド

ライブのクリーニング (Clean Drive)」。

7.1「ドライブクリーニング」を参照。 

11 構成、保存お

よび復元 
このインターフェースでは該当なし 

「設定 (Settings)」> 「ライブラリ」> 「拡

張(Advanced)」 

12 
構成、リセット このインターフェースでは該当なし 

「設定 (Settings)」> 「ライブラリ」> 「拡

張(Advanced)」 

13 構成ファイ

ル、復元 
このインターフェースでは該当なし 

「設定 (Settings)」> 「ライブラリ」> 「拡

張(Advanced)」 

14 構成ファイ

ル、保存 
このインターフェースでは該当なし 

「設定 (Settings)」> 「ライブラリ」> 「拡

張(Advanced)」 

15 日付と時刻、

構成 

「構成」> 「日付と時刻 (Date & 

Time)」 

「設定 (Settings)」> 「ライブラリ」> 「日

付と時刻 (Date and Time)」 
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管理機能の場所（続き） 

項

番 
タスク 

メニューナビゲーション 

オペレーターパネル 管理 GUI 

16 診断、デモ 

モードの実行 

「保守 (Maintenance)」> 「ライブラリテ

スト (Library Tests)」 

「ライブラリ」> 「アクション(Actions)」> 「テ

スト (Tests)」 

17 診断、ライブ

ラリの検査の

実行 

このインターフェースでは該当なし 
「ライブラリ」> 「アクション(Actions)」> 「テ

スト (Tests)」 

18 診断、ドライ

ブテストの実

行 

「保守 (Maintenance)」> 「ライブラリテ

スト (Library Tests)」 

「ライブラリ」> 「アクション(Actions)」> 「テ

スト (Tests)」 

19 診断、スロッ

ト間エクササ

イザーの実行 

このインターフェースでは該当なし 
「ライブラリ」> 「アクション(Actions)」> 「テ

スト (Tests)」 

20 
ドライブファー

ムウェア、更

新 

「保守 (Maintenance)」> 「ドライブファー

ムウェアのアップグレード(Drive 

Firmware Upgrade)」(FAT32 フォーマッ

トの USB ドライブが必要) 

「ドライブ」> 「アクション(Actions)」> 「ドラ

イブファームウェアの更新 (Update Drive 

Firmware)」 

21 ドライブおよ

びモジュー

ル、リストのリ

セット 

このインターフェースでは該当なし 
「設定 (Settings)」> 「ライブラリ」> 「拡張

(Advanced)」 

22 ドライブの状

況 
「状況 (Status)」> 「ドライブ(Drive)」 ドライブ (Drives) 

23 ドライブのシ

リアル番号 

確認 

「状況 (Status)」> 「ドライブ(Drive)」 

該当ドライブを選択> 「シリアル番号

(Manufacturer S/N)」 

「ドライブ(Drives)」>「ドライブとポート

(Drives and Ports)」>該当ドライブを選択>

「シリアル番号(Manufacturer S/N)」 

24 

ドライブログ、

エクスポート 

「保守 (Maintenance)」> 「ドライブログ

のダウンロード (Drive Logs 

Download)」(FAT32 フォーマットの 

USB ドライブが必要) 

「ドライブ (Drives)」> 「アクション

(Actions)」 

25 ドライブ、ポー

ト設定の変更 
このインターフェースでは該当なし 

「ドライブ (Drives)」> 「アクション

(Actions)」 

26 E メール通

知 
このインターフェースでは該当なし 「設定 (Settings)」> 「通知(Notifications)」 

27 

暗号化、構成 このインターフェースでは該当なし 

「設定 (Settings)」> 「セキュリティ

(Security)」 

（本製品では使用しない） 

28 暗号化の接

続性検査 
このインターフェースでは該当なし 

「設定 (Settings)」> 「セキュリティ

(Security)」> 「暗号化(Encryption)」 

29 
出荷時設定

へのリセット 

「構成 (Configuration)」> 「リセット 

(Reset)」> 出荷時設定への完全リセット 

(Full Factory Reset)」 

「設定 (Settings)」> 「ライブラリ」> 「拡張

(Advanced)」 

30 識別ライト、

ONまたは

OFFにする 

このインターフェースでは該当なし 

「ライブラリ」> 「アクション(Actions)」> 「識

別ライトを ONまたは OFFにする (Turn 

Identifier Light On or Off)」 
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管理機能の場所（続き） 

項

番 
タスク 

メニューナビゲーション 

オペレーターパネル 管理 GUI 

31 
初期セットア

ップ 

「構成」> 「初期システムセットアップ 

(Initial System Setup)」 

「設定 (Settings)」> 「ライブラリ」> 「初期

構成ウィザード (Initial Configuration 

Wizard)」 

32 インベントリリ

スト 
このインターフェースでは該当なし カートリッジ 

33 
I/Oステーショ

ン、使用可能

化または使

用不可化 

このインターフェースでは該当なし 

「ライブラリ」> 「モジュールおよびマガジン 

(Modules and Magazines)」> 「アクション

(Actions)」>I/Oステーション の使用可能

化または使用不可化 (Enable or Disable 

I/O Station)」 

34 
LCD 調整 

「保守 (Maintenance)」> 「LCD調整 

(LCD Adjustment)」 
このインターフェースでは該当なし 

35 LDAP 認証、

構成 
このインターフェースでは該当なし 

「アクセス (Access)」> 「LDAP 認証

(LDAP Authentication)」 

36 
ライブラリ 

ファームウェ

ア、更新 

「保守 (Maintenance)」> 「ライブラリ 

ファームウェアのアップグレード (Library 

Firmware Upgrade)」(FAT32 フォーマッ

トの USB ドライブが必要) 

「ライブラリ」> 「アクション(Actions)」> 「ラ

イブラリファームウェアの更新 (Update 

Library Firmware)」 

37 
ライブラリロ

グ、エクス 

ポート 

「保守 (Maintenance)」> 「ライブラリロ

グのダウンロード(Library Logs 

Download)」(FAT32フォーマットの USB 

ドライブが必要) 

「ライブラリ」> 「アクション(Actions)」> 「ラ

イブラリログのエクスポート (Export 

Library Logs)」 

38 ライブラリロ

グ、表示また

は消去 

「保守 (Maintenance)」> 「イベントの表

示 (View Events)」 

「ライブラリ」> 「イベント」>「アクション 

(Actions)」 

39 ライブラリ情

報 
Status (状況) 「ライブラリ」> 「アクション(Actions)」 

40 ライブラリ管

理の暗号化

(KMIP)、構成 

このインターフェースでは該当なし 

「設定 (Settings)」> 「セキュリティ 

(Security)」 

(本製品では使用しない) 

41 
ライブラリの

検査、実行 

「保守 (Maintenance)」> 「ライブラリテ

スト (Library Tests)」 

「ライブラリ」> 「アクション(Actions)」> 「テ

スト (Tests)」>「ライブラリの検査 (Library 

Verify)」 

42 既知のドライ

ブおよびモ 

ジュールのリ

スト、リセット 

このインターフェースでは該当なし 
「設定 (Settings)」> 「ライブラリ」> 「拡張

(Advanced)」 

43 論理ライブラ

リ、グラフィカ

ルビュー 

このインターフェースでは該当なし 

「ライブラリ」> 「論理ライブラリ」> 「アクシ

ョン (Actions)」>「グラフィカルビュー 

(Graphical View)」 

44 
論理ライブラ

リ、管理 (基

本モード) 

このインターフェースでは該当なし 

「ライブラリ」> 「論理ライブラリ」> 「アクシ

ョン (Actions)」>「論理ライブラリの管理 

(基本モード)(Manage Logical Library 

(Basic Mode))」 
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管理機能の場所（続き） 

項

番 
タスク 

メニューナビゲーション 

オペレーターパネル 管理 GUI 

45 論理ライブラ

リ、管理 (エ

キスパート 

モード) 

このインターフェースでは該当なし 

「ライブラリ」> 「論理ライブラリ」> 「アクシ

ョン (Actions)」>「論理ライブラリの管理 

(エキスパートモード) Manage Logical 

Library(Expert Mode)」 

46 

マガジン、 

オープン 

2.6「テープカートリッジの投入」の「カート

リッジへのアクセス」 を参照。 

「ライブラリ」> 「モジュールおよびマガジン 

(Modules and Magazine)」> 「アクション

(Actions)」> 「マガジンのアンロック

(Unlock Magazine)」 

47 ネットワーク

設定 
「構成」> 「ネットワーク設定」 

「設定 (Settings)」> 「ネットワーク

(Network)」> 「イーサネット(Ethernet)」 

48 通知、構成 このインターフェースでは該当なし 「設定 (Settings)」> 「通知(Notifications)」 

49 オペレーター

パネル、セッ

ションロック

のタイムアウ

ト 

このインターフェースでは該当なし 
「設定 (Settings)」> 「セキュリティ

(Security)」> 「GUI」 

50 パスワードポ

リシー 
このインターフェースでは該当なし 

「アクセス (Access)」> 「ローカルパスワー

ドポリシー (Local Password Policy)」 

51 パスフェイル

オーバーライ

センスキー、

追加または

削除 

このインターフェースでは該当なし 

「設定 (Settings)」> 「ライブラリ」> 「ライ

センス交付を受けたフィーチャー 

(Licensed Features)」 

52 ポート設定、

変更 
このインターフェースでは該当なし 

「ドライブ」> 「アクション(Actions)」> 「ポー

ト設定の変更(Modify Port Settings)」 

53 リモートロギ

ング 

(rsyslog)、構

成 

このインターフェースでは該当なし 

「設定 (Settings)」> 「通知(Notifications)」

> 「リモートロギング (Remote Logging) 

(rsyslog)」 

54 リセット、デバ

イスの再ディ

スカバー 

このインターフェースでは該当なし 
「設定 (Settings)」> 「ライブラリ」> 「拡張

(Advanced)」 

55 
内部 IP 範

囲のリセット 

「構成 (Configuration)」> 「リセット 

(Reset)」> 「内部 IP 範囲のリセット 

(Reset Internal IP Range)」 

このインターフェースでは該当なし 

56 ライブラリの

リセット 
このインターフェースでは該当なし 

「ライブラリ」> 「アクション(Actions)」> 「ラ

イブラリのリセット (Reset Library)」 

57 Reset Drive 

(ドライブのリ

セット) 

このインターフェースでは該当なし 
「ドライブ」> 「アクション(Actions)」> 「ドラ

イブのリセット(Reset Drive)」 

58 
SNMP、構成 このインターフェースでは該当なし 

「設定 (Settings)」> 「通知(Notifications)」

> 「SNMP」 
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管理機能の場所（続き） 

項

番 
タスク 

メニューナビゲーション 

オペレーターパネル 管理 GUI 

59 SNTP 
(Simple 
Network 
Time 

Protocol) 同

期、構成 

このインターフェースでは該当なし 

「設定 (Settings)」> 「ライブラリ 

」> 「日付と時刻 (Date and Time)」> 

「SNTP (Simple Network Time Protocol) 

同期 (SNTP (Simple Network Time 

Protocol)Synchronization)」 

60 SSH、使用可

能化または

使用不可化 

「保守 (Maintenance)」> 「SSH(セキュ

アシェル) (SSH (Secure Shell))」 
このーでは該当なし 

61 SSL、使用可

能化または

使用不可化 

このインターフェースでは該当なし 

「設定 (Settings)」> 「セキュリティ 

(Security)」> 「GUI」> 「セキュア通信 

(Secure Communication)」 

62 
セッションタイ

ムアウト 
このインターフェースでは該当なし 

「設定 (Settings)」> 「セキュリティ 

(Security)」> 「GUI」> 「セッションタイムア

ウト (Session Timeout)」 

63 

時間帯、設定 このインターフェースでは該当なし 

「設定 (Settings)」> 「ライブラリ」> 「日付

と時刻 (Date and Time)」> 「時間帯 

(Time Zone)」 

64 ユーザー、ア

クセスのリカ

バリ 

「構成」> 「ユーザーアカウント」 このインターフェースでは該当なし 

65 
ユーザー、 

ユーザーパス

ワードの変更 

このインターフェースでは該当なし 

「アクセス (Access)」> 「ローカルユーザ

ー(Local Users)」> 「アクション(Actions)」

> 「ユーザーパスワードの変更 (Modify 

User Passwords)」 

66 
ユーザー、役

割権限の変

更 

このインターフェースでは該当なし 

「アクセス (Access)」> 「ローカルユーザ

ー(Local Users)」> 「アクション(Actions)」

> 「役割権限の変更(Modify Role 

Permissions)」 

67 ユーザー、オ

ペレーターパ

ネル PINの

変更 

「構成」> 「ユーザーアカウント」 

「アクセス (Access)」> 「ローカルユーザ

ー(Local Users)」> 「アクション(Actions)」

> 「オペレーターパネル PIN の変更 

(Modify Operator Panel PIN)」 

68 
ユーザー、追

加 
このインターフェースでは該当なし 

「アクセス (Access)」> 「ローカルユーザ

ー(Local Users)」> 「ユーザーの追加 

(Add User)」 

69 ユーザー、除

去 
このインターフェースでは該当なし 

「アクセス (Access)」> 「ローカルユーザ

ー(Local Users)」> 「アクション(Actions)」 
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